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公教育システム研究第3号 2003 

私立中高一貫教育の現在

一一北海道のある私学への調査がら一一

横井敏郎・.石川|愛子ぺ伊藤拓也・篠原岳司・八尾崇寛・山下直樹
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第1章私立中高一貫教育調査の課題E寄哉と調査概要

1.テーマの設定

昨年度、教育行政塙周査実習グループは、北漏差上川町の上川中学校・上川高等学校を事例に連携型中高一貫教

育調査を行った。公立中高一貫教育は 1999年より実施されている新しい制度であり、その実態を明らかにするこ

とが目的であった。両校の教育実践や生徒・保護者・出或住民・教員の意識分析から、過疎地の連携型中高一貫教

育の「実像」なるものが一定描き出せたと思う(本誌前号の調査報告を参照)。両校の教育実践には基礎学力の充

実や6年間の一貫した教育プログラムなど従来にない有意義な実践が開始されたことなど、多面的な成果も見られ

たが、全体として連携型であるために教育課程での特例措置や財脚力人的支援も少ない中で、設置者の異なる2つ

の学校を教育内容的に接続させ、組織的に協働させて、新しい制度である中高一貫教育を現実に作り出し、定着さ

せようとする多大な努力と前刊歯財泊されていたといえる。公立の連携型という制度からくる実践の特長と実施

の難しさが柄主してし、たのである。

それでは、 1つの学園、学校の中で実践を行うことができ、無試験での内部進学が予定されており、教育課程の

組み替えも一定可能な併設型の、独自の教育現念キ教育プログラムをもった私立の中高一貫教育ならば、その制度

的思念的特性を生かしてより豊かで有意義な教育実践を展開できるのではないか。一般に私立の中高一貫教育校は、

極端に受験教育に偏したエリート校としてみなされているが、全国の私学の中には独自の教育理念に基づいた実臨

を展開しているところもあろう。そうした私学なら、中高一貫教育制度を有効に利用して、分断された中高関係を

有意義につなぐ教育が行われているのではなかろうか。このような問題関心から、私たちは、今年度、私立の中高

一貫教育を調査研究の対象とすることとした。

このテーマを選んだのには、高大接続の取り組みを先駆的に実施しながらも、狭い意味の受験校ではなく、より

豊かな教育内容を創造し、実践しようとしているある私立中高一貫教育校に出会う機会があったということもきっ

かけとなった。このA中学・高校に協力を得て、今回の調査は可能となった。

2.調査の目的と先行研究

本研究の目的は、今日の私立中高一貫教育においては実際にどのような教育が実臨されているのか、その実態を

明らかにするところにあるが、これに関してこれまでどのような研究が行われてきたのだろうか。

私たちが私立中高一貫教育校の先行研究を調べてみたところ、今日の私立中高一貫教育校の教育実践を個別の中

学・高校を事例に実融句に研究したものはほとんどないといってもよいというのが現在の研究伏況で、あった。私立
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私立中高一貫教育の現在

中高一貫教育は一般に極端な受験中心の教育を実施しているとイメージされているためか、そもそもそれを実言回冴

究の対象にすえている研究が見られないのである。

アンケートなどを利用した統言椅境周査は、日寺代をさかのぼれば日本私学教育司関所の紀要などあるが、内容的に

は古いものとなっている。また最近では、河内祥子・山口瞳・坂田仰「私学一貫教育に関する調査(速報)J (~月

刊高校教育~2002年 10 月)があり、全国の私立中高併設校へのアンケート調査を実施しているが U回答数216 校)、

何ら知見といえるものは述べられず、さしたる意味のないものに終わっている。

私立中高一貫教育校を紹介する一般書キ港学唯誌が多数出版されているが、それらはもっぱら東大や早慶などの

有名大学への合格者数によってランク付けするのみで、もちろんまともな検討の対象になるものではない(たとえ

ば、二見書章『わが子の未来を拓く中高一貫名門街聾択の指針』小学館、 2000年。ただし、私立中高一貫教育校

の分類には一定役立つ)。

中高一貫教育という点に重きをおかず、私学というふうに枠を広げれば、進学校と異なる道を歩み、独自の教育

実践を展開している私立高校の運動キ教育活動を書いた書籍もある。たとえば、少し古いものでは愛知私教謹編『私

学にひるがえる旗~ (高文研、 1981年)、最近では北星学園余市高等学樹肩陥・やりなおさないか君らしさのま

まで一ひとりで悩むな!卒業生・父母・耕市からのメッセージ.~ (教育史料出版会、 2003年)などだが、実践記

録というものである。

ブ胡l市圏でラFよ立中高一貫教育校がどのような社会的背景のもとに台頭してきたかを明らかにしたものとして、小

川洋『なザ公立高校はダメになったのか』任回己書房、 2000年)があげられる。同書は、 1980年代にブ胡l市圏で

私学が急速に「地位上昇」し、「公私逆転」といわれるような事態が出現した要因を、①高学庖志向の「新興中間

層Jが生徒急増に対応して新設された普通高校に入学せず、私立高校に流れjとこと、②スポーツ相寺生制度々唾学

対策、中学部設置など、私立高校が社会的評価向上の取り組みを行ったこと、③国公立大学の共通一次訴験導入、

私立大学の定員減少、大学志願率の上昇などによる私大の入猷灘のもとで、私立高校が私大進学対策をとったこと、

などに求めている。公立の荒れや閉鎖性などに触れるだけで私学の台頭を説明するものと比べて、同書は私立中高

一貫教育校の台頭を構造的に説明しており、説得力ある研究といえる。

ただ、同書はほぼ全入に近い状況にある高校教育全体の改革の方向・方策を提示することを目的としており、私

学の教育のあり方や公教育における私学の位置づけについて言及する部分があまりない。高校入試廃止を含む改革

がなされれば、「倉IJ立現念などに基づいた真に個性的な教育をしていない私立学校がどれほどの生徒を集められる

州 (226頁)と末尾で述べるぐらいである。著者が提起する改革方策案にっし、ては共鳴する部分も多しが、都市部

では私学が相当の割合で生徒を引き受けている地蛾もあり、国民の教育機会の拡充の重要な一翼を担う私学の可能

性や内在的な改革の筋道を見いだすことなしには、高校教育の改革も完成しないのではなかろうか。

本研究は、もとより高校教育全体の改革プランを描くことも、私学全体の内在的な改革の湖買を具体的に描き出

すこともできない。しかし、今日の私立中高一貫教育校がいかなる実践に取り組み、その成果や課題はどのような

ものであるかを、一事例とはいえ実証的に明らかにする本布院は、高校教育のあり方を聞い直すための基礎的デー

タを提供するものとして位置づけられると考えている。

3.調査の概要と分析視点

私立中高一貫教育校の現状を明らかにするためには、まず私物T政を一定踏まえ、私学がどのような課題をかか

え、いかなる対応を取っているのかを押さえておく必要がある。そこで、本調査では、まず相続萱庁総務部学暫果

にヒアリングを実施し、現在の私学教育の動向、私学ヰ子政の機構と倣旦みの特轍と課題をとらえようとした。

次いで、個別私学の事修I府究を行うために、 A中学・高等学校に2度にわたってヒアリング調査を実施し、同校

の教育理念キ教育実践の概要、個々の教科の具体的実践をできるだけ詳細にとらえようとした。その後、生徒と保

護者が同校の教育方針や実践についてどのように評価し、いかなる意識をもっているかを明らかにするために、同

校の協力を得てアンケートを実施した。これは同校教育実践の評価を明らかにすることに加えて、生徒と保護者の

弓
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学校認識を浮き彫りにすることをもねらいにしている。

以上で調査は終了するつもりで、あったが、たまたま内部進学の高校1年生の保護者2名と欄虫する機会があり、

ヒアリングを実施した。保護者が学校についてどのような意見をもっているか、その生の声を聞き、上のアンケー

ト調査の傾向を理解する一助とした。以上が調査概要である。

こうした調査を実施し、報告書をまとめる際に特に欝哉Lて以下の2つの視点をもった。

1つには受験対策一辺倒でない私立中高一貫教育校の実践の可能性である。受験勉強だけに偏らない豊かな内容

をもちながら、なおかつ進学目標の実現を可能にし、大学進学後も自らの学習を発展させ続けていけるような教育

をどう生み出すのか。調査実施前から、 A中学・高校は狭い意味の受験中崎情を行っている学校ではないという

ことは一定承知していたが、その実際の姿はどのようなものであるのかを本研究は事実に即して描き出すことにつ

とめた。

もう 1つは、生徒・保護者の意識である。学校がある思念をもって教育実践を組み立てようとしても、必ずしも

その教育実践に対する生徒や保護者の評価が高くなるとはいえなし、生徒と保護者が学校に何を期待しているか、

その学校の性格をどのようなものと認識しているかで学校の評価は大きく変わるのであり、ある場合には優れて有

意義な教育実践キ教育理念も批判的E判団の対象になることも考えられる。本研究では、A中学・高校の場合、生徒・

保護者の学校認識はどうようなものなのかを率直に明らかにしようとした。

制 11は、高校以下の教育内容を新しい「教養」を獲得することを中心とし、大学入試も間間平決能力に必要な「教

養Jの質を問うようなものと改めるべきという (226頁)。これは理組的であるが、こうした教育内容とはどのよう

なものなのか、また大学の専門的な教育・研究内容といかにして接続が可能なのかについては、昨今の学力問題を

持ち出すまでもなく、いまだ村対こは明らかlこなっていないので、ある。

また生徒・保護者の学校評価は、学校認識(学校への期待)と相関関係にある。次章で述べるように、私学が一

個の経営体であり、生徒Z酎尋市場の自制連に一定拘束されざるを得ない中では、生徒・保護者の意識を明らかにする

ことは私学教育の可能性を考えてし、く上で不可欠である

この2つの分析視点への霜酌回答は、次章以降の本論でなされる。その回答は、私学、ひし、ては高校全体の抱

える共通の課題を描き出すことにつながるであろう。

4.調査結晶

今回の調査の紐晶は以下の通りである。

<ヒアリング調査>。2003年6月11日
①北海道庁総務部学事課小中高校グループ?主査・同主任

2) 2003年6月16日

②A中学・高等学校

3) 2003年7月8日

A中学・高等学校

B校長・ C教頭・D椀買

器
棚

D教頭(中学校・英語)

C糠頁(高校・数学)

G教諭(高校・理科)

@r法律演習J・佐訴ヰ H教諭(高校・公国

⑦「土曜講座 c親頁
@酬研(鰍行 G鵜命

4) 2003年 12月22日

@A高校1年生(内部進学者)の保護者2名

<アンケート調査>

。。
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私立中高一貫教育の現在

[A中学・高等学校の教育活動に関するアンケート]

2003年 10月31日回収

①高校1年生

②高校3年生仏大学進学クラス)

③高校3年生(他大学進学クラス)

④高校1年生保護者

回答敬86(2クラス実施)

回答数42(1クラス実胸

回答数33(1クラス実脚

回答数48(2クラス実掛

⑤高校3年生(A大学進学クラス)保護者回答数20(1クラス実胸

@高校3年生(他大学進学クラス)保護者回答数18(1クラス実施)

第2章北海道における私学の動向と私学行政

本章では、 A中学・高校の中高一貫教育について検討する前に、まず北海道における私学教育の動向と北海道庁

の私学府政について一瞥し、私学が共通に抱える課題特ム学教育の意義について確認しておきたい。本章の叙述は

多くを北出街宣庁学事課へのヒアリング調査に依拠しており、特に注書きのない引用部分については、すべて当ヒア

リング調査によるものである。，

1 私学教育の動向と中高一貫教育の推進状況

今日、少守化が進行する中で相髄における公立学校は間口(学級数)削減の対象とされ、学校鰯拾への動き

も顕著である。他方、私立学校はその性質上、教育的側面と経営・財政的側面を合わせもっていることから、学校

存続のために独自のカラーを打ち出し、生徒を確保することが重要課題となっている。このような制兄下における

私学教育の動向として、次の3点が挙げられる。

第一に、私立高校をもっ学技法人が同系列の中学校を設置する動きが見られる。

表1によれば、最近では函館ラ・サール中学校、立制宮中学校、牝幌日本大学中学佼が開校されている。さらに

昨年 (2002年)、 IJ樽の双葉高等学校が中学際設置計画書を北海道庁学事謀へ提出し、了承されている。このよう

に、中高一貫教育を導入するべく中学校を設置しようとする私学は、元々その学校における中高一貫教育に対する

需要があり、それに応える形で中学校を設置する場合と、高等学校の経営も軌道に乗っているが、その評価を確固

たるものとするために中学校を設置する場合など、おおまかに2通りに分かれる。もう一つ、高等学校の経営が振

るわず、復活への起爆剤として中学校設置を申し出る私学もあるという。しかし、私学といえども公教育の一端を

担うものであることから、経営の安定性が要請される。このような私学はその安定性を担保しうる資産状況にない

ことから、認可されない場合が多川以上のように、中高一貫教育導入の背景には各私学の経営戦略が絡んでいる

と言うことができる。

第二に、学科聞における収容定員の変更が見られる。近年の大学進学率上昇に伴う大学進学要求の高まりや、就

月融監l乙よる高校の聴撲学卒摘倣Lの進行によって、私学においては職業学科が定員割れを生じ、経営難に陥る可能性

が大きしLすなわち普通科志向が高まりを見せているのである。よって、職業特粉募集を停止して、その分の定

員を普通科に振り替えることを打開策として打ち出してくる私学も多いという。本年度は、旭JII明星高校と函館柏

陽高校が商業科の募集を停止している。

第三に、コース制の普及が挙げられる。とりわけ、普通コースと特進コースとに分ける場合が多いという。北海

道は港学実績において公立優位の風土であるため、私学も生徒確保のために進学謝衰を上げ、それをPRする必要

がでてくる。そこで、相隼コースの生徒の進学期責をあげ、その結果をPRに使うという私学の経営戦略が生まれ

る。しかし、私学全体が進学校イじするとし、うわけではない。 1つの学校をとってみても、普通科コースの生徒に対

してその役割を期待してはおらず、あくまで進学実績向上の役割を担う対象は少人数制である特進コースの生徒に

特化されている。
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以上のように、指舗の私学は全備句に見ると、j;守化とし、う経営的な背景を1つの理由としつつ、普i劃ヰの拡

充、特に特進コースの設置に動く流れが生じており、中学校設置による中高一貫教育の導入もこの一環としてとら

えることができょう。

表1 道内草地学校における中高一貫教育の実施状況

1 中高一貫教育謝蹴惇則において中高一貫教育に関する規定を明記し謝@

学校名 | 院桝度 I 1特定員| 摘 要

ト醐ラ.-i}--;レ中学校 ー11腕度 -l m j2糊醐IJ班
函館ラ・サー凡宿等学校 11%0年度 237 

2 ト滞宇暫庁明?竺T空常空 -一一一一-一一一-一一-一一一一-一一一一-一一一一-一一一一-一一一一-一一一一-一一一一-一一一-一一-一-l~~付q竺切q仔守竺互ι-一一一一-一一一一-一一一一-一一一一-一一-一一-一--一一一一-一一一-一一---J一--L上L-し-一一一一-一一一一一一旦!竺型竺旦?竺竺ιιoι仁-一一一一-一一-一一-一'一一司一.戸倒岬坪度開献校
立命館慶祥高等学校 11948年度 345 

北嶺中軸 11985年度 120 12∞1年度判虹
3トー一一一一一一---------一一一ート --1 
北備高等学校 1 1989年度 120 

藤女子中学校 11984年度 225 12∞1年度制改正
4 ト----------------------------ート ・4
藤女子高等学校 11948年度 225 

5 
l~~幌日本大学中学校 J~~~年度 .1. 80 lzm年度開校
杓幌日本大学高等学校

北星学園女子中学校

1987年度

開校年度

1948年度

324 

1学年定員

1∞ 
1 ~------一一-------一一"

2 

北星学園女子高等学校

中U駒t星中学校

キU駒世星高等学校

和脚C谷中学校

1948年度

1948年度

1948年度

1948年度

280 

80 

3ω 

l∞ 
3 ~・・"・"“一-----ーーーーーーーーーーーーーーーー「ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー司寸
机J幌*谷高等学校 1951年度 3ω 

和幌聖心女子明涜中学校 1963年度 80 
4 ト一一一一一---・M ・-一一一-----ト --1 
机腕聖心女子明涜高等学校 1%3年度 80 

東海大学第四高等学校中輪日 1987年度 80 
5 ト-----------------------------ト 4
東海第四高等学校 1964年度 | 制

6 ~響瞥:-=f男性一一一一-EE--ELEE--11TR宇竺JEE--EEl---7P
遺愛女子高等学校 1948年度 280 

7 ~~:~-:朔明 | 照時・ 1 旦
函館白百合学園高等学校 1948年度 248 

摘要

注:併校中の中学校1校倣握中学樹

3 2004年度中高一貫教育謝包予定

学校名| 摘 要

双葉高等学校 | 
ー{煽る繰面識E-----------V仰年l胡 2目、開計画了承

〈以上、ヒアリング澗習輔甜期司)

2 北海道における私学行政の機構

本節では、羽筋萱における私学教育行政を機構面から概観する。ここでは主に北街宣庁学事課の役割と審議会を

扱う。
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私立中高一貫教育の現在

1)北海通守学事課の職務

学事課は次の5点を事務とする。①私立学校の認可及。浦導事務、包恥立学校に対する助成事務、信県学団体育

成事務、信涼毒蛇去人事務、⑤高等教育事務、である。本節においては、中高一貫教育が調査対象である関係上、①

と②に限定して検言村る。

まず、併は学校の認可及。精導事務とは、「私立学校(大学、短大及び高専を除く。)の設置、廃止、設置者変

更、収容定員に係る学則の変更及び学校法人の設立等の認可並びに指導を行Jなう事業である(学事課「主要事業

の概要J)。大学、働く及び高専は文部科学省所管であるため、これを除いた私学に対して認可・指導を行うとし、う

ことである。私学を新設するためには、設置主体が学校法人にならなければならなし、その際に必要となる、学校

法人が私学を運営するにあたって定める「寄(桁為J('私立学樹去第30条)の認可や、学校を実際に作るための「学

校設置の認可」が主たるものである。たとえば、立命館慶祥の場合、設置主体はすでに学技法人があり、高校比す

でに経営しているうえでの中学校新設で、あったため、「寄付行為」に関しては変更認可であり、新設する中学校に

対する設置認可が必要であった。このように、法人単位・学校挙位の2側面からの認可が業務の内容である。

次に、銃L立学校助成事務とは、「私立学校の教育条件の維持向上、経営の健全化及び保護者負担の軽減を図る

ため、私立学校の運営に要する経費の一部を助成するほか、授業料軽減補助並びに経営安定資金及ひ活設樹首資金

の貸付けなどを行Jう事業である〔学事課「主要事業の概要J)0これは私学に対する補助制度を行うものであり、

とりわけ管理運営対策費補助金が大部分を占める。私学経営において最も多くかかる経費は人件費であり、これに

対する補助を主な業務としている。

2)私立学校設置手順と「私立学校審議会」

ここで、北瓶苗字学事課による「学校設置の認可」の具体的な手)1聞を追ってみる。

まず1回続萱j宇に対して学校設置の「申請」が行われると、これに対して道が「審査jを行い、道として最終的に

認可・不認可のどちらにするのかを見通し、ここで)定の判断を下す。しかしこれは最終決定ではなく、次に「北

海道私立学校審議会Jに諮問され(私立学校法第8条・第9条)、そこで出された答申にあるの返答を参考に、道

が最終決定を下すのである。実際は、さらに「申請Jを行う前年、すなわち学校設置予定年度の前々年に申請者が

「計画書」を北主厳重知事宛に提出し、それをもとに道が事前に申請者と申し合わせ、さらに道庁内部の法的なチェ

ックをした後同審議会へ諮問するという 2段階審査方式が採られている。このため、審議会における討議の中で不

認可となる例は通常想定されず、スムーズな学校設置手続きが可能となるのである。「計画書」の提出による2段

階審査方式は菊融学校の掴食負担の回避に有効な手続きであると言うことができる。なお、増改築を伴わない学科

の設置や収容定員の変更に際しては「計画書」の提出は必要とされない。

なお、「審査j段階の基準については、国が全国一体の最低基準を示しているが、認可権は都道府県にあるため、

出俊性その他を考慮し、ここでは道が国の基準を一部取り入れながらも独自の基準を定めている。また、この段階

における計画案の修正指導は、法的側面における不備に関してのみ行うこととなるが、実際そのような例はほとん

どないという。

ここで、上述の「北海道私立学校審議会」について少し両財もてみた川樹魁克定は私立学技法第8条と第9条で

あり、第 10条以降に細かい規定がなされている。その車念は、私立学校の自律性を尊重するために所轄庁の権限

を制限するというものであるという。実際に、私立学技法の立法者意志には「私学の自主性の確保の観長から、一

面私学に対する行政的干1掛奮を極力しぼる」べきであることが思念として掲げられている(日本私学団体総連合会

編『粒立学校法解説』自由教育図書協会出版部、 1950年、 8頁)0 r学校設置の認可」の法的根拠は学校教育法であ
り、認可権が私学の所轄庁である道に認められていることから、同審議会答申を無期することも法的には可能であ

る。しかし、審議会とし可制度が設けられている趣旨・現念を考えれば、当梨潜申は尊重されるべきであるという

のが道学事課の意向である。

私学審議会委員の人選基準は、私立学校法に規定されている。第10条2項1号においては、学校長あるいは学

校法人の理事から、同2号においては学識経験者から車尉哉されなければならない旨が記されている。また、人選の

方法に関しては、同法第 11条「委員候補の揃需」に規定されてし唱。北海道においては、幼稚園協会や中高協会
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などの私学団体が荊主し、たいてし、の私学がそれに所属している。この私学団体が委員にふさわしい人物を選定し、

道に推薦しているのである。なお、現在のヰ白筋猷よ学審議会委員の構成は、校長3名、教頭2名、学校法人の理事

2名、幼稚園長3名、専修学校各種学校長2名、学講髄験者3名となっている。

3 私学行政における定員調整

1 )私学行政と私学教育内容

私学は、公教育の一端を担うものであり、公的則面を含む一方で、建学の精神明虫自の思念に基づいて自主的に

運営されているものであることから、所轄庁である道の権限は制限されなければならない。道庁学事課も私学にお

ける教育内容には関与することはなし、それが私学の自待性を生か寸道であるというのが道学事課の考え方である。

公立学校行政における指導主事に類するような役職も荷主しな川学習指導要領についてその読み方を私立学校に

押しつけるようなことは一切ない。ただし、法的側面における不備、法律違反に限つては指導の対象となる。

2)私立高校聞の定員調整と公立，私立高校聞の定員調整の仕組み

道庁学事課が強い関心を抱いているのは、教育内容の方面よりも私学の経営の安定の方面である。そこで、私学

の経営を左右する定員問題にっし、てそれがいかなる仕組みで調整されているかを検討する。

ヰ回毎道教育委員会は、 F公立高等学棚日置の基本指針と見通し~ (2000年.)Iこよって2001年から2007年(通学

区域改変予定年)までの公立学校適正配置に見通しを立てているが、この適正配置を考えるに当たって、特にその

公立と私立の共存する学区の考え方は、だいたい公立の定員:私立の定員は 7:3の割合で収容することを前提と

している。この害恰は、 1984年時における公私の生徒数の割合であり、これを維持し続けてきてし、る。

私立高校聞の定員調整を図る組織が「制面草津A立高等学校入試協議会J(私立協議会)である。これは、 1979年

に定員調整を目的に設置されたものである。「同協議会要綱」前文には、「本道の全私立高等学校の安定訴樹守のため

には全学校が積極的強調の下に定員の調整及び入試制度等について自主的に調整を行うことが不可欠である」とあ

る。事務局は「北瓶草私立中学高等学校協会J(中高協会)に置かれており、委員4名は「中高協会」の描需によ

る。この「私立協議会」は、札幌、函館、小特色室蘭、旭)11、道東の6地区に分かれ、それぞれで私立高校聞の定

員訴躍を行っている。

公私定員比率は、地域ごとの格差があり、必ずしも 7:3とはなっていない。また、地域性とは別に、入学生徒数

の「歩留まり」の読み誤りなどによって、両者の割合が大幅に崩れる可能性がある。このような場合、最終的に微

調整を行うのが「北海道公私立高等学校入試協議会J(公私協)である。「公私協」の目的は、「公私立学校の役割

分担、配置計画、入学定員などについての協議を行うJcr公私協設置要綱J第2条)ことであり、 1976年に設置
された。委員は、「中高協会」および相筋草高等学校長協会の推薦を得て、道教育長が委嘱することとなっており、

その構成は、北海道教育庁企画総務部総務政策局長を会長に、私立高校長3名、公立高校長2名、学技法人の理事

長 3名、ね鶴嵐稔務部学事課長、北海道教育庁企画総務部参事、同生涯学習部高校教育課長となっている。また、

オブザーノ〈ーとして、私立高校長3名、学校法人の理事長1名が選出されている。

このように、公私聞における定員調整は、①公私聞の協議すなわち r~t海道公私立高等学校入試協議会」、@漉
学内部の協議すなわち「北海道私立学校入試協議会」、の二本立てで仔われているのである。

3)私学における定員問題

近年、 ~t講道においては入制寺に定員割れを出す私学が多くなっている。少子化が進行する中、入学者数は誠沙、

し定員割れが生じることは村昔予測可能で、あったにもかかわらず、一定の定員数を打ち出すことが学校の体裁を成

すものであったため、学校側がなかなか定員削減に乗り出そうとしなかった結果である。

こうした事態に際して、「私立高等学校入試協議会」は毎年順繰りに定員を2割削減してし、く方針をとり、私立

各校の健全な共存を図るため、定員厳守を申し合わせた。しかし、 2003年度は複数入試や絶対官判面導入の影響で

生徒分布にずれが生じ、これを正確を読み取ることは容易ではなかった。結局、いくつかの私学で定員越晶が生じ、

札幌地区では23校のうち14校が定員割れとなった。ある私学は3年連伊直員超過を起こしており、本年度は定員
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私立中高一貫教育の現在

380人に対し628人を入学させ、その充足率も 165%に遣するという事態が生じた。過去にも定員超過を起こした

私学が数枝あり、再三申し合わせたにもかかわらず事態が連続したため、同入試協は定員充足率が2年連続で110%

を越えた場合、翌年度の合格者数を宏、願者の 80%以内に、 3年連続の場合は70%以内に制限するベナルヂィーを

設けた。私立高が定員調整を行っているのは北海道、愛知県、京都府の3道府県であり、このように定員超過に対

するペナルティーを設けているのは兵庫県を加えた 4道府県である (U朝日新聞~ 2003年 10月 19日)。こうし、っ

た場合は、越晶した分の生徒を他の学校に入学させるわけにはいかないことから、道学事課は定員越晶を起こした

私学に対して、普通教室数の確保・増築と不足分の教員を採用するよう指導する。

4)公私二元行政

ところで、他の都府県においては公私立学校行政の連携のあり方を考える際、教育行政の効率化と機関相互の密

接お昼関全化の観点から、両者の一元化をめぐる離命がある。実際に複数の県では教育委員会(県教育庁)が私立

学校をE糟している(献闘世「教育行政における私立学校行政の{立置と公立学校行政との関係」日本教育経営学

会『シリーズ教育の経営第1巻』玉川大学出版会、 2000年)。しかしながら、道学事課は「自らが設置者であると

ころの都道府県立の学校を所管しているのと、それから設置者が私の法人であるところと、成り立ちが全然違うと

いう中で、そこを事務局部分だけを一体化することに何の意味があるの州と、一元化には否崩句であった。日常

的に知事部局と教育委員会は+分に密接桁圏第が行われており、組織だけを→本化しでも意味がないという。

5)まとめ

ね鎚iT学事課の私学府政は教育内容面ではほとんど私学に関与することはない。持行では、私学の経営基盤に

関わる重要な問題である定員問題を対象に、公私間およひ軍学聞の定員調整の倣Eみを明らかにした。

4 教育予算と私学助成

次に、北海道の教育予算と私学助成について現状を見てみたい。

1)北海道の教育予算概要

ヰロ鎚の2002年度当初予算は 2兆9，227億円であり、そのうち「教育費J5，791億円が相鎚教育庁の予算で

ある。他方、私学予算は、それ自体の名目で配当されておらず、学輯果が属する指筋茸総務部の予算である「総務

費J2，682億円の一部として配当される。同年度に総務費の中で酒己当された「私学予算」総額はおよそ413億円で

ある(表2)。したがって、「教育費J(公立)と「私学予算」を合計した北海道全体の教育予算における両者の割

合はおよそ、「教育費J93.3%、「私学予算J6.7%である。北2街宣の教育予算においては公立学校教育に害IJかれる予
算が圧倒的に多い。これは、教育予算にかかる大部分が人件費によって占められているうえ、教育庁が道立学校に

限らず市町村立学校にかかる耕龍員の人件費をも道費として見ていることが大きく関わっているためである。

2)私学助成金の運用実態

私学助成とは、固と地方公共団体が行う私立学校に対する補助金の交付などを含めた財政的な助成措置のことで

ある(私立学校法第59条)。

国から北海諸へと降りてくる私学助成金は、①国庫補助金、⑫也方交情定交付金、の2通りがある。道学事課に

表2 21∞2年厨縛関係予算

よれば、補助金は約40億円、地方交付税l訴句 170億円である。地方交付税は、各都道府県の生徒数をもとに積算
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され、地方公共団体における事務の健全化を担保するために、国が国費の一部を各都道府県の財政府兄に応じて交

付するものである。しかし、地方交付税は教育費のほか、あらゆる政策に必要なものが一括されて降ろされてくる、

すなわち一般財源化されているため、これに占める教育費の割合を正確に算出することができなし、約 170億とは

学事課による概算である。なお、補助金は特創械であるため直張私学に対する補助に用いられるが、交付税の運

用に関しては北海道に権限があるので、必ずしもこれを私学助成に用いる義務は規定されていないのである。上述

した私学予算約413億円のうち、補助金と交付税を合計した金額、すなわち助成金として用いられる金額は拘210

億円であるから、それを差し引いた残り約200億円は道費でまかなっていると解される。しかしながら、交付税の

用途が不明瞭とならざるを得ない制度上の特性があるため、上述の計算は正確であるとは言えず、そうし、う傾向が

あるものと捉える他ない。

北海道出桂常経費すなわちここでは学校運営経費のおよそ4割を助成しており、この経常費補助の全国|開立は第

4位である。北海道は、全国的に見て、高し、水準で私学助成を実施してきでいる。学輯果によると、これには知事

の意向も大きく預かっているという。また私学団体のカも大きく関わっている。近年の私学助成金の推移は、表3

の通りである。現在、生徒1人当たり 33万円余りが助成されており、そのうち5万円は道独自の負担である。

表3 高等学校管理運営費補助金の推移

(単位:千円、円、%)

年度 補 助 金
生徒一人当たり

単 価 対前年度{申ひ埠

1993 10，舛0，000 215，520 7.2 

1994 11，572，側 231，778 7.5 

1995 12，140，αゅ 248，954 7.4 

1996 12，592，側 267，079 7.2 

1997 12，849，1側 286，207 7.2 

1998 13，196，αm 303，342 6.0 

1999 13，196，αm 313，966 3.5 

2000 13，455，144 320，926 2.2 

2001 13，334，129 329，376 2.6 

2002 13，169，672 338，1∞ 2.6 

(附舗の私学・宗耕去人の概要』指街醗淵3学事課、 2∞2年)

ところで、道の私学に対する助成は、①「寸嫡助」、②「取り組み力日算」、の 2通りがある。「一般補助」は、

助成金の 8害IJを占め、学校の規模や生徒数、教員数すなわち人件費の規模に応じて助成がなされる。他方、「取り

組み加算」は、残りの2割を占め、各学校における放粛愛講習や教員研修などの取り組みに対して個別に助肪する

ものである。

「一般補助」は学校規模に反比例する形で助成金が僻ヰ配分されるとし、う倣且みとなっているという。つまり、

小規模校において生徒確保が困難である状況下で、その生徒数をもとに補助が瀕瀬されたならば経営が不安定とな

り、公教育の一端を担う役割を果たし得なし、そのため、むしろスケールメリットのない小規接佼に対して手厚く

助成する倣Eみとなっているのである。なお、「一般補助」のうち、人件費などを補助する標準経費は 110%、保護

者負担の軽減などの基本欄鶴買は 120%を超えると減額の対象となる。本年度は、先に述べた3年連続の定員超晶

を起こした私学を含む8校が助成金減額の対象とされた。

3)生徒納付金の推移と私学経営

相続萱の私立高校への納付金は表4の通りである。公立との比較では、入制執矧寸金は42倍から38倍へ下がり、

毎月納付金と両者を併せた年間納付金は一時的に上昇したものの、 2002年度で毎月納付金は3.1倍、年間納付金は

4.8倍と横lまい状態である。しかし、経年変化を見ると、入学日新制寸金、毎月納付金、年間納付金のいずれも一貫

して上昇し、ここ 10年間の私学の年間納付金の伸び率は 12.5%で、公立の 13.8%を若干下回るが、高い上昇率で

ある。

A
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私学に助成している補助金は毎年増額されている(表3)にもかかわらず、北海道における現在の私学経営は、

景気の儲迭による寄付金の減沙ベコ少子化の煽りを受けた生徒動漬で納付金を値上げせざるをえない状況にある。学

事課としても私学助成のほか、道内の約 20校に対して無利子の貸付制度を適用しているが、人件費を抑えるなど

各私学はきびしし耀営努力を新子せざるをえなし、

表4 高等学校納付金の推移

(単位:円、倍)

入学時納付金 毎月納付金 年間納付金

年度
A B ん包 A B A/B A B ん句
私立 公立 害恰 私立 公立 言F恰 私立 公立 害治

1993 196，∞o 4，600 42.6 25，501 8，200 3.1 502，012 103，脱却 4.9 

1994 199，158 5，200 38.3 25，928 8，200 3.2 510，294 103，6ω 4.9 
1995 202，193 5，却O 38.9 26，518 8，200 3.2 520，409 103.6∞ 5.0 
1996 204，649 5，200 39.4 27，060 8，200 3.3 529，369 103，6∞ 5.1 
1997 208，845 5，200 40.2 27，605 8，200 3.4 540，105 103，6∞ 5.2 
1998 210.828 5，500 38.3 28，113 8.700 3.2 548.184 109，鎖泊 5.0 
1999 211，121 5，500 38.4 28，315 9，∞o 3.1 550，901 113，開。 4.9 

2∞o 213，684 5，550 38.5 28，598 9，000 3.2 556，860 113，550 4.9 
2∞1 213，730 5，550 38.5 28，803 9，300 3.1 559，3伺 117，150 4.8 
2∞2 215，291 5，650 38.1 28，989 9，300 3.1 564，878 117，250 4.8 

(何段偏重の私学・宗耕去人の概要』粗筋勘繰結B学事謀、 2∞2年)

5 まとめ一一品学教育と私学行政の課題一一

以上、ヰ博道における私学教育の動向および私学府政の内容と倣Eみをスケッチしてきた。

近年のj国筋萱の私学教育は、私立中学校の彩設やコース制の導入など新しい動きを見せてし、る。こうした動きの

背景には、私学の経営問題がある。本年度 (2003年度)から、北海道では私立高校に「複数入試制度J(入試日程

の2分割)が導入されたが、これも定員割れが拡大する中での鵡賭数(=入学者動の働時期待する私学の経

営上の意向があったと考えられる。

北海道の私学府政の内容は、もっぱら経営の安定化や定員問題に関わるもので、あり、私学助成金による財政支援

と「私立協議会」や「公私協」などの車国裁による定員調整がそこで、の主要な問題で、あった。道学事課は、「私学の

自主性jとし、う私立学技法上の基本精神を尊重し、教育内容面での指導はほとんど行っていない。

現在、私学は国民の教育機会を保障する公教育の一環として大きな相主となっている。そういう観点から私学助

成がさらに拡充されてよしゅもしれなし、とりわけ、道教委の F公立高等学欄日置の基本指針と見通し~ (2000年)

では2007年度までは、従来の7:3のままの公私比率でいくとされているが、少守化のもと、 2007年度以降も同

じ比率で、いけば私学の学校規模縮小と経営困難を来す恐れがある。また国民にとっては、この不況のもと、高学費

は大きな負担となる。私学助成の拡充は、国民の教育機会の拡充となるものといえる。

しかし、国明也方自?創本の財政悪化を前にすると、私学助成が抜本的に引き上げられる見込みは低い。私立中高

一貫教育は、こうした状況の下で、私学が「自主↑白を発揮しつつ、安定した経営を確立していく方策の1っとし

て必拡的に生まれたものと見ることもできる。道内の私立中高一貫校の教育方針を調べてみると、その多くが6年

間の教育内容を5年間で済ますという形で、の進学教育の描隼をうたっている。一定の水準の学費負担に耐えられる

層を対象に、進学実績で生徒確保を図ろうとするものと托握できる。職業特ヰの普通科〈の改編と特進コースの設

置も基調を閉じくしており、近年の私学教育の動向はこうした文脈でとらえられよう。

しかし、私学教育の動向が、生徒街尋市場の論理に完全に従属しているとしたら、「自主也とし、う私学の存立

根拠自体を否定することにもなりかねなし、。経営問題と「自主性jの陸路をどう乗り越えていくかが現今の私学の

共通する課題なのである。これはまた私学府政の課題でもある。
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第3章 A中学校・高等学校の概要と教育コンセプト

本章は、 A中学校・高等学校の概要を簡単に見ると同時に、多少の教育実践にも触れながら、同校の教育コンセ

プトがいかなるものなのかについて明らかにする。通常イメージされる私立中高一貫教育校とはいくらか異なる同

校の教育に対する姿勢が明らかになるだろう。主に校長と教頭 (2名)へのヒアリングに依拠しつつ、その際に入

手した資料も利用してまとめた。ヒアリングに依拠した部分は特に明示していない場合もある。

1 A中学校・高等学校の概要と設立経緯

A中学校・高等学校は相街宣E市に位置する中高一貫教育校(併設型)で、利'1'1にある2つの系列中学・高校と

並ぶ、 A大学の付属校である。同校の生徒数は中学464人、高校1230人、教職員数は中学高校合わせて138人で

ある (2003年5月現在、 2003年学校要覧)。高校は1996年に、 A中学校は2000年にそれぞれ開設された。

1)設立の経緯と行政との関係

A高校の前身となるF高校(商業高校)が、商業高校としての人材養成に限界を感じて、理事長の縁故でA大学

に経営を依頼したことが契機となり、 F高校を改称してA高校が設置された。当時A大学で教務部長をしていた大

判哉員が 1995年5月から、またI市にあるJ高校 (A大学の附属高校で最も古い)で教育改革委員長をしていた

B校長が同年夏にね届昌司植され、 A高校を開設したのは翌1996年である。「共学の一貫校というものを前提に

考えていたJ(B校長)というように、設立当初から中学校を併設して中高一貫を行う予定ではあったが、相毎道

でAの知名度を広めるということから始めるため、まずは高大一貫をうたいつつ、高校からのスター卜となった。

高校設置にあたっては、相街宣内の私立高校の聞で話し合いが行われたるそこで、 F高校を引き継ぎ商業科(流

通経済科)から始めることや定員もF高校の350名を引き継ぐことが決められた.j.--=子化の影響を受け私立聞の調

整、公私問調整により来年 (2004年)度から 315名の定員にしていくことも決められている。また中学校設立に

ついては、北海道で、の私立中学の経営について私学関係者明白宇から危倶があったが、教育産業の関係者にアンケ

ートを取った結果を含め、私立中学校への要望があることをデータを添えて報告し、私学審議会で許可されたとい

う経緯がある。道庁との調整によって中学校の定員が120名からスター卜することも決められた。耕龍員はF高校

から全員引継ぎ、さらに全国採用も実施した。現在ではF高校日新党の耕哉員は年々定年を迎え、新しく採用した教

員がほとんどになっている。

2)生徒の出身地・入試形態・進路(中学)

A中学校は4クラスに分かれている。中学校は自宅通学が原則である。居住地或は石狩管内が442人を占める。

それ以外の生徒22人も同管内近郊から通っている。

中学校の入学獣験は、①全員必修の基礎共通科目(国算酒船と、⑫聾択して受験する「応用猷験」・「表現詐験」・

「個性猷験J、を受けなければならない。「応用試験」は、国語算数についてより応用的な問題を受けるという、い

わゆる寸舶な入誤形態である。「表現誤験」はあらかじめ指定しておし、た図書10冊に関する問題を出し作文形式

で答案を作成する、「個性試験Jは特別な課外括動顛責を持った子に対して面接を行う、というもので、いす汎も

多様な能力を持った生徒を衝尋しようという獣験形態である (2003年中学校入学案内)。特に「表現寺験」はA中

学校独自の入詐句形態で「本好きな子、考える子がほしい」というコンセプトで始められた。受験者の比率は、「応

用試験Jが7割、「表現誤験」・「個性誤験Jがそれぞれ1.5割程度である。「表現試験lや「個性誤験lで入った生

徒の方が、勉強の分野でも入物愛成績が伸びる子が多いという傾向がある。しかし最近は塾等の進路指導により、

「応用試験」では学力面で届かなし、という子が「表現試験Jに逃げて受験するというような現象も出てきてしまっ

ている。

私立の中学校入試というと受験教育の低年齢化という批判を受けることもあるが、 A中学校の入試は、「小学校

の勉強を邪魔しない、むしろこれらの入試を受けることでより考えられる子を育てるJ0校長)とし、うことにも配
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慮して組み立てられているのである。

A中学からA高校への進学は前提となっていて、ほとんど全員がA高校へ進学している。

3)生徒の出身地・入試形態・進路(高校)

A高校は荷主 (2003年)、 1'3年生が10クラス、 2年生が9クラスある。出身地或は石狩管内が806人、それ

以外のね髄内出身が398人、北海1M'ト出身が22人、海外出身が5人となっている (2003年学校要覧)。道外・

海外出身者は、学校のホ}ムページを見て入学することが多く、私たちが実縮したアンケート(後述)に r(A高

校に入学した理由は)樹兵からの転居で、和幌の公立のレベルがよくわからなかったから」とあるように、相街宣

ハ転勤してきた家庭がA高校に生徒を入学させるという例が多いようである。また、高校には寮もあり、学校寮か

ら通っている生徒が171人、下宿から通っている生徒が94人いる (2003年学校要勝。

高校の入学誤験には推薦入試と一般入試があり、 2003年度は173人が推薦入試で、 161人が一般入試で入学し

ている。入学生は局績に聞きがあり、英数などの教科ではグレード別にクラスを分けるなどの工夫をしている。 4

月にクラスの顔合わせとなる宿泊学習も行っており、内部生と外部生で樹育的な対立などが起きないように工夫も

されている。 3年生からはA大学進学コースと他大学進学コースにクラスが分けられる (2005年度からはこのコー

ス分けを胞とし、選択科目によって進学の準備をするという形になる)。

卒業後の進路は、ほとんどの生徒が大学進学を目指している。 2002年度卒業生の進学先は、 A学内進学者 161

名(そのうちA大学155名、 A系列大学6名)、国公立大学42名、私立大学165名となっている (2003年高校入

学案内)。

2 A中学校・高等学校における中高一貫教育の思念、しくみ

1 )中・高・大・院一貫教育

「中学・高校の一貫教育により、大学、大判完での学びで大きな成果を発揮する真の学力形成にカを注いでいま

す'j(2003年中学校入学案内)というように、 A中学校・高等学校では中学・高校・大学・大判完までを一貫で考

える教育を行っている。「大学生がどのような質を持って大学を出て行くかということが大事J(B校長)という理

念を中学・高校から持っており、大学受験のためだけの教育ではなく、大学に入ってから発揮される力、あるいは

大学を卒業してから「世界に通用する力J(2003年高校入学案内)を身につけることを中等教育段階から目標とし

ているのである。その考え方は、中学校で英説、高校でTOFLEを受験させたり、課題研究キ論文発表に力を入れ

るというA中学校・高校の教育実践からも見て取ることができる。

2)中高を通してのカリキュラムの工夫

同校の中高一貫カリキュラムの概要は、次のようになっている。

[中学1年・2年]体験を重拐しながら、ものの見方、考え方、学習上の課麟般の方?去を身につけ、基礎的

な学力を確実に育成

[中学3年]学習の成果を問う指導を行いつつ、高校の先取り学習も開虫台。

[高校1年・2年]将来の進路目標を定めながら、文系・理系を問わず人文・自然・担金科学の知識を偏りな

く学習。高校までの学習範囲を修了。

[高校3年]難関大学突破、そして大学の授業と連携した高度な学習を展開。

このように、公立の学校が中高6年間で行う内容を5年間で終わらせ、最後の1年間は他大学進学者の場合は受

験勉強に、 A大学進学者の場合は大学に入ってからの準備となるような学習に充てている。また、例えば数学は中

学から一貫して代数(計算)と幾何(図形)に分け、通常の単元の流れにとらわれない順序の授業を行っていたり、

理科でも物理・化学・生物の3分野を系統的に教えていたりといったカリキュラムの組み替えもやっており、学年

や中学・高校といった枠を越えて、単なる前倒しではない、祈首しを考えたうえでのカリキュラムを構築して実臨し

ようとしている (2003年中学校入学案内)。

3)国の中高一貫制度との関係
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A中学・高校は、国の中高一貫制度の併設型を採用している。しかし、「国の制度を使うメリットは、文科省の

リストに載ることと、カリキュラムの可変性があるということくらいしかない」と校長はいう。前述したようにA

中学・高校では中高を通したカリキュラムの組み替えを行っているが、上級の学年の授業を行おうとしても道教委

から教科書を事前に配られることはなく、副読本を使って授業を進めなければならないという実情がある。国が行

っている中高一貫校に対するメリットは、もともと自由度の高い私立学校にとっては大した優遇措置であるとはい

えず、「補助金を増やす、学年を早めて教科書を配るなどの低邑策がないと、国が進めている中高一貫の制度は広

まらない」と校長は考えている。

4)中高の連携と教員負担

教員はほとんど中学校・高校両方の教員免許を持っていて、年度によって今まで中学校で教えていた教員が高校

で教えることや、その逆のこともある。中学だけ、高校だけとし、う形で偏らないように、一定期間に多くの教員が

中高両方を担当できるようにするのが人事の方針である。ただし、中高一貫教育はまだ始まったばかりの段階とい

ってもよく、全教員が中高両方を十分に体験するにはいま少し時聞がかかる。連携型の中高一貫教育では設置者の

異なる別組織の中学校と高校が連携を取るという難しさがあるが、 A校は併設型といっても異なる車邸哉が連携して

いるというよりは、最初から1つの学園を構成しているという方が正確である。校長・教頭も、中高一貫教育とい

つでもあえて異なる組織を溜発させる活動を積極句に推進するというよりも、最初から6年聞がー競きであるのが

当然という感覚で運営を進めているということで、あった。

中高の会議は、まず合同で行い、その後中高分カれて会議をやるとし、う形式になっている。教員は荷主、通常の

授業だけでなく、講習、担任、分掌、会議;， PTAなどの渉外、印刷などの実務、クラブ活動など多岐にわたる仕事

を請け負っている。管潤哉もこうした教員制臓について再検討することを課題として認識している。これに中高

2つの会議が加わり、またカリキュラム組み替えの作業と組み替えられたカリキュラムに基づいて実際に授業を行

うための準備で、教員の負担l対目当大きいものがあると思われる。

3 A中学校・高等学校の授業の特徴

前述したようにA中学校・高校の教育は、効率的な進学教育と「先を見通した学習Jの2つで成り立っている。

1)進学教育

中高全体の制度から見て大きな榊且みでいえば、進学教育として単元組み替えによる効率的なカリキュラム、公

立の学校よりも長い勉強時間ということが挙げられる。オ曜日以外は1日7時間授業で、公立中学校と比べ主要5

教科に割く授業時間は1.5倍以上となっている (2003年中学校入学案内)。個々の授業を取り上げて見てみると、

受験対策として、個剛学習、習熟度別クラス編成、などが挙げられる。学力に差のつきやすし漢語数学は2人の教

員で行う個別授業や習熟期Ijクラス編成を取り入れている。崩責不振者に対する補習授業等も行っている。他大学

進学希望生徒のための受験対応の選択授業も豊富に用意されている (2003年高校入学案内)。

2) r先を見通した学習」
他の私立進学佼の教育実践とは大きく違う点が、この大学進制愛・大学卒業後を見据えた学習である。「世界に

通用する 18歳」というスローガンの下に、国際的視野、実用的な英語能力、コンピュータ樹好、話す力、書く力、

職業聾択について考える力、などの育成にカを注いでいる。国際糊見野を広めるために、中学3年生・高校2年生

における海外研(朗稲子を行ったり、「地F求市民J(総合学習)の授業の中で国際的な課題t;:~蛇したりしている。英語

に関しては一般的な対去中心の学習ではなく、ネイティブの教員と日本人教員による会話中心や文法指導の授業を

行っている。中学1年生から本物の英語の発音に触れることにより、生徒のリスニング、能力を育てていることや、

中学段階で英検、高校段階でTOF日の受験を積極的に薦め、将長に向けて自ら学習する習慣をつける工夫をして

いる。また、「外国人と接することに億劫さはないJ(C親見というほどに、大学に入ってからも砂トに出かけて

いく生徒が多いようである。これも海外研(1勧告行や外国人教員と普段から接していることの成果である。

また、それぞれの科目でコンピュータを積極的に活用したり、言討材絵、書く機会を作ったりしているのも鞘敷
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である。中学校および高校に入学すると全員にネットワークのパスワードとメーノレアドレスが与えられ、連絡等も

Eメールを使って送られることも多い。英語ではコンピュータを使った学習法が取り入れられ、地躍で、もコンピュ

ータの地図ソフトを使った学習がされている。課題をフロッピーディスクで提出する授業もあり、大学進学後も使

えるパソコンの梯貯を中学・高校で身に付けることができる。理科社会の課題研究・理科の実験報告・地球市民-

rI¥四SEJ(後述)・弁論大会・宿泊合宿 .t般開怯旅行の事前学習・学校祭など、生徒たちは数多くの議論する機
会、論文を書く機会を与えられている。特に「地3求市民Jの授業は、大学の授業の先取りといった形で、テーマに

沿って調査・プレゼ、ンテーション・言者命などを行う授業である。その発表の場として学習発表会というものがあり、

例えば「テロに対するアメリカの行動について反対か賛成か」などといったデイスカッションをすることもある。

これらによって培われた言舌す力、書く力は大学進情表、大学卒業省炎も役に立つ能力である。これらの成果は弁論部

の全国大会優勝や、慶応・早稲田大学などへのAO誤験合格者の数などで証明されるだろう。

そして、職撲や将来への選択を考える機会をたくさん与えられているのも特徴的である。例え問隼路指導の一貫

として夏休みに、高校1年生でl胡稼業調べ、高校2年生では学宙研究を行っていたり、土曜講座では大学の教授を

招いて大学での研究についての講義を聴いたりすることもある。また、各種学会への参加が公欠として認められる

ことや司法講座、会計士調車、第2外国語などの講座を開講していることなど、学校全体として、生徒の将来を考

える手助けをしていることが伺える。

4 まとめ一一「学力」と「学習能力」の両立一一

以上見てきたように、 A中学・高校の教育は大学の進学戴責だけにとらわれない、その先を見た教育であるとい

える。海タ師(銑純子や地求市民の授業に代表されるように国際的視野・話すカ・書くカなどの育成に重点をおいて

いる教育を行い、そのような教育を見越した上で当初から中学校と高校を併設する予定で北海道の土地に開設され

た学校なのである。また、私学ならではといえる充実した設備、海外の学校との提携、交換留学制度、奨学金制度

などにより、生徒の成長をパックアップしているので、ある。

A中学・高校は、 3つの「学習能力Jの育成、獲得を学校の教育目標としている。①「自己学習力J(さまざま

な事がらに興味や関心を持ち、自ら進んで学んでいこうとする姿勢)、②「自己表現力J(蓄えた知識を生かして自

分の意見や主張、感性などを発揮し、多くの人たちとコミュニケーションできること)、③「自己啓発力J(全地球

的な広U咋見野に立って、さまざまな問題キ課題の解決に向けて自らを高めるカ)、の 3つである(各年高校入学案

内)。同校では、単に知識の量的獲得を目指すのではなく、知識を樹尋する前提としての学ぶ意欲や、獲得した知

識の表現方法、それに知識を生かし、実践していく課題認識肋という、幅広い「学習能力Jの瀦号を目指している

のである。

重要なことは、こうした「学習能力Jを「高い学力jを支える位置に置いている点である。同校では、「ゆとり」

と「学力」を対立するものとはとらえず、その両立を目指している。大学受験を最爵見して生徒を競争させるので

はなく、「自立的に行動し、社会性を身につけ、豊かな人間関係を築くことができ、自ら学ぶ目標を定めていける

人間Jを育てることが同校の目標であり、「深く認識するJrわかったことを使いこなすJr総合し新たな発見をす
る」とし、う学力をしっかりつけることが「本当のゆとり教育」だという (B校長、 2003年中学入学案内)。ゆとり

カ受験かという単純な二者択一を南街もて、意欲や実践力も含めた意味での学ぶカをつけることで知識衝駒句な意味

での学力も高め、それによって受験にも対応していこうという統合的な考え方で、子どもの成長と進路実現を両立

させていこうとしている。これは、大学受験中心の教育に猛進しているとされる私立中高一貫教育の中で、狭い意

味の「学均衡尋だけに偏らない、豊かな教育実践を生む可能性を内包しているといえよう。

次章では、このような教育コンセプトが実際の個別の耕ヰ教育やその他の教育活動において採用され、十分に実

践されているかを検討したい。またその後の章では、こうしたコンセプトが生徒や保護者にし、かに醐卒され、その

実践がいかに評価されているかを検討することとする。
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第4章 A中学校・高等学校の教育実践一一各教科・特別活動の特徴的な実践

本章では、前章で述べたA中学・高校の教育実践の特徴を、さらに耕ヰごとのより具備句な教育実践の検討を通

して確認していきた凡調査で、はすべての耕ヰについて担当教員にインタビューすることがで、きなかった。ここで

は、英語、数学、理科、担金科除問の4つの通常教科と、「法律演習」、「土曜講座j、海タ開催旅行の3つの特

別な授業科目・槻IJ活動について扱う。

1 英語教育

以下は主にD教頭(中学校、英語科)へのヒアリングを材料にまとめた。

1)英語教育のねらいと構成

Aの英語教育のねらいについては、 D教頭が強調されるネイティブ教員による指導の効果が物語っているだろう。

つまり、早いうちから生徒がネイティブ・スビーカーの生きた英語に触れられることで、特に彼らのリスニングカ

そのものが伸ばせること、そしてそれに伴し汐ト国人とのコミュニケーションに対する自信が形成される、この2点

が大きなねらいとされている。「リスニング、の強い子はやっぱり喋れるようになるのも早いし、書けるようになる

のも早いJとD教頭は言う。 A中学・高校の英語教育は、これまでの我が国の英語教育が「読み書きJに偏重して

いたのに対して、リスニング、コミュニケーション〆能力の育成を指導における最優先ポイントとしているのである。

英語科での特色ある実践としては、主に以下のことがあげられる。

中学校における週 6~7 時間という時間割編成

ネイティブ教員と日本人教員との r'IT(ティーム・ティーチング')J
重点的な個別学習指導

これらの3点を基礎とし、中高一貫6年間における独自のカリキュラムを通じて、生徒に「真の英語力J(学校HP)

を育成する取り組みが成されている。ごこでの「真の英語力」の育成とは、「リッスン・メモライズ・スピーク」

中心の教育により、正確な英語を繰り返し聞いて発音しながら女J去を覚えていくという総合的な英語能力の形成を
意味する。またそのような学習に対応して、オ」ストラリア語学冊目E、短期相互交換プログラム、海タ師修旅行な

ど、授業を通じて身につけた英語力を実践できる機会を数多く用意している。

ここで上記の特色3点について述べよう。まず中学校における週6---7時間の授業時間は、公立中学校での英語に

比べて2倍の授業時聞をf荷或していることになる。中1凶圏6時間授業で、そのうち2時間はネイティブ教員が参

加する'ITとなる。同様に中2では週6時間で'ITが4時間と半分以上にネイティブ教買が授業に加わる。そして

中3では同様に週6時間、そして'ITが2時間である。

またその中で精轍的なことがネイティブ教員と日本人教員との'ITの授業である。 D教頭は、'ITで「導入jを

行い、日本人教員のみの授業で「定着Jを行うと言っている。これぷ例えば、ある文法事項を教える際、実際の英

語の対話を生徒に聞かせ喋らせながらその中にある文勘いーノレを発見させるが、その実践を'ITというネイティブ、

教員と日本人教員という 2人体制の中で日本語を介さずに行うのである。'ITで学んだ知識は、その後の日本人教

員による授業の中で練習され、生徒の中に知識・能力としての「定着」がはかられていく。その時間配分としては、

'ITに2時間、「定着」に2時間をかけ、そして残りの2時間でもう 1つの特徴である個別学習を行う。

個別学習では、生徒は個々の学習内容理解度に応じて個.¥3111こ課題に取り組んでいく。しかし個別といっても学年

毎にそれぞれ課題が設定されており、 1年次では諾実力の強化や発音指導を中心にスピーキング能力の育成を徹底

的に行う。 2年次では自由英作文を書かせてネイテイブ教員が添削指導を行い、様々な英語の表現方法を学ぶ。そ

して3年次になり、インターネットを使ったWBT(WebBa鉛 d'fraining)耕校用い、例えばビジネス英語に羽織

するなど、個々の進度に応じた学習を生徒自身で主体的に行っていく。

この個別指導については、限られた数の教員がどのように生徒各個人に対応していくのかが課題として考えられ

るが、 A中学・高校の場合は充実したコンピュータ設備がそれを助けている。教員が日々作成するプリントやWBT
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がすべてコンピュータ内に用意されているため、生徒たちは自分の学習進度・課題に応じてそれらを選択し学習で

きるのである。

2)中高6年間にわたる耕納容の編成

教科内容の編成については、他の私学の中高一貫校でも見られるように、 A中学・高校でも中高の教科内容を高

2までの5年間で全て終えられるよう、独自のカリキュラムの組み替えを行っている。しかし典型的な進学校が残

りの高3の1年を受験対策に徹底して集中させるのとは異なり、 A中学・高校の英語教育においては受験対策に限

らずTOEFL対策なども行っているのが特色で、ある。これは、大学受験を目指す生徒だけではなく推薦でA大学に

進学する生徒、また海外留学を視野に入れている生徒のように、生徒の多様な進路希望に応じた学習機会を用意し

たい学校側の方針の表れである。

このようにカリキュラムの組み替えを行っていることから、学習指導要領の沿った検定教科書とは必名柏句に異な

った学習進度になっていく。その組み替えは、「自然な言語樹専に近いパターン」に沿って作られているため、そ

れによって検定教科書の扱いは副読本にすぎなくなるという。

3)授業計画を立てる上での工夫・課題

このように独自の特色ある教科カリキュラムを作り上げ、それを実践するには、そこに中，i:;剖に携わる教員の工

夫苧ぷ題意識が要求される。この点について、ヒアリングでD教頭が最も強調したことは、教員の潤滑な意思捕邑・

協同体制の形成である。

教員同士の意思忌樋やコンビ、ネーションについては、おそらくどの学校のどんな実践についても求められるもの

である。しかし、 A中学・高校の英語教育においてそれがとりわけ重要なのは先に説明したネイティブ教員と日

本人教員による'ITの授業があるからである。英語科を担当する教員たちはTTを組む教員同士で1週間に1回、

1時間などの相談の時聞を作り、カリキュラム作成から授業内容の細かい部分まで、の相談をじっくりと行ってb、る。

またそれに伴い、ネイティブ教員にはτ官SLという専門的な英語教育課程の修了、また日本人英語教員にはネイテ
イブ、教員との綿密な打ち合わせを可能にするハイレベルな英語力、が求められる。

その他、教員たちの課題としてあげられることは、生徒たちの家庭学習の時聞をどう作らせるか、どう有すが舌用

させるかである。特にA中学・高校では生徒のリスニング、カの形成を重要持見していることは前に述べた。これはつ

まり、生徒がどれだけ多くの時間英語の音に自封もることができるかがその鍵を握ることになるのだが、だからこそ

教員たち同授業という限られた時間以外でいかに生徒たちをエンカレッジしていけるかlこ課題を感じている。

4)生徒や保護者の反応

これらの英語科の実践に対して、生徒の反応は、 D教頭の談では概ね良く、「生徒はもう楽しい楽しいだね」と

のことである。その理由は、コミュニケーションやリスニングの育成を目指し授業が進められるために、生徒たち

は常に実技的な授業参加を行う環境にあるという点にあろう。老捌書に沿って読み書きを習うスタイルと比べれば、

授業の中で実際に英語を聞き話し、コミュニケーションを学べることは、生徒にとって楽しいもので、あろう。

しかし一方で、保護者の反応は生徒と異なっていたようである。独自に組み替えたカリキュラムに沿って授業を

行っていることが、昔の英語教育を受けてきた保護者世代にとっては、しっかりと能力が身につくかどうかという

不安を呼ひ泡こしたようである。しかし、徐々に英検の合格率などで成果が表れてきてからは、保護者もだいぶ安

心されてきているとのことである。

以上のような父母の周志を踏まえてみると、私学の独自の実践というのはその内容の質だけではなく、その実践

の成果が問われる意味で厳しさが栴Eずる。実際に授業を受けてし、る生徒は楽しく学べていることに満足するだろ

うが、保護者はその楽しさに成果が伴うことをシビアに要求するのである。学校としての目指したい教育理念と教

育内容がある一方で、教育実践に対する生徒のニーズと保護者のニーズの両方に応えなければならない難しさ、こ

れが私学の教育を取り巻く実態である。

5)まとめ

A中学・高校の英語科の実践は、従来の「読み・書き」、文法中心の英語教育とは一報を画する。生徒が英語を

コミュニケーションの道具として使えるようになることをねらいとする指導体制やカリキュラムを計画し実践し

唱
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ているのである。また、その教育内容・実践の特色は、 A中学・高校が「世界に通用する 18歳J(2003年度入学

案内)、「学校の国際化J(D教関を目指し、学校としての特色を作り上げていく上でも重要な位置にある。

2 数学教育

ここではA中学・高校の数学教育について、 C教頭(高校、数学科)に対するヒアリング内容を中心にまとめる。

2003年4月に高校の学習指導要領が改訂され、それ以前にすでに改定されていた小中学校と合わせて、数学の

教育課程が大きく変わった。大まかに言うと、今まで小学校で扱われていた内容が中学校入、中学校で扱われてい

た内容が高校へと持ち上がり、その一方で高校における教育内容については科目聞の移行l討Tわれたが削減はほと

んど行われず、結果的には数学Eに大きくしわ寄せがくることになった。この改訂から、文部科学省のねらいとし

ては、義務教育が終る中学3年終了の段階までは、あまりウェイトをかけず全員が横並びになるようにし、高校入

学後は、学校や学科、進路に応じて必要な部分を選択するというように読み取ることが出来る。

1 )中高一貫の授業計画

A中学・高校では、中高6ヵ年の授業計画を開始した時期と、前述の学習指導要領改訂の時期とが重なった。こ

の改訂を受けて、「これの通りやってでは絶対に学力が下がることは自に見えてるし、そうじゃない組み方をしよ

うJということで、「代数・角勃庁」と「図形・幾何」の分野に大きく分け、数値処理と空間図形認識の両方の学力

をヰ正行してつけていき、高校2年で合流させるという編成をとっている。高校2年の途中からは、生徒各自の進路

に合わせて文系理系に分かれる。そして、通常は中高6年かけて終らせる内容をこのように編成し直すことにより

5年間で終らせることができ、最後の1年間の使い方としては、他大学受験生徒は問題演習、 A大学進学生徒同誰

済数学キ物理数学など大学での専攻に即した基礎学力を養成する授業が用意されているにれらの授業は、他大学

進学希望者でも受講できるようになっている)。

現在高校1年生は、ひとつのクラスにA中学からの内部進学と高校から入学してきた生徒が在籍している。進度

等の関係で数学の授業は分けて行っている。

2) A中学・高校における数学教育の特色

江溜熟度}jl版業

A高校では、主に定期試験の結果を基準に習熟闘IJに生徒を分けて授業を行っている。中には劣等感を持つ生徒

が生じることが考えられるが、この問題に関しては、「やっぱり理解度を上げることの方が優先」としている。た

だ、「生徒の学習集団としての層が均一化」すれば、習熟度別授業を展開する必要はなくなるとも考えている。

②コンピュータを活用した授業

数学は、ギリシャH封切首ら「黒板・チョーク」の世界で、あとは頭の中でのイメージによるとされてきた。そこ

で、 A中学・高校では、コンピュータのコンテンツを使い、グラフや図形を見せることで、生徒にイメージづける

という授業改革を行っている。現在は既製のソフトを使っているが、 A中学・高校独自のコンテンツ作りというの

が、現在の数学教育の課題のひとつである。

3)まとめ

A中学・高校の数学教育において、教員の工夫・苦労が見られるのは耕才作成である。「学校規模が大きいほう

ですから、当然これ(カリキュラム)を立案する人と、実際にやる人にずすもがでできます。そこをどれだけお互い

に、 6年間のことを頭に入れながらできるのか、組織としての合意体制をどう作るのかということがやっぱり大き

いですよねJとC氏も述べているように、教員同士の連携が重要となっている。現在は、中高一貫向けの耕寸も出

版されており、 A中学・高校でもそれを利用してカリキュラム編成を行っている。

また、「数学が受樹ヰ目から外れた場合どうするの州という課題が教員に預けられている。数学は、生徒の側

も「受験にあるから勉強する」という意識が強い一方で、教員も最後の切り札として「これは受験に出るぞ」とい

うセリフを口にしてしまう。そのような受験の枠から南街もても生徒が意欲をもって学んでいける授業を展開できて

初めて充実した数学教育を生み出したといえる。そうした数学教育をし、かに創造できるのか、それが現在の課題と
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なっている。

3 萌ヰ教育

本節は、 A中学校・高等学校における理科教育に関して、高校2年の理科担当のG教諭へのヒアリング調査をも

とに検討する。

1 )目標と特徴

A中学校・高等学校は、独自に学習指導要領に相当するものを組み立てており、授業計画は理科に限らず、それ

に基づいている。文部科学省発行の学習指導要領を生かそうとしつつ教員聞の議命を重ねたが、特色ある授業計画

立案に寄与するもので、はないということから、それを組み替えた。

A中学・高校の理科教育は、 r Wなぜ] Wどうして』と感じる心を大切に、実験・観震を中心とした『考える授
業] W意見発表する授業』を通して科判怜思考力を培うことを目標Jとし (2003年中学校入学案内)、 「体験を

通して理科を身近なものに」することを掲げている G∞3年高校入学案内)。このような思念のもとで展開される
教育実践の特徴として、次の3点が挙げられる。

第一に、学習内容の系統性に留意しつつも、備牒験授業に重きを置いている点である。文科宅被定済教科書も

購入するが、それを用いることなく、同校理科耕市陣が作成した独自の新ヰ書を使用している。内容も仮説実験授

業劃見を念頃に置いて構成されており、各単元ごとに生徒自身の仮説を書き込む欄を設け、それを確かめる実験の

手段も生徒自身に考えさせるよう町草されている。この耕糟を通して、 「知識を学ぶ、確かめる、そして発表す

るJ、PLAN-DO-SEEという同校独自の教育現念が反映された授業展開がなされる。実際に、同校の化朝受

業においては総授業時間数の半数、すなわち6単位中3単位分が実験になっており、物理・生物においても実験を

麗昆した授業計画となっている。担当教員による授業内容・進度にばらつきが生じる恐れもあることから、同一教

科担当朝市間での相当な打ち合わせがあるという。実験内容においても、可能な限り生徒の自主性を尊重しつつも、

数回の統一実験を必修として、最低限の足並みI討前えるよう配慮している。

第二に、耕ヰ聞におけるコラボレーションが挙げられる。各教科の専門的桝且みを越えて、生徒の興味・関心を

かき立てる授業展開を企図した取り組みである。たとえば、 「生殖Jに関する授業は本来生物科の教育内容である

が、ここで保健科とのコラボレーションを試み、保健の授業において「生殖」を扱うのである。確かに、保健の教

育内容には男女の性差に関するものなど生殖と関連する箇所もあるが、それに加えて保健担当の耕市が生物科の専

門用語などを勉強したうえで、これを交えて授業を行おうとするものである。

第三に、積極的な校外学習活動の推進である。同校においては学会や研究会などの情報がーカ所に集約され、生

徒がそれを自由に閲覧で、きる倣且みになってし唱。生徒はたとえば日本獣医学会や日本環境学会など、理科に関す

る学会・研究会に参加したい旨を申し出ることによって、平日における通常授業が公欠扱いになるのである。現在

までに認定されているこのような講座は40-----ωにもなるという。
2)生徒の反応，評価と授業内容の工夫

A中学・高校は、生徒に対して「授業評価アンケート」を行っている。この結果、理科に関しては毎年「満足度」

が非常に高いという。 G教諭によれば、生徒の授業に対する満足度吋授業内容の工夫に起因するものであるとのこ

とである。このように生徒の興味・関心を増すことに功を奏した工夫を以下に2点挙げたし、

第一に、先に述べた仮説実験授業の取り組みである。自分で仮説を立て、自分で実験方法を考案することに触発

されて、自主的に学校の貯水池の水質を調査する生徒も出てきたということである。

第二に、 「映画でみる理科」という取り組みである。これは通常授業以外の休業期間における講習の中で実践さ

れている。たとえば、 「アポロ 13Jという映画を見て、宇宙が出てくることから、 「無重力」に関する授業を行う。

あるいは、 「ターミネーター 2Jという映画を見て、液体金属でできた悪いターミネ}ターが液体窒素によってや

られるシーンが出てくることから、液体・液体窒素・液化水素などの物質や卸且現象に関する授業を行う。このよ

うに、ただ単に問題集を解かせることをもって授業とするのではなく、何より生徒の興味・関心を引き立て、その
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面白さを通じて学習動機を芽生えさせるのである。このことによって、生徒は積極的に理科を勉強するようになる

とし、う。

3)教員の力量形成

上述してきた特色ある教育を実践するうえで、教員の力量が非常に重要になってくる。

教員に関わる課題としては、まず多|亡化の問題がある。単なる知識習得学習でなく、生徒に生きた学力と学ぶ意

欲を身につけさせる授業を本格的に展開しようとすすLば、相当の時間と労力が要求される。

それと同時に、教員の力量形成が独自の課題として桐生する。同校の特色ある教育実践では横路肋句側面が多様に

含まれ、そこでは時として人間教育を要求される。したがって、単なる教科カ量ではなく、教員としての総合的な

力量、すなわち教員力量が必要とされるのである。 G教諭によれば、こういった教員力量は教育大学をはじめとす

る教員養成大学では身につけることはできないとしザ。したがって、同校の教育現場において老腕集団の中で互い

にそれを育成しあうメニューを構築する必要があるという。そこまで踏み込むことなくして、同校の教育現念を反

映した特色ある教育実臨は成LA専ないとし、うことである。
4)まとめ

同校の理科教育においては、学習を円齢、る」というよりもむしろ「仕向ける」ことを念願に置いた教育実践上

の工夫.t!掛が数多くなされており、何よりもまず生徒の興味・関心を掻き立てることを重罫見していることがわ

かる。このことが生徒の学習意欲を向上させ、ひいてはそれが学力向上に寄与するものになり得るとの見通しをも

ってカリキュラムが構築されている。それが学力向上に留まることなく、生徒自身の視野を広げる教育効果となっ

て現れるならば、まさに i21断己に通用する」人間形成に結びつく可能性をもった教育実臨となろう。

このような取り組みを成就させるためには教員自身の力量と意欲が必要であることは言うまでもなし、教員力量

養成プログラム作成の取り組みは、本校教育実臨の成否を分ける lつの鍵となろう。

4 社会科教育と「法律演習」

ここでは、 A中学・高校のH教諭p のインタビューをもとに、社会科除問と「法律演習Jの授業についての

特色・実践をまとめる。

1 )公民の特色・実践

A中学・高校の公民の授業は、従来中学2単位・高校2単位だったが、今後 (2004年度より)中学0単位、高

校4単位にする予定である。これは中高一貫校のメリットを活かしたもので、「高校1年生の4単位で深く掘り下

げて具備句にいく方がより充実した政経ができる」ということである。公民も学校全体の思念と同じく「考えさせ、

自分の意見を持つことJ、「自分の意見を表現したり書いたりすること」を爵見し、授業で新聞記事を配り柾説を読

ませたり、新聞で話題になったキーワードを出し生徒にその説明をさせたりといったことをしている。実際に使う

わけではないが、訴験問題を生徒に作らせたりすることもある。また、 A大学進学コースの生徒に対しては、課題

研究というものがあり、 2週に1冊のペースで新書版の本を読ませている。論文も1年間で3万字から4万字近く

書かせていて、最終的には本とは別に自分で研究する分野を作り発表する。発表前には生徒が徹夜で潤首をするほ

どだという。まさに大学並の学習を行っているといえる。また、他大学進学コースの生徒に対してもただ受験のた

めだけに政経の知識を与えるのではなく、新聞を活用したりしてただ勉強をするだけにしないようにしている。「知

識だけを身に付けた生徒を大学は求めていないと思う。自分たちが学ぶ力というものを身に付けさせてあげたい」

とH教諭は考えている。

2) rM E S E J (Management Econ肘nicSimulation Exercise) 

また、「地球市民」の授業のひとつである iMESEJ(ミース)も、佐餅と同様に、話し合い決定する力、多

面的に物事を見る力をつけるために行われている。 iMESEJとはコンピュータを活用して企業経営を実体験す

るシミュレーション・プログラムで、グループに分かれ、話し合い、商品の価格・生産量・広告宣伝費・設備投資

費・研究開発費などを決定いくというものである。例えば、架空心ぺンを売り出すというテーマを与えられたとす
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る。それについてどれくらいの生産量にするのか、値段はどれくらいに設定するのか、開発費はどうするのかとし、

うことを組み立てて売っていく。相手チームの出方を見たり、 2国で売る場合はどのような比重で売るかを考えた

り、などチーム内で話し合いながら決定していく。チームを組むのは必須で、、チ}ムを組めなかった子はネット上

で他の学校の子とチームを組まなければならないことになっている。日本全国で400くらいのチームと何回戦もゲ

ームし、 A高校も一度優勝してし、る。英語での世界大会もある。この rMESEJの狙いは、企業家精神の育成と

いうだけでなく、意思決定能力や外v-プ内の異なる意見に耳を傾け、議命していく力を身につけるというところ
にある。「地球市民」の授業の中で必修となっており、一年間のうちに何回カイ子っている。中学校でもやさししν〈

ージョンの rMESEJを授業で11'っている。

3) r法律潰習』の概要
「能倖演習J(司法講座)とはA大学進学者を対象にした選択教科で、高校2年生・3年生がそれぞれ週3時間

受けている授業である。具榊句な法律論を勉強するものではなく、国際酎台学・地方自治・公共政策・選挙制度な

ども含めたトータルな法の概念を2年間で勉強していくものである。定員は20名程度で、ゼミ形式で授業は進め

られる。

定期猷験は大学と同様に80分の試験で大間2聞を説かせる形式を取っている。例えば大間lで民法のいろいろ

な問題があるとすすもば、問1から問5まであっていろんな見方、角械をする、自分相肢をするというような問題

を出している。「隣の桜の木の下で遊んで、いたら虫が出てきてアレルギーになった。隣のおばさんはどう訴えたら

いい州というような答えがあってないような問題を、日教諭が制作して出題している。六法全書は持ち込み可だ

が、 80分の聞で3000文特車支の文章を考えながら書くことはほとんどできなし、しかし、これを2年間続けるこ

とで3年生になるとできるようになってくる。大学に向けて80分の誤験に慣れてくるのである。

論文も大学並みのレベルを要求されている。高校の卒業レポートは1万字(しかしだいたいの生徒が8万字くら

い書いてくる)で、進級レポートは7∞0字から 1万字のものを提出しなければならなし、題名はあらかじめ先生
に申告して書き進めていく。

また、授業では模擬裁判も行っている。和協弁護士会が作った、ンナリオを見ながら裁判を進めるという形での模

擬裁判を行う学樹立b、くつかあるが、事件の概要だけ渡して、検察側と弁護側に分かれ論告求刑から最終弁論まで

を1ヶ月使って自分たちで作り上げるという作業まで行っているのは、高校では珍しし、

このように、「法律演習Jはまさに大学進学喰を見据えた授業であると言える。単なる法学の先取りというだけ

でなく、大学の授業時間・テスト形式・レポートじ慣れさせる工夫をし、ゼミで議論する力、自分たちで話し合っ

て物事を深めていくカを育てている。実際に、 A高校の「法律演習」を取っていた生徒はA大学でも非常に高い評

価を受けているという。

4) r法働買習」を受ける生徒たちの進路

「法衛寅習」は本来、 A大学の法学部に進む優秀な生徒を育てるための授業で、 3年生はA大学進学コースの生

徒しか受けられない。しかし、今年包003年度)の2年生は他大学進学コースの2年生も増えてきて、授業を取

っている6割の生徒が他大コースである。また、最近はA大学進学コースを取っていても、辞退して早稲岡・慶曜

大学等を受ける生徒が出てきている。彼らにとって、課題の多い「法律演習」を取っていることは受験にとって不

利なことではなし、 rr法律演習Jを受けている子は自信満々でAO入試を受けてし、く」とH教諭が言うように、生

徒たちは鹿臆・早稲田・中央大学といわゆる難しいと言われる法学部に受かっている。「法律演習」を受ける子は

論文で、も賞を取っていたり、弁論部で全国優勝をしたりしていて、この授業は受験勉強の邪魔になるどころか、書

くカやプレゼンテーショシ強力の上達により、推薦入試や'AO入試で大きな制告となっている。進学謝賓として数

字となって表れている「法律演習」の成果は、 A高校の大きなアピールともなる点であろう。

また、以前は「法律演習」を受ける生徒のうち4割くらいが司法試験を目指していたのだが、最近では7割くら

いの生徒が司法誤験を目指す生徒になってきているという。司法献験に興味があるけど経営に行こうか迷っている

生徒、ロースクーノレを目指している生徒など、自分の進路をしっかり固めて「法律演習Jを受けている生徒が増え

てきている。
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5)まとめ

B校長が「本校の3年間で培われた学力は、難関国公立大学や有名私立大学を突破するだけでなく、大学進制変

の高度な専門教育や国際教育の中で限りない力を発揮します」と入学案内で書いているように、この相会や「法律

演習」では受験勉強だけではなく大学進物愛を見据えた教育がなされていた。 H教諭は「中学高校を通じて新聞の

『行聞を読める』ようになってほしいと，思っているJと考え、公民や「法律演習」で新聞を使った授業を行ってい

る。また、「法律演習Jでは「単なる『法律』という側面からだけでなく、『司法』という幅広い桝Eみで授業を行

いたい」という展望をもって、知識だけではなく幅広し、視野から物事を見られるカを育てようとしているのだとい

うことがインタビューの中からひしひしと伝わってきた。このようなカは法学部に進む生徒だけではなく、あらゆ

る分野に進む生徒にとって、大学やそれ以降の大きな力になることだろう。また佐針ヰの課題研究や「法律演習J

に代表される「書く、考える、プレゼンテーションする能力J も進制~の大きな力になることは間違し、な川高校

生たちが課されている課題の多さは大学生のそれに匹敵する量である。これを高校時代にこなしてきた生徒が大学

に入つできたら、より高いレベルに羽鴎tずることが可能である。さらにこれらの授業で興味を持った内容を大学に

入ってからも研究している生徒もいるとしづ。まさに大学につながる教育がされていると言える。

そこであえてさらなる課題を挙げるとすれば、保護者の瑚平についてだろう。やはりA高校の他の実践と同じく、

受験勉強には一見直張関係がなさそうに見えるこれらの授業の成果を保護者が瑚平し切れていなし、ょうである。前

述したようなAO入試、推薦入試での戴責や、今後大学を卒業したAの生徒たちの進路などによってこれらの授業

の成果は裏づけされるであろう。それらを基に保護者の醐特得、耕市と保護者がイ本となって大学進学後を見据

えた教育を進めていくことが、今後A高校全体の課題となってくる。

5 r土曜講座」

ここではA高校における土曜日の活用の仕方、糊こ高校生を対象に行われている「土曜講凪について、 C教頭

に対するヒアリング内容を中心にまとめる。この「土曜講凪は、耕ヰ教育の枠外の情報提供を通じて、生徒の進

路意識の向上をねらいとしている。

1) r土曜講座」の概要
A高校で現在行われている「土曜講座jは、主に学校外部からE融市を招き、各専門分野の内容を出来るだけ高校

生にも醜平できるような形で伝えるとし、うものである。 2003年度の「土曜講座lは、春と秋の2期実施された。 1

期の講座は、 A講座とB講座の2種類に分けられ、生徒はA調査を選択すると 4週連続、 B講座を選択すると4週

のうち2週参加することになる。これらのほかにも、大学等で行われる寸史向けの講演会などで、学校が認定した

ものは、自主啓発講座として「土曜調主lの単位に認められる。

なお、 A高校では、土曜日にこの「土曜調主j倒也にも授業キ棋試などを実施している。高校生 1・2年生の場

合は「土曜講座lの他に年間6回程度の模試、高3他大学進学クラスの場合は10回程度の模試高3A大学進学

クラスの場合は年間6回程度のTOEFLの誤験等が実施される (2003年度)。また「土曜講座Jがない中学生の場

合、年間約25回の土曜日の半数を総合学習の「地獄市民Jに当てられている。

2) r土曜講座」の運営
UA.粧の選択

生徒はまず、 A講座かB講座のいずれかを選択し、 B講座の場合は自分の興味関心に沿ったテーマを選択する。

B講座の場合、生徒はテーマだけを選び、どの講座を受講するかは学校側が指定するという形になる。昨年度は講

座単位での選択となっていたが、この方法で、は講座によってばらつきが出るのと、日当紙日らない情報が入ってき

てそこから目を開くという場合もあるから、生徒に選ばせるのはテーマのところまでの範囲にしようと。その結果

受ける情報は、今まで全く興味がなくても、新しい情報が入ってきて、そこから興味が生まれる場合もあるので、

細かなところまで生徒の今の興味関心に沿う必要はないだろう」としづ考えから、今年度はテーマの選択という方

法をとった。

-36-



私立中高一貫教育の現在

②生徒の即芯

「土曜講座lでは崩爵利回出子ってし、ないが、レポート提出による出欠管理財子っている。具体的に言うと、生

徒に、レポート用紙・顔写真とバーコードのシールを渡し、そのシールをレポートに貼って提出、バーコードで出

欠管理をしている。レポートの内容は講義内容のまとめや感想で、講義の中で生徒にそれ以上の課題が与えられる

ということは現段階では行われていなし、出欠管理については「本来的には…一生徒の自発性が育っていけば、縛

りをかける必要のないことJとしているが、現状ではそこまではいっていなし、。学校側としても、出なければいけ

ないという義務感で出席している生徒が圧倒的に多いだろうというとらえ方をしていた。しかし、 B講座が4週の

うち2週出席すすしばし、いのに対し、 4週連続で出席しなければならないA講座を希望した生徒が学闘員.IJの予想より

も多かったことから、情報提供の仕方によっては、 A講座の分野(内容は表5を参照)に興味を示す生徒も相生す

ることがわかった。また、生徒はテーマし前聾択できないという点で、自分の興味のなかった分野に振り分けられ

る生徒も出てくるが、「今まで自分が知らなかった世界が広がったJrこれを機会にこういうことに興味を持った」
という感想が生徒からあがっている。教科教育の材現の情報提供を通じて、生徒の進路意識の向上させるという学

樹則のねらいと、生徒の即Eとはそれほどずすもてし、ないようである。

信濃題

学校外部から講師を招くことが多い「土曜講座jでは、教員の実務面での負担が課題として挙げられる。企画、

静穏市の依頼、生徒の募集、生徒に対するケア、全てが教員の仕事となり、膨大な実務量となる。生徒へのケアの面

でいえば、そこまで、は手がまわっていないのが実情である。

3) r土曜講座」の「これまで」と「これから」
I市にあるA大学の附属高校では、以前から「土曜活用」として土曜日を耕抄トの活動こ利用してきた。それを

A高校でも取り入れたのが、「土曜講座lの原形となっている。当時は、「教科教育の枠からはなれでもう一度高校

生に伝えたいことをどういうふうな形で耕枇できるかJというコンセプトで進められ、教員各自が、土曜日を8

週使い、自らプログラムを組んで行っていた。しかし、教員の負担が1故大になるということで、 2年でこの取り組

みをやめ、その後2年間は、進者誇習や講演会などを組み対応してきた。そして、昨年度から現在の形の「土曜講

座lを展開している。この間一貫しているのは、耕ヰ教育の枠外の情報提供を通じて、生徒の進路前哉の向上を図

るというねらいである。

しかし、来年度からは、ねらい・手法の面で新たな「土曜脊座lが展開されることになっている。例えば、医学

部や歯学部を目指す生徒に対して、従来は3年間しっかり勉強することのみが指導されてきたが、それだけではな

く、医療が現在抱えている現代的な問題を認識させるため、医師会や病院とタイアップして「医歯車講座lという

ものを開講する予定である。

4)まとめ

公立学校では2002年度から学樹園5日制が完全実施されたλ文苦降}学省は都道府県教育委員会に対して、私立

学校が完全学校週5日制に積極的に取り組むことを求める通知を出しているが、公立で減少した授業時間数を、私

立ではある程度紺寺できるというのが強みとなっている。表2を見てわかるとおり、 Aでも月 2回土曜日を併守交と

し、それ必汐トの土曜日を「土曜E観主jなどの行事のほか、通常授業にも利用してし、る。

2004年度から「医歯熱帯主lなどの新たな取り組みが始まる。今まで、は、「進路意識の向上」がねらいだった「土

曜講座jが、自らの進路に完全に即したものになってしまうような印象を受けた。しかし、現在と今後の「土曜茸

座Jに共通して評価できるのは、学校外の大人との関わりを持てるとし、う点である。「とにかく外からのいろんな

情報を入れていく必要は絶対あるなと思っているんですよ。僕らがやっていればやっぱり、受験のためにはどう受

かるかというふうになるけど、じゃあ全F柏句なつながりとしてこれy討可なんだろうということを外の目で話をして

もらうというのはすごく大切なことなんだろうなと思ってるんですよ。生徒たちも、僕らが言うのと同じ様なこと

を別な観点から言われれば、入り方って違いますから」とC親鳥述べているように、学校教育の一環とはいえ、

学校外から情報を得る機会を提供するというのは、評価すべき点であると思う。

η
i
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表5 2∞3年度「却蓄荷主』のA講座内容一覧
A1 物理と数学の接点 8307国際

..............._..・H・...・"・ "一…ー『町 一一"…ー…一一一一一一回一一一
A2 情報技術 8307-1 外国人に教える固有吉

A3 科学から見た生物としての人聞のバリエーション Merhめa(こんにちは)!トルコ

8307-2 ーイルハンの国を見て隣国イラクものぞいてみよ
M Sci聞 cein EngIish 

つ-

8101地球・環境 8307-3 国連職員への道
…...一一……ー園田.-.一一一一-_.~..，，-・........・H・-一一一_._..------開M明『一 ー・・.・.
8101-1 やさしいエネルギーの話 B釦8人

山由一.........，，"-~" ."............_........_..... 園田園----~- -同 M・ 咽咽 咽申咽聞咽田岡田町田町田_........咽田町"
8101-2 光・色と科学 B釦8-1 間違いだらけの意思決定

8102芸術・表現 83ω:-2 複査の結果lまEしいのか~論理学入門

一一同一出会;明示? mm  8102-1 メリカ史 8308-3 キリスト教とイスラム教

81ω 命・健康 B犯8-4 人と動物の関係学一人の心理を現時一
._...・H・_._-一一ーーー-.・・……...........・-・・田町田町田 一一一….............・..............・...・H・.._.四一
8103-1 健康明知~J:住まいづくり B初9生物

• -・目'町"--，，・ 咽"ー- •••• .. ・M・...・H・-・白山両.即時一......・.........・--------. 咽四回目問

8103-2 ダイオキシンと環骨r-ルモン 830~1 遺伝子組替え穀物つてなに?

8103-3 看護(看護学、資格取得、キャリアアップ〉 83mト2 牧窃とバイオガスプラント

8103-4 「食べて・治す・防ぐ」そして、ー紺こ未来へつなごう! 830~3 バイオって、なんだろう?

8204世の中の仕組み 8410社会
ー一一一山崎"…一一一一一 日一…・『ー…・一一回----- 圃 ー…一 M山町田町山一 ー……ー…・....・M・.......一一-一一ーーーー…叩'
82ω-1 市場絶済システム 北海道と本州の文化習慣の違い

8410-1 
82ωー霊 身近な商法の話~もしも旅館て物が盗まれたら ~北海道で仕事をするということ~

産業クラスターを中心とする1防衛差lこおける 8410ー2 魚のアラと牛のフン~食料生産のリサイクル
8204-3 

産業官主化の取り組み状況 8410ー3 観光を知る・学ぶ

82回文化 8410-4 現代人の心と宗教
一一一……一一一一……・… --山由咽・........................ーー

熱帯アフリカ文化は 8410-5 報道の現場から
8205-1 

私たちの脳をj酎主{じさせる“妙薬"である!? 8411 自然界の原理
ーー・....._.. ・"".・.，，_.….....・・ ー一一一一ー ー・"“……---…..._..一一

8205-2 新しい土地の発見と地図 8411-1 紙のお話

8206 ~苦 8411-2 銅のお話

ー一一一除去の長雨均~1-c!::!lHJ ー
山剛山田

8206-1 身近に

6 海外研修旅行

ここでは、 A高校第2学年時の砂剛鰍行lこついて、同高校第2学年主任のG教諭(高校、理科)に対するヒ

アリング内容を中心にまとめる。なお、 A高校では、第1学年の希望生徒を対象に、約2週間にわたるj毎外語学研

依旅行を実施している。また、 A中学校でも、第3学年の全生徒を対象に、約2週間にわたる海外語学研修練行を

実施している。ここで取り上げる高校2学年時の海外研i朗祈Tは、これらの明朗祈Tのなかで最も規摸の大きいも

のである。

1)海外研修旅行の概要

A高校では、 2年生全員を対象に、約1週間にわたる海外明朗筒子を実施している。学校同般十研修旅行につい

て、「単なる観淵桁ではなく、戦争・環境・歴史・樹止といった今日的なテーマについてそれぞれの現場で角批L、

学ぶことができる『研怯旅行』であり、また英語はもちろん、第2外国語を学んでいる生徒にとっては貴重な語学

研修の樹桧ともなるものJ(2003年高校入学案内)としている。
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2002年度の行き先は、中国、リトアニア、ベトナム、オ」ストラリア、ドイツ、マレーシア、モルジブ、イギ

リスの9カ国で、あった。しかしG教諭によれば「行く国は関係ないと言ってもいいJとのことである。その理由は、

それぞれの国には「明確なテーマ」があるからである。 2002年度は各コースのテーマとして、ドイツは「酸性雨

とゴミの問題」、イギリスは「ナショナルトラストJ、ベトナムは「ストリート・チノレドレンを救済する等の国際ボ

ランティア」、モルジブ、は「勝利副量化」などが挙げられた。生徒たちはそれらの中から、自分の学習したいテー

マにエントリーしていくという形がとられている。

また、研修旅行の実施は9月末だが、高校1年生の終わった8月から研修旅行実施までの約半年聞に「著靖古学習J

を行っているo 最初の年には年6回くらいで、例えば午後カット・午前カットして行ったり、あるいは終日かけて

行ったりしたようである。それ以後は校品後等の時間を使って行っていたが、 2年前からはこの事前学習を家庭科

1単位として認定し、授業の中でも6時間程度を組み込んでいるとのことであった。

研修旅行実施後は、コースによっては「総括文章Jというのを発表したり、「白書」、意識調査などといったもの

を発表したりする。

2)海外研修旅行実施の経緯とその目指すもの

1996年の学校設立時には、公立の進学校に優秀な生徒が集まるという北海道の構造に「いかに私学が風穴を開

けるかJが重要なコンセブ9トで、あったが、そのためには進学実績だけではなく、その上に「プラスアルファ」をも

った人聞を育てることが求められた。その「プラスアノレファ」とは、 G教諭は「本物に裏打ちされた国際感覚jで

あるという。「本物の国際感覚」の育成を目指すものとして積極的に位置づけられているのが、この海外研修旅行

である。

では、「本物の国際感覚Jとは一体何だろうれ G鵜命は、学習というものを次のように捉えていると述べた。

まず1つ目に教科書などで自分で学習し、いろいろな知識を身につける。しかしこれだけではだめで、 2つ自にこ

の習得した知識が本当なのかどうカ:確かめてこなければならな川教科書に書いてあることが嘘かもしれないし、

日本で言われていることが本当ではないかもしれない。だからこれを自分で磁iかめてこなければならない。そして

3つ目に、学んだものや確かめたものを矧言し、「担金化・還元化」していくことが必要である。これらを行ってい

くことが「本物」の学習であるという。これをダイナミックに国際舞台でやってゆくのが働問障制子であり、事

前学習によって得た知識を実際の研修旅行で本物かどうかを確かめてくるということしなければ、生徒たちのダイ

ナミックな自己変革はなしえないとG教諭は強調した。環境問題や平和・戦争問題や政治・経済問題などについて、

実際の国際舞台で「本物」の学習をしてし、くことにより、世界や祖会の現実・真実が何であるのか、あるいは何が

課題であるのかといったことについて考えてゆく。そういった思考が「本物の国際感覚」であるといえよう。

3)コースの事例

では、各コースは一体どのようなものだろうか。 G教諭Jから具体的に話を聞くことのできたベトナム、モルジブ、

リトアニア、オ」ストラリアの事例についてまとめる。

①ぺトナム

ベトナムは 1996年から 2002年まで毎年コースとして採用されている。このコースを選ぶ生徒たちは、半年間

に及ぶ事前学習の中で、ベトナムの経済政策である「ドイモイ」を含め、ベトナムの政治・経済ついての現状を学

習していく。実際にどのような活動をしていくのかといえば、それは貧しい子どもたちの較済である。このコース

に属する生徒は60人程度であるが、そこから6班くらいに分かれる。過去には例えば、「タイ企業組「募金ピ斑Jr労
働班jなどといったものが編成されてきた。「タイ企業研且では、雪印、ソニー、ロイズコンフェクトといった企

業に、ベトナムの窮地・現状を訴え、物品の提供を願う。そうして得た物品を学校祭などで販売し現金に換えて現

地八持って行くといった活動を行ってきた。医療メ}カーから 100万円相当に上る額の医薬品の提供を受けて現地

ハ持っていったり、コンテナの海運会社から大きなトレーラーを借りてきて、 8トンもの医薬品・自転車・車精子・

文具等を運んだこともある。

②モルジブ

モルジブ、コースは、地獄rIDI畳化問題がテーマで、ある。モルジブrj才観支が非常に低い国で、このまま温H畳化が進み
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海面が上昇すると、世界で最初に沈む国だと言われている。事前学習で生徒たちは、地駒田5批のメカニズムなど
自然科学的な学習を行う。そして実際の研修旅行では、モルジブの民衆が地駒田劃凶こついてどのように考えてい

るかについて、首都マレーで街頭意識周査を行った。モルジブ行く前、生徒たちは、国民は地駒田劃凶こついて非

常に，国己しているだろうという予想・仮説を立てたのだが、実際に爵哉調査を行うと、ほとんどの国民出也和田差

イ甘すら知らない危鵡鰭識のないものだった。このことに生徒たちはおおきなショックを受けたようで、これを通じ

て教育がいかに重要かを学んだという。

また、研修旅行中にはそルジブ、共和国大統領・環境大臣との直強意見交換会も実施された。意見交換会の中では、

海岸がどんどA程食されていっているという大統領の訴えがあったため、翌年から生徒たちは環境保全のための植

林事業を展開している。

@リトアニア

リトアニアでは、東欧諸国のひとつとしての激動の中での国づくりを実際に見てくること、また日本のシンドラ

ーとして有名な杉原千畝の軌跡をたどってくるとし、うのがテーマであった。リトアニアでは、研修旅行に行く生徒

たちとほ同司年代の子どもたちが内戦を経験している。そういった同年代の子どもたちのところへ生徒たちはホー

ムステイをし、ダイレクトに国づくりを学んで、ゆく。リトアニア共和国の首相宅にホームステイをした生徒もいた。

④オ~ーストラリア

オ」ストラリアはG教諭が今年(2003年)新しく考えたコースで、ヒアリング実施時(7月)はまだ事前学習の段階

である。グレートバリアリーフ〈海洋学者とともに実際に潜り、海を通して環境学習を行うというのがテーマだそ

う尤生徒たちは実際に海に潜るため、実施の前に全員がパリのオ」プンクオーターの資格をとる。そして、グレ

ートバリアリーフの珂開鑑賞を通して、地球環境を学習してゆく。班は5班に分かれ、それぞれダイピングに関わ

る安全性の問題、歴史が人類に与えた影響の問題、海が地球環境にどういう影響を与えているか、地学・地質系か

ら見るグレートバリアリーフ、生物・生態系から見るグレートバリアリーフについて理論平を深めていっている。

4)教員の業務

以上のように生徒の海外研修旅行における活動を見てきたが、これら事前活動の過程で生まれてきたアイデアは、

もちろんすべて生徒が組み立ててし、くというわけではなし、 G教諭によると、生徒が組み立て新子して行くとし、ぅ

形をとるが、生徒がやるのはあくまで6"'7害IJで、教員が生徒のお膳立てをし、ヒントを与えながら生徒と組み立

てていくのが実際のところだという。教員が幅広い知識、コネク、ンョン、インターネット等を駆使して、コースご

とにテーマを設定し、内容を組み立てて行く。そして徹底的な教員内の議論を行って、コースの組み立てができた

上で、生徒の学習スタイルを見通しながら上手に誘導していくのである。

安全管理の面では、教員は生徒を消灯時間・外出時間・団F材守動など細かく規定して「管理lしていくのではな

く、事前学習の過程で組み立ててし、った活動を生徒たちがいかにスムーズに新子できるかに重点を置いているとし、

う。現地の家庭にホームステイすることがあったり、惜安守衛生が非常に悪い地域だったりということがあり、教

員は事前に下見を行い、地元の警察、病院、政府機関などを必ず訪問をしている。例えばベトナムの場合にはマラ

リア感染の，乙酒日があるが、予防注射やワクチンはどうするのか、外務省・厚生省の勧告や責任問題などはどうなの

か、地元の医療機関でたいじようぶなのか、などの問題すべてをクリアした上でコースは認められる。保護者に対

しては、各コースごとに説明会を聞き、安全管理の説明、行程の説明などを行っている。

コースの組み立てにしても、安全面の確保にしても、それらの業務調失なものであろう。通常の授業キ救謝灸

講習など、を行った上での業務であるので、教員の多忙さには相当大きなものがあると思われる。

5)まとめ

この海外研(師約子にA高校が非常に大きなカを入れているという強い印象を受けた。実際に行う活動は非常にス

ケールが大きし冶コースの例をみてわかるように、他校の修学旅行・研働者f子にはほとんど見られないと思われる

活動が数多く組み込まれている。そしてそこでは、生徒の「本物の国際感覚Jの育成が目指されている。環境問題

や平和・戦争問題や政治・経済問題などについて、実際の国際舞台で「本物」の学習をしていくことは、生徒たち

にとって世界や祉会の現実・真実が何であるのか、あるいは{可が課題で、あるのかといったことについて考えてゆく
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非常に良U暢桧となっているのではないだろうか。

実際lこA高校3年生に対するアンケート結果(後述)を見ても、自分の進路を何を通して考えたかという質問に

対して、地球市民や研修旅行など、の活動とする回答が多かったり、「研修旅行で得たものが大きい」、「刷盗旅行が

人生の中で大きな意味を持っと思う」、「備来は)研(朗稲子で行ったベトナムなどに、海外ボランティアなどをし

たい」などという意見もあり、一定の評価を受けているようである。

「生徒たちを学校の考えたメニューの中に連れて行き、さあお寺を見ましょう、桝土を見ましょう、体験学習を

しましょう、はい一週間終わりましたというものではない」とG続命が言うように、単なる観光附子といった意味

合いの強し可也伎の「修学旅行」とは大いに異なる内容をもっていた。公立の進学校に優秀な生徒が集まるという北

海道の構造に風穴を開けるべく、 A高校は進学実績だけではなく「プラスアルフアJを持った生徒を育てたいとす

る基本コンセプトを立てた。その「プラスアルフア」を担うものとして、この海外研(働者行は非常に重要な意義を

持っていると言えよう。

第5章アンケートによる生徒・保護者の意識分析

本章では、2003年 10月31日に回収されたA中学校・高等学校の教育活動に関するアンケート調査の結果から、

生徒と保護者がA中学・高校に対してどのような意識や期待を持ち、いかなる評価を行っているかを分析していく。

アンケートの対象になったのは高1の2クラスの生徒とその保護者、高3のA大学進学クラスと他大学進学クラス

の生徒とそれぞれの保護者である。なお、アンケートの集計結果はグラフの形にして後掲しであるので参照された

し、。

1 生徒アンケート高1

回答者は86名、男子44名、女子41名(無回答1)である。出身中学校の内訳は、 A中学29名、公立中学校出

身者同名、その他2名である。公立中出身者Iま和幌圏(柏幌を中心とする通学園)が34名、その他の道内地域か

らが16名である。

1) Aへの入学について

<質問②>r受験は誰が主にすすめて決めましたか」では、自分だけで決めたのが 37名、親・兄弟・先生から
のすすめで決めたのが49名で、半数以上が親・兄弟・先生からのすすめによる。

<質陪丈島>rどうしてA中学校・高校に入学しようと思ったのですか」では、最も多かった回答が「学校の設備
が充実しているから」で49名だった。次に「ユニークな授業が受けられる」が30名、「海外研怯旅行など国際化

教育が盛んJが26名と、 A独自の教育車念・教育内容に期待した者も多く、また「自分の学力を伸ばせる学校だ

と思った」が 26名と、高い学力を身につけられると期待した者も多かった。一方「公立の中学・高校に1'J:fl'きた

くなかった」が19名おり、「その他jで「公立に落ちたから」とする者も2名いた。

2)現在の評価について

<質問④>rA中学校・高校に通ってみて、今は学校に対してどう思っていますか。」では、「学校内の設備が充
実している」に最も多し、49名の回答があった。また一方、「大学や職業について学獄絵がある」に30名、「部活

動・行事・2紗付舌動が盛んである」に29名、「地球市民や土曜授業などの特色ある授業にやりがいがある」に21名、

「授業で国際感覚や情報技術が身についている実感がある」に 17名であり、 A中学・高槻虫自の取り組みに対し

て生徒たちの評価は軒並み高い。しかし「もっと授業や補習を増やして欲しい」に 12名、また「受験対策が足り

ないJに8名と、基礎学力を伸ばす上で、不満を持つ生徒もいる。

次に、 A中学出身者のみが回答した<質問⑤>rAの中高一貫教育についてどう思いますか」で、最も回答数が
多かったのは「同じ友達と 6年間学校生活をおくれるのが良い」で14名、次に「受験がないからあまり勉強しな

くなる」の 13名が続いた。友人と長く一緒に学校生活をおくれることへの満足と、高校受験しないことに対する
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学力面での不安の両方が見られる。一方、「高校受験がないから、受験に集中した勉強をしなくてよい」に 9名が

回答し、高校受験に急かされなし深Ij点を青刊面する生徒もいる。

3)卒業後の進路について

く質情協>r:将来就きたい職業は何です加では、「専開龍J29名、「国際的な精機J11名、「郵貯・エンターテ
イメント関係J10名、「研矧龍・技調調龍J7名、というような結果であった。「まだわからなしリにも 17名の回答

があった。

<質問⑦，>r:学校色盲の中で自分の進路を、どのように、または何を通して考えましたか(考えていますか)J

で、最も回答が多かったのは「自分の学力レベル、偏差働で 36名である。とれを見ても、偏差値や学力が生徒

の進路選択に与える影響は大きし、しかし、他の回答からは、 A独自の耕ヰ教育や「地獄市民J、「土曜者座!など

の糊l授業、そして朝彦旅行などを通じて、生徒たちは進路に対して関心を膨らませることができていることがう

かがわれる。

<質問⑤>r学校の進路指導について求めているものは何ですか」では、「大学の学部・淵哉・専門学校全般の
情報」に49名、「好奇心を揺さぶるような授業特害問活動」に43名と大多数を占めた。 9名が「学校の指導には

あまり期待していなし、」としている。

<質問⑤>r大学はどこに行きたいですか」では、 rA大学」が15名、「その他の日本の大学」が65名、「海外

の大学Jに4名、そして「大学には行かない」と答えた人が 1名だった(無回答1名)。希望すオUま推薦でA大学

に進学できるが、推薦入学を希望せず他大受験を考えている生徒が圧倒的多数である。

A大学進学希望者のみが回答した<質師iID>rなぜA大学に行きたいのですか」では、 fA大学でこそ学びたい
ことがあるからJが6名と伸び悩み、「高く評価されている大学だから」に同じく 6名、「高校で受験勉強をする必

要がないから」に4名、「相筋萱を出てみたし、から」に3名となった。<質問ID>r推薦でそのままA大学に進学
できることについてどう思うか」では、「受験勉強をして入学してくる人との学力差がIt;酒白に10名と、推薦入学

希望者の3分の2が自らの学力のレベルに対し不安を感じていることがうかがえる。「高校の時点で、大学進学後

を見据えた勉強ができる」が5名と推薦入学を積極的に捉える生徒もいる。

他の日本の大学進学を希望する生徒への質問であるく質問⑫>rなぜその大学に行きたいのですか」では、「そ
の大学でこそ学びたいことがあるから」に圧倒的多数の 46名が印をつけ、 A大学進学希望者とは異なった傾向が

見られる。

海外の大学進学希望者への質問である<質問⑬>rなぜ紛キの大学に行きたいのですか」では、 fA中学・高校
の英語の授業や研修旅行など、を通じて関心が高まったからJと f海外で自分を磨き、将来国際的な分野で仕事をし

たいから」の2つにそれそ、れ3名から回答があった。

4)学校外での学習について

<質問$)>r:学校外で何か勉強していますか」では、「何もしていなしリと回答した生徒が55人と圧倒的大多数

で、あった。

学校外で何か勉強をしている生徒を対象とした<質問j])>rそれはなぜですか」で、最も多い回答は「学校の授
業について行くのが大変だから」が 15名であり、これらの生徒は学校内での学習に切実な悩みを抱えているのか

と想像できる。一方、「学校だけの勉強じゃ足りないから」と「大学受験を意識しているからJにそれぞれ9名と、

学校の授業では満足せず、より受験学習を行いたいという生徒もいるようた

5) A中学・高校で学べて満足か

<質問的，>rA中学校・高校で学べて満足していますか」では、「はし、」が70名、「いいえJが15名で、あった(無

回答 1名)。自由記企を一部紹介する。「はい」と回答した生徒からは、「他の高校では絶対に学べないことを学べ

るのでやりがいがある」など、 A中学・高校の独自の実践に対する評価が学校全体の満足となる傾向が見られる。

「いいえJと回答した生徒からは、「特徴ある授業があってよいが、受験対策は不十分だと思うJ、「授業の進むス

ピードが速くてついていけないからJなど、学習面に対する学校への不満があるよう尤

6)まとめ
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私立中高一貫教育の現在

<質問⑪>から判断するに、高1生徒は総合的にはA中学・高校を評価しているようである。それは他の質問か

らも見て取れる通り、 A中学・高槻虫自の教育実践への満足度の高さであり、学内の施設の充実度や、盛んな課外

活動・部活動に対する評価の表れである。しかし、一部の生徒の間では、自らの学力レベルへの不安と他大学受験

志望の意思ボ重なることで、学校に対し学力面での支援をより求めたい意識も感じ取れた。特にく質問⑮>の分析

結果は、学校外で何かの学習を行っている生徒が、学内において学力レベルが上位と下位の層にいる生徒光ちであ

ることを示している。 A中学・高校の教育実践の独自色に対する評価が得られている一方で、、学力的な面での学習

ニーズをもっている層の荷主も明らかになった。

7) A中学出身者と公立中学出身者の傾向

最後に、グラフは作成していないが、 A中学出身者と公立中学校出身者(高校からの入学者)でどのような傾向

の差異が見られるかを検討するために、前者の集計結果から特働句なものを紹介しておきた川

入学理由についての<質問③>で、は、「公立の中学・高校に行きたくなかったからJl1名、「ユニークな授業が受

けられると思ったからJ12名にA中学出身者が高い割恰を示している。一方「自分の学力を伸lませる学校だから」

ではわずか2名であった。しかし、 A中学・高校の中高一貫教育に対する<質問⑤>では、「同じ友達と 6年間学

校生活をおくれるのが良1.-¥Jが13名と多いものの、「受験がないからあまり勉強しなくなる」が14名と最も多く、

「継樹句・計画的授業が行われている」が6名に対して附われていないJが9名、「ゆっくりと自分の進路や将

来を考えられるJが5名に対して「のんびりしてしまって学習や自分の進路、将来の目標について考えられないJ

が8名と、学力、学習面での否定的な評価が多くなっている。

何を通じて進路を考えているかを問う<質問⑦>においては、「自分の学力レベル、偏差舶が14名と最も多く

なっている。「地球市民や研修蜘?などの活動実践またはそこから膨らんだ関心」も6名いるが、「通常の英数圏

直訴土の授業から得られた関心」、「土曜講座明去律演習などの糊11な授業から得られる知識・関心」への回答は各2

名と低かった。求める進路指導についての<質問③>では、 A中学出身者は大学等の情報を求める率が低く、授業

苧ぷ外括動〈期待する者が18名と非常に高川また、<質問⑨>においては、「海外の大制の回答者の全員がA

中学出身者であった。

学外での学習状況を問う<質問⑬>では、公立中出身者の多くは「何もしていなし、」に回答しているのに対し、

A中学出身者の約半数が塾 (6名)や家庭樹市 (7名)によって勉強をしていることがわかる。その理由を問うく

質問⑮>では、「学校の授業についていくのが大変だから」が6名と最も多し、

<質問⑫>で学校での満足を問うと、 A中学出身者29名中25名が「はい」と回答し「いいえjは3名と少なか

った。公立中出身者よりも高い害l恰で学校には満足しているようである。

全体としてA中学出身者は、同校の国際化教育などユニークな教育に期待して入学している者が多く、そうした

面では同校の教育実践に肯定的であるが、塾・家庭樹市などを利用して学習を行うなど、学力や進学面での指導の

不足感をもっている傾向が見られる。

2 生徒アンケート高3 A大学進学クラス

高3の生徒は全て、 A中学・高校が中高一貫教育を始める前に入学してきており、とこでの調査は主にA高校で

の3年聞に関する聞いになっている。

A大学進学クラスの回答者は42名、男性が20名、女性が22名である。出身中学校は、公立中学校が40名、

その他が1名、無回答が1名で、あった。公立中の所在地は、札幌圏27名、その他の道内出或9名、その他4名で

ある。

1) A高校への入学について

<質師i)>r受験頃勧t主にすすめて決めましたかJでは、「自分だけで」が20名、「親・兄弟・先生lが19名
と分カれ丸

<質陪~> rどうしてA中学校・高校に入学しようと思ったのですか」で最も多かった回答は、 rA大学まで受
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験がなくて進学できるからJの19名であった。高1生徒アンケートの結果とは大きく異なっている。次が「学校

の設備が充実しているから」で18名である。また r#iO怖(蹴桁等の国際化教育が盛んだから」に15名と、 A独
自の取り組みに期待した声も多かった。

2)現在の評価について

<質師ID>rA高校に通ってみて、今は学校に対してどう思っていますか」では、「学校内の施設が充実してい
る」が20名と最も多かった。次いで、「ゆとりがあってじっくり学べる」が12名、「部活動・行事・課州舌動が盛ん

である」が 11名と続いている。「英数国輯土の授業が充実していて関心が膨らんでいる」が 1名、「地球市民や土

曜講座などの特色ある授業にやりがいがある」が0名であり、学校側の学習指導についてこのクラスの生徒の関心

は高くな川「その伽では、「進学校というのにとらわれ過ぎている気がする」、「行事そ特別なことが多すぎて、

個人の時聞があまり充実できない」などの利荷も寄せられ、また「研{朗初予があって大変良い」との評価の声も見

られた。

<質問⑤，>rみなさんlまA中学校出身ではありませんが、 A校の中高一貫教育についてどう思いますか」では、
高校からの入学者にとってのA中学・高校の中高一貫教育の評価・印象を聞いた。まず「人間関係の広がりがなく

てつまらないJが最も多い19名、次に「受験に集中した勉強をしなくてよい」が10名であった。高校からの入学

者は中学校入学者の人間関係の狭さを見る傾向にある。

3)卒業後の進路について

<質問協>r将来就きたい職業l剖可ですか」では、「国際拘な職業JlO名、「専聞龍J9名、「到す・エンターテ
インメント関係J6名と続いた。「国際的な職業Jが多いのがA大学進学クラスの特徴である。

<質問⑦>r学校生当舌の中で自分の進路を、どのように、または何を通して考えましたか(考えていますか)J

では、「自分の学力レベノレ、偏差働が15名、次に「地球市民や研怯旅行などの活動、またはそこから膨らんだ関

心」が10名、「土曜講座や法律演習などの糊IJな授業から得られる知識・関心」が7名と続いた。偏劃直キ学力が

進路決定に大きな影響力を持つてはいるが、一方で学校側の独自の取り組みによって自らの関心が呼び起こされた

生徒も少なくないよう尤

<質問⑧>r:学校の進路指導について求めているものは何ですか」では、「好奇心を揺さぶるような授業キ課外

活動」が最も多い22名、次に「大学の学部、制龍専門学校創投の情報」が17名と続く。高1生徒アンケートと

の違いは、進路先の情報についてよりも授業明百動の内容を求める回答が上回ったことである。また「大学見学・

授業見学、就業体験・インターンシップ、大学生や祉会人との懇談」が 12名と数字が伸びた点も高1生徒と異な

り、大学受験のないA大学進学クラスの特徴と言える。

<質問②，>r大学はどこに行きたいですか」の回答では、 A大学進学クラスということで rA大学1に38名と

ほとんどの生徒が印をつけた。その他、 3名が「その他の日本の大学J、そして1名が「海外の大学」を希望してい

るようである。次にそれぞれの希望進路に分かれた質問を追う。

A大学進学希望者への<質F本勘>rなぜA大学に行きたいのですか」では、 rA大学でこそ学びたいことがある

から」が 20名と最も多く、なんらかの大学進学後の意思から進路選択を行っている生徒が多いよう広また一方

で「高校で受験勉強をする必要がないからJ、そして「高く評価されている大学だからJがそれぞれ16名というこ

とで、受験をせずに評価の高い大学に入学できるメリットを考えた生徒も多い。

<質問⑪>r推薦でそのままA大学に進学できることについてどう思うか」では、「受験勉強をする必要がない
から、余裕を持って高校生活を過ごせる」が最も多い21名だ、った。「受験勉強をして入学してくる人との学力差が

IL~ が 18名と推薦入学後の不安を覗かせる生徒もいるが、「その他J で「部活動に打ちこめる」と詰企した生徒

もおり、受験をしないことで得られる他の経験、ゆとりを重要許見する傾向が強いことが窺えた。

日本の他大学進学を希望する生徒へのく質問⑫>rなぜその大学に行きたいのですか」では、「その大学でこそ
学びたいことがあるから」に4名、「家庭の事情」が2名と続いた。

海外の大学を希望する生徒へのく質問⑬>rなぜ紛同大学に行きたいのですか」におし、て、 rA高校の英語の

授業や明助祈子などを通じて関心が高まったから」と「日本の大学に附子きたいところがないから」に1つずつ印
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がついた。

4)学校外での学習について

<質問蹄>r学校外で何か勉強していますか」では、同もしていなしリと回答した生徒が36人とほとんどを占

めた。

5) A中学・高校校で学べて満足か

<質問⑫>rA中学校・高校で学べて満足していますか」では「はい」が35名、「いいえ」が6名(無回答1名)

であった。肯崩句な意見は、「他の高校では学べないことがたくさんあるから」や「自分の追求したいことが追求

できたから」のように、学校の独自の取り組みや、その中での自らの活動に対する満足が見られる。一方否定的な

意見は、「補習など行っていないJと学習面でのサポートに不満を感じていたケース、また「学べてよかったとは

思っているし、来て良かったと思うが、もう少し個性を伸ばせるところだと，思っていた」と、逆にもっと自由な学

習活動を求めるケースもあった。

6)まとめ

以上、高3のA大学進学クラスのアンケート調査結果の鞘数は、既に推薦での進学の意思を固めている生徒たち

であるため、学力や受験対策などの視点、からの学校評価はほとんどなく、むしろ学校生活そのものに対する見方が

強いという点にある。

また見逃してはいけないのは<質問 5>に対する回答である。高校からの入学者は中学入学者に対して、一部で

辛練な見方をしている。この結果は、中高一貫校でありながら高校からも多く入学者を受け入れる学校であるため

に、その両者の聞に精神的な壁が存在してしまう状況を示している。原因として考えられるのは、高3の生徒たち

は中学入学者たちとの直張の交流が少ないために、お互いの瑚平が進まない状況が予想されることた新設中高一

貫校としての学校づくりの難しさだろうが、学校側としても中高の交流を図る恥組みにカを入れていく必要がある

だろう。

3 生徒アンケート 高3 他大学進学コース

イ¥s:;k学進学クラスの回答者は33名、男性14名、女性19名であった。出身中学校は、公立中学校が28名、そ

の他が2名、無回答が3名であった。公立中の所郁也は、牝幌国が22名と大半を占め、その他の道内出或から 4

名、J!V'トからも 1名の生徒が入学している。

1)A高校への入学について

<質問②1>r受験は誰が主にすすめて決めましたかJでは、「自分だけ」が最も多い 19名、「親・兄弟・先生l
が11名とそれに続いた。<質問②>rどうしてA中学校・高校に入学しようと思ったのですか」では、「学校の設
備が充実しているから」が最も多く 12名で、あった。また「海外研l勧告行等の国際化教育が盛んだから」に11名と、

A中学・高校独自の取り組みへの期待を持っていた生徒も多い。また「そのt出では、「公立に落ちたから」と不

本意入学を強調する生徒が6名おり、「奨学金がもらえるから」と学費援助制度について言及した生徒が2名いた。

2)現在の評価について

<質問④>rA高校に通ってみて、今は学校に対してどう思っていますか」では、「学校内の施設が充実してい

る」が18名と最も多川次に「受験対策が足りない」に11名が回答した。これと関係して「地球市民や土曜授業

などの特色ある授業にやりがいがあるJがO名で、あったことも見逃虐な川 A高校は大学入制灸を見据えた能力形

成を目指し、「地獄市民」や「土曜講座!などの特色ある授業を積極的に行っているが、ここでの回答を見る限り、

それらはあまり評価されていなし、

<質問⑤>CみなさんlまA中学校出身ではありませんが、 A中学・高校の中高一貫教育についてどう思いますか」

では、 A大学進学クラスと同様に否定的な回答が多く見られた。最も多かったのは r6年間同じ学校だと、人間関

係の広がりがないのがつまらない」で 12名であり、次には「受験がないからあまり勉強しなくなるJで7名であ

った。

ro 
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3)卒業後の進路について

<質問⑤1>r将来就きたい職業は何ですか」であるが、圧倒的に多かった回答は「専門職jで 15名であった。
これは高1生徒、高3のA大学進学クラスの生徒と比較しても、際立った割合である。

<質問⑦>r学校生活の中で自分の進路を、どのように、または何を通して考えましたか(考えていますか)J

では、やはり他大学受験を目指すクラスだけあり「自分の学力レベル、偏差働が20名と最も多かった。「通常の

英数国理社の授業から得られた関心」は8名あった。また「地球市民や研修旅行などの活動、またはそこから膨ら

んだ関心」が3名、「土曜講座やi去倖演習などの糊Ijな授業から得られる知識・関心」が1名、「部活動や生徒会な

どの授業外括動の経験lも1名と、これらの項目が伸び悩んでいる。 A大学進学クラスとは対照的である。

<質問⑧>r学校の進路指導について求めているものは何ですか」では、「大学の学部、制哉、専門学校全般の
情報」に17名という多数の回答があり、「好奇心を揺さぶるような授業宇品外括動」が5名と少なく、 A大学進学

クラスとは対照的な結果になっている。

<質問⑤>r大学はどこに行きたいですか」では、{J!!j史学進学クラスであるため「その他の日本の大学」に 30
名とほとんどが回答したが、 rA大学」も 2名いた。また「大学にl討子かなし、Jに1名の回答があった。これらの

詳細について次凶l慣に見ていくことにする。

A大学進学希望者へのく質問⑩>rなぜA大学に行きたいのですか」では、 rA大学でこそ学びたいことがある

から」に2名、また「高く音刊面されている大学だから」に1名、「北京街宣を出てみたいから」に1名で、あった。<

質問⑪>r推薦でそのままA大学に進学できることについてどう思いますか」では、「受験勉強して入学してくる

人との学力差が，団白、「高校の時点で、大学進学可愛を見据えた勉強ができるJ、「推薦か受験かを港ぶに当たって、

進路を真剣に考える機会がある」にそれぞれ1名の回答があった。

日本の他大学に進学を希望する生徒への<質問⑫1>rなぜその大学に行きたいのですか」では、「その大学でこ
そ学びたいことがあるから」が22名と多数を占めた。また「家庭の事情」と9名が答えている。

最後に「大学には行かない」と回答した生徒への<質問J))>rなぜ大学進学はしないのですか」との聞いでは、
「崩瀬して早く社会に出て働きたいJ、「大学でやりたいことが見つからない」に回答している。

4)学校外での学習について

<質問⑮1>n学校外で何か勉強をしていますか」では、「劃に9名、「通信教育」に12名、「家庭朝市」に1名
が回答し、円可もしていなし、Jが12名であった。 A大学進学クラスと比較すると、このクラスでは学校外で学習を

行っている生徒が多い。

<質問⑮>rそれはなぜですか」では、「大学受験を意識しているから」に 15名、「今均支だけの勉強じゃ足りな
いから」が9名、「学校ではやっていない勉強を補し、たいからJに4名の回答があった。これは、大学受験のため

という者が多い点が特徴である。

5) A中学・高校で学べて満足か

<質問⑫>rA高校で学べて満足していますか」では、「はい」が20名に対し「いいえ」が 13名と、後者の数

字が比較的大きかった。「はいJの理由では、「刷蹴樹子で得たものが大きし、から。友達関係も充実しているから」

など、学校生活や学校独自の取り組み、そして部活動などにも満足している声が多い。一方「いいえJでは、「受

験対策が不足しているから」、「必要のなし慢業が多い」など、他大学の受験を考えている生徒ならではの利献5表

れている。

6)まとめ

高3他大学進学クラスで象徴的だった点は、大学受験への意識があるため、学校に対するニーズがA大学進学ク

ラスの生徒たちとは異なっていたことである。このことは<質問④>で「受験対策が足りないJと回答した生徒が

多く、またA中学・高欄虫自の総合学習「地球市民lなどの特色ある授業にやりがいを感じる生徒がo名だったこ
とからも明らかである。この状況は、<質問⑧>における生徒が求める学校の進路指導についても当てはまってい

る。受験を意識しているこのクラスの生徒にとっては、学校側が普段から行う特色ある授業炉ぷ外括動の質よりも、

大学の情報そのものが自らの進路選択にとって重要と見なす傾向が強い。このニーズの違いはまた、<質問⑮>、
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<質問⑮>の回答で塾や家庭耕市、通信教育などを利用する生徒の多さからもよく表れている。これは、<質問④

>で表れた生徒の不満からわかるように、大学受験をするためには学校だけでは不村?であると生徒たちが感じて

いるからである。

4 保護者アンケート高1

ここからは保護者を対象としたアンケート調査結果を見ていく。初めに、高1の保護者を対象に行ったアンケー

ト集計結果を分析する。 2クラスを対象に行い、全体で48名から回答を得た。子どもの出身中学伎の内訳は、 A中

学が 19名、公立中学校が24名、その他が5名であった。出身公立中学校を所郁朗IJに見ていくと、杭腕圏が21

名、その他の道内地方から2名で、あった。

1 )入学理由について

<質問②>r子どもをA中学校・高校に入学させた理由は何ですか」では、 rA大学への進学に限らず、総じて

受験に強く、高い学力が身につけられる学校だからJに24名と最も多い回答があった。とれに対応する項目 rA

大学まで受験を経験せずに進学できるから」が 10名であっただ、けに、保護者のAへの印象は、どちらかと言えば

一般的な意味で受験に強U、進学校ということになる。また2番目に回答が多かったのは rA中学校・高校の教育内

容・実践を評価していたから」で 19名である。これは、進学校のイメージを持っている一方で、 A中学・高校の

行う独自の教育内容・実践への保護者としての期待があったことを意味する。また「子どもに中高一貫の継続した

教育を受けさせたかったから」に 13名が回答し、中高一貫教育の実施が入学理由に繋がっているケースも少なく

なし、「その他」では、公立学校に対する不信感が理由になったケース、脱責のランクなどを理由に公立を諦めた

ケースが見られたーまた子ども自身が部活動などを理由に入学を強く希望したケースもある。

<質問③>rなぜ公立中学校開高校を選びませんでしたか」では、「私学独自の教育実践が公立に比べて魅力的
だから」が 30名と、多くの保護者が私学であるA中学・高校への評価そのものを爵見していた傾向が窺える。そ

の他の項目で際立って高し場序はない。「その他Jも総合して分析すると、公立の老師への不信感と公立の学校環

境への不安が少なからず保護者の中に見られる。

2) A中学・高校への期待と中高一貫教育について

<質問④>rA中学校・高校に最も期待することl剖可ですか」では、「特色ある授業実践によって、子どもの学

問・祉会などへの総合的な醐卒・関心カ3高まること」が37名、「子どもの自立的な人間としての成長」が30名と

多数を占める。またそれに対応した項目「受験指導を中心とした子どもの学力向上Jが 11名で、あった。このこと

から、保護者の学校への期待には、総じて子どもの人間的な成長と問題発見能力の育成という面が大きいことがわ

かる。同時に、「子どもへの、大学進学やその先の将来を見据えた進路指導」も26名と多く、進学教育への期侍も

大き凡「国際感覚の育成情報出荷への対応Jも23名と多かった。

A中学出身者の保護者のみに回答をお願いした<質時⑤>r特lこA中学・高校の中高一貫教育についてどう思い
ますか」では、「高校受験がないから、子どもが受験勉強に追われることがな川が13名、「中高に渡って継炉品・

計画的な授業が行われている」が8名、「ゆっくりと子どもが自分の進路や将来を考えられている」が8名と、積

極的な昔刊面が目立っている。高1の生徒からは受験がないため勉強しないことへの不安も覗けたが、保護者からは

「受験がないから、子どもがあまり勉強しなくなるJが3名と少なかったこともあり、中高一貫教育に対するネガ

ティブなイメージはあまりないようである。 5持憶見としては、「高校→中学への理解がまだ少なし怖に思いますJ

とあり、高校と中学との意思疎通がまだまだ不十分ではないという指摘も見られる。

3)子どもの進路について

<質問⑤>r子どもには将来どのような鴎撲について欲しいですかJでは、「子ど、もの希望する職業を尊重する」
が35名と多数を占めた。その他「専門職lや t公務員J、「国際的な職業」などにわずかに回答があった。

<質問②>r子どもにはどこの大学に行って欲しいですか」では、「その他の日本の大学」が31名と多数を占め、
次に rA大学」が8名であった。これを見て、現時点では多くの親は推薦でのA大学進学を望んでいないことがわ
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かる。

A大学進学希望者へのく質問⑤>rなぜA大学を希望しますか」では、 IA大学が高く音刊面されている大学だか
ら」に7名とほとんどが回答した。また「子どもが大学受験勉強をせずに済むから」に5名、 IA大学でこそ学び

たいことがあるようだから」に4名とそれぞれ半分以上の方の回答があった。これよりうかがえる保護者一般の考

えは、推薦で音刊面の高い大学に進学できる利点と、 A大学そのものに対する高い期待の両方であろう。

また上に関車して回答者全員に聞いたく質師⑤>r希望すれば全員がA大学に進学できることについてどう思わ
れますか」では、「子どもがゆとりを持って高校生活をおくられる」が 25名、「受験にとらわれないため、子ども

の関心に即した主体的な学習が期待できる」が17名、「大学やその先の将来を見据えた教育が高校で受けられてい

る」が15名とそれぞれ多くの回答が得られた。「受験を経験しないため勉強をしなくなってしまうのではないかと

不安」と、「他の進路選択肢が充分に子どもに浸透しているかが不安」にそれぞれ10名の回答があり、少なからず

推薦入学制度への不安を覗かせる保護者もし、るが、全体的には高校からA大学への推薦入学制度に対しては肯定的

な捉え方をする保護者が多い。

次に、他の日本の大学進学希望者への<質問⑩>rなぜその大学を望まれるのですか」では、「子どもがその大
学でこそ学びたいことがあるようだから」が10名、「子どもには受験でより難関大学を目指してもらいたし、」が11

名と高く、 A大学にこだわらずに積極的な大学選択を望んでいる。「家庭の事情J も 9 名と多く、~トのA大学に

子どもを入学させることに経済的負担を感じていると恩われる層もいる。

大学進学にはこだわらないと回答した保護者への<質問⑫>rなぜ大学進学を望まないのですか」では、「子ど
もがまだ大学でやりたいことを見つけていないようだから」に2名の回答があった。

4)現在の評価について

<質問⑬>r現在、 A中学校・高校の教育内容・設備その他についてどう思われますか」では、最も多かったのは
「コンピュータや体育施設など学内施設が充実Jで 24名だ、った。生徒同様、保護者からも学内の設備・施設に対

する評価は高し、次に「子どもの生活が充実しているようであるJが 22名であり、それに対応する項目「子ども

が時間に追われて忙しすぎるようであるJが16名であった。他の項目を見ていくと、「地球市民キ糊研(朗初予な

どの特色ある授業・活動の思念が良いJが20名、「英語など、の国際化教育が優れている」が17名、「コンピュータ

の操作など、情報技併宗教育が優れている」が 15名と、 A中学・高校がカを入れている特色ある授業実践について

の評価は保護者からも高v¥一方「現在の設備と教育内容を青刊面すると、親の金銭の負担は大きい」に 13名の回

答があり、また言謎でも「設備と教育内容崎判面するが、親の負担は大きし、」という声もあった。

く質問⑬>rA中学校・高校に満足されていますか」では、「はい」が36名、「し、いえJが8名、「無回答」が4

名であった。全体的には満足されている保護者が多いようだが、その理由を見ていきたし、

「はい」の記企部分からは、「子どもがいきいきしているし、満足しているようだから」や「子どもが明るく積

極的な行動をとるようになった」とあった。また「英語の実力を着実に身につけることができた。教科以外の総合

教育は、一見成果の判断が難しいが、将来必ず実を結ぶと期待できる」といった学校の独自の取り組みに対する積

極的な評価や、「生徒と先生方の信頼関係がとても良いと思います。暖かい目で子どもを指導してくださる姿にい

つも感心しています」と老師と生徒の関係に対する剤耐泊されてしも。

「いいえ」では、内部進学者と高校からの入学者がいることについて、学力格差の問題とそれへの学校の対応に

対する不満が見られ虎。「高校から入学させて頂きましたが、内部生との進度の差をどのように埋めて行くのか対

策などが明確でないので不安です」とし、う意見、また「今年から発生した、学内進学者と高校からの生徒の扱いの

違いに不安を感じているJという意見が出されている。また「基本的な生活指導が甘し冶成績不良な生徒に対する

指導が足りな川高い授業料に見合った教育が受けられていなしV と、学校側の生徒への指導そのものに厳しさや

徹底さが足りないとの指摘もある。

5)学校への要望・意見

最後に、保護者に学校への要望・意見を伍意で聞いた。多く関正に出てきている批判・要望と差がなく、学力面

での徹底指導を求める声、高校入学者と内部進学者の格差への対応、生徒の生活態度の問題に関する意見があった。
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またそれ以外では、若い先生が多く指導力に不安との声や、高校からの急激な生徒増加に学校自体が対応できてい

るのかが不安、放新炎に部活を行うと子どもの1日が長すぎて負担が大きすぎる、パスの本教を増やして校課後に

もう少しゆとりを作って欲しい、などの意見がある。

このように批判的な意見が中心ではあるが、現時点での判断は下せないから 1年後2年後に意見や要望を個別に

学校側に伝えられる機会を用意して欲しし、という冷静な意見や、「世界に通用する 18歳」という指導車合、に期待し

ている、との積極的な声も寄せられている。

6)まとめ

以上、高1保護者のアンケート集前操を分析してきた。保護者の全榊句な学校に対する評価は、充実した学校

設備、「地球市民Jや海外研{勧告行などの特色ある取り組み、またA中学・高校授の教育現念についての満足から

表れている。またそれは、子どもがそれらの実践や体験を通じて学校生活を充実させている姿からも生じていた。

一方、<質問②>における入学理由から、保護者はAが受験に強く高い学力を身につけることができる学校と期

待した面があることがわかるが、現在その点に関してかなり厳しい評価をしている保護者が一定数いる。学校の特

色ある実践に対して積樹ぬ開面をしてし、るが、基礎学力の強化、徹底した受験対策などに学校側は積極句になっ

てくれないと困るという考えが表れた結果である。

7) A中学出身者と公立中学校出身者の傾向

高1生徒の場合と同様に、仇噴者についても、子どもがA中学出身である場合と公立中学校出身である場合でど

のような傾向の差異が見られるかを検討しておこう。以下では前者の集計結果から鞘蜘包な傾向を紹介する。

入学理由を問う<質問②>では、公立中出身者に比較して、「中高一貫の紛鋪的な教育を受けさせたかったからJ

が 10名と比率が高く、同校が「高い学力が身につけられる学校だから」と同校の「教育内容・実践を評価してい

たからJが各6名と低かった。公立を選ばなかった理由を問う<質問③>では、私学の魅力をあげる回答が最も多

かったが、「公立に起こっている諸問題を思念しているから」が公立中出身者に比べて高い。

現在のA中高の評価について問うた<質問⑬>では、「子どもの生活が充実しているようである」が11名と最も

多く、国関鴎情 (10名)や情報掛i徹育 (8名)を評価する回答も公立中出身者に比べて割合が高い。しかし、
「地獄市民や海外研修旅行などの特色ある授業・活動の現念が良い」は7名と数は一定あるが、公立中出身者に比

べて比率は低い。「あまり受験対策が充分で、はないJは 6名と比率が高し、親への情報公開、説明責任の不足は 4

名あったが、公立中出身者は0名であった。

満足度を問うく質問⑬>では、「はいJ13名、「いいえJ3名、無回答(1どちらともいえない」と言自由 3名で

あった。内部進学者の保護者は、同校の中高一貫教育実臨について全体として同前足している割合が高いが、受験

対策等の進学指導については不イづ示さを感じていると見られる。

5 保護者アンケート高3A大学嘩学コース

回答数は20名、その子どもの内訳は男性が9名、女性が 10名(無回答が 1名)であった。出身中学校は、 20

名全員が公立中学校出身であり、雄均崩IJに見てみると牝幌圏が7名、jIDrトから2名、その他は記載なし、という結

果であった。

1 )入学理由について

く質問②>r子どもをA高校に入学させた理由は何ですか」では、 IA大学まで受験を経験せずに進学できるか
ら」に9名、 IA大学への進学に限らず、総じて受験に強く、高い学力が身につけられる学校だからJに8名、 IA

中学校・高校の教育内容・実践を評価していたから」に6名であった。

<質問ID>rなぜ公立高校を選びませんでしたか」では、「私学の独自の教育実践が公立に比べて魅力的だから」
が 12名と最も多かった。これより、半数以上は公立を否定するというより、私学の実践自体への評価と期待が高

かったようである。また「公立でもよかった」が5名、そして「地域の公立に子どものレベルヰ希望に適った学校

がなかったからJが4名と少激ながら回答があった。
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2) A高校への期待と中高一貫教育について

<質陣~> rA高校に最も期待することは何ですか」では、「特色ある授業実践によって、子どもの学問・相会な

どへの総針句な瑚平・関心が高まること」が最も多く 16名、「子供の自立的な人間としての成長jが続いて14名、

そして「国際感覚の育成、情報指情への対応Jが10名で、あった。「受験指導を中心とした子どもの学力向上」が3

名であったことからも、保護者の学校への期待は、単純な受験指導ではなく子どもの総合的な人間的としての成長

にあるよう尤

また高3保護者には直張関係がないが、く質問⑤>r子どもはA中学校には通っていませんでしたが、 A中学・
高校の中高一貫教育についてどう思いますか」では、「中高に渡って車断完的・計画的な授業が行われている」に 13

名、そして「高校受験がなし、から、子どもが受験勉強に追われることがなしリが9名と続b、た。またそれ以外の回

答を分析しても、中高一貫教育の利点を評価する意見が全体的には多かった。しかし中には「レベルの高川受業と

親の期待が過大で、子どもが大変そうとし、う印象がある」という意見も出ている。

3)子どもの進路について

<質問{⑤>r子どもには将来どのような職業について欲しいですか」では、「子ど、もの希望する職業を尊重する」
が15名と多数の回答を得た。「専門職lが4名、「国際的な職業Jに3名、「公務員jに1名と僅かながら回答が得

られた。

<質問②>r子どもにはどこの大学に行って欲しいですか」では、 17名が IA大学」と回答している。またA大
学進学クラスでありながら、「その他の日本の大学」にも3名の回答があった。

A大学進学希望と答えた保護者のみへの<質問⑧>rなぜA大学を希望しますか」では、 IA大学が高く評価さ
れている大学だから」が最も多い 12名、次に IA大学でこそ学びたいことがあるようだから」が8名と続いた。

またそれに関連した<質師②>r希望すれば全員がA大学に進学できることについてどう思われますか」では、「子
どもがゆとりを持って高校生活をおくられるJが12名と最も多く、「受験に捉われないため、子どもの関心に即し

た主体的な学習が期待できる」が9名、「大学やその先の将来を見据えた教育が高校で受けられている」が8名と

続いた。「受験を経験しないため勉強をしなくなってしまうのではなし、かと不安」が 5名であったことから、子ど

もの学力に対する不安が→日にあることは確かだが、全榊旬こは推薦入学制度による様々な効用を保護者も高く評

価しているようである。

その他の日本の大学進学希望者への<質問⑩>rなぜその大学を望まれるのですか」では、「子どもがその大学
でこそ学びたいことがあるようだから」に3名、そして「家庭の事情」が1名で、あった。

4)現在の評価について

<質問1])>月見在、 A中学校・高校の教育内容・設備その他についてどう思われますか」で、最も多かったのは「地

球市民や海外研修旅行などの特色ある授業・活動の理念が良It¥Jで16名であり、次に「コンピュータや体育施設な

ど、学内設備が充実」が 12名、「英語などの国際化教育料憂れているJが8名と続し、た。これらから、学校の独自の

実践であり特色が安定して支持を得られていることが言える。また「子どもの生活が充実しているようである」が

9名であることから、 A大学進学クラスの保護者は、子どもの学校生活の状況に対し悪い印象はないようえ

く質問~> rA高校に満足されていますか」では、「はいJが18名、「いいえ」は0名(無回答が2名)で、あっ

た。 IIt¥It、え」が O名であったことから、このクラスの保護者の学校に対する満足度の高さが表れている。具体的

な記述では「掛市が生徒のために努力を惜しまなし、信頼に足りる耕市が多いよう同惑じる。Jと、朝市の熱心な

教育姿勢に対する信頼が高い。

5)学校への要望・意見

最後に、保護者から任意で朝交への要望・意見を頂いた。肯定的なものは、「よい先生に恵まれ、充実した高校

生活を送れました」と学校への感謝を述べる声であった。一方、要望・意見として、「スクーノレパスの登下校にな

っているのですが、もっと便利な方法はないのでしょうか」というもの、また「学内進学にあたっての基準をもう

少し高く設定し、厳しさを体験できるようにしてはどうか(一音階、略)Jと推薦入学制度に対する改善点を指摘す

る意見が出され丸

nu 
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6)まとめ

以上、 A大学進学クラスの保護者アンケートを分析してきた。結論としては、既に推薦でA大学進学の意思があ

るため、高1保護者のす日から見られたような受験対策への不安は皆無であり、子どもの人間的な成長、充実した

学校生活に対し全体的に満足していると言える。

6 保護者アンケート 高3 他大学進学コース

高3他大学進学クラスの保護者からの回答者は18名、その子どもの内訳は男性が5名、女性が13名である。出

身中学校は、公立中学校が17名で、 1名が無回答で、あった。その所在地は、机牒圏が14名、その他道内地蛾が2

名(無回答1名)となっている。

1 )入学理由について

<質師iJ>r子どもをA高校に入学させた理由は何ですか」では、 rA大学への進学に限らず、総じて受験に強

く、高い学力が身につけられる学校だから」が 7名、 rA中学校・高校の教育内容・実践を評価していたからJが 6

名であった。しかし、「その他」への回答が9名と最も多いことから、入学理由が多様で、あったことが読み取れる。

その具{納な言己主を見ると、「本人(子ども)の希望l、「公立の第 1志望受験に失敗したから」、「内申書による格

付けのない高校だ、ったから」と理由があげられている。

<質問:ID>rなぜ公立高校を選びませんでしたか」では、「公立で、もよかった」に 6名、そして「地蛾の公立に
子どものレベル々希望に適った学校がなかったから」に7名と回答があり、必ずしも公立高校そのものに対して否

定的なイメージを持っていない保護者がかなりいる。一方で「私学の独自の教育実践が公立に比べて魅力的だ、から」

に6名が回答しており、一部で公立とは異なる私判虫自の実践に対し評価を高く持っている保護者もいる。

2) A高校への期待と中高一貫教育につし、て

<質問④>rA中学校・高校に最も期待することは何ですか」では、学校が「子どもの学問・社会などへの総合

的な理解・関心が高まること」が9名と最も多いが、「受験指導を中心にした学力向上Jを期待する回答も8名と

多い。

<質陪賂，>r.子どもはA中学校には通っていませんでしたが、 A中学・高校の中高一貫教育についてどう思いま
すか」では田容がぱらついたが、多数の回答を得たのはA大学進学クラスの保護者と同様、肯定的な項目について

である。しかし、一部で否定的な捉え方もされていた。 r(ー制渚略)本当に頭がよいのかはわからないと思う。教

えられたことしかできなくなるような気が・・・」というような記述も寄せられている。

3)子どもの進路について

<質F本⑤>r子どもには将来どのような職業について欲しいで‘すか」では、「子どもの希望する職業を尊重する」
が13名と多くを占めた。「専門職lに少激ながら5名の回答があった。

<質F高2う>r.子どもにはどこの大学に行って欲しいですか」では、「その他の日本の大学」が 15名、 rA大学」
が1名、そして「大学進学にはこだわらない」が3名で、あった。

A大学進学希望と答えた保護者の<質問⑤>rなぜA大学を希望しますか」に対する回答は、 rA大学が高く評

価されている大学だから」とあった。

回答者全員への<質陪協>r希望すれば全員がA大学に進学できることについてどう思われますか」では、 A大
学進学クラスや高 1の保護者が「子どもがゆとりを持って高校生活をおくられる」に多くの回答をしたのに対し、

このクラスで、は僅か3名に留まっていた。また他の項目も全体的に数字が伸び悩んで、いた。これらの結果から、ク

ラスの大半が既に他大学受験の意思を持つため、推Z需による大学進学の意義・意味については関心が小さいと思わ

れる。

その他の日本の大学進学希望者への<質問iW>rなぜその大学を望まれるのですか」では、「子どもがその大学
でこそ学びたいことがあるようだから」が最大の12名で、あった。

「大学進学にはこだわらない」とし、う回答をした者を対象としたく質問⑫>rなぜ大学嘩学を望まないのですか」

司
EムrD
 



では、刺酔専門学校への進学を視野に入れているケース、また「子どもがまだ大学でやりたいことを見つけてい

ないようだから」とし、う理由も出されている。

4)現在の評価について

<質問⑬>r現在、 A中学校・高校の教育内容・設備その他についてどう思われますか」では、「子どもの生活が
充実しているようであるjが最も多い13名、次に「地球市民ぞ構外研修旅行などの特色ある授業・活動の思念が良

い」が9名、そして「コンピュータや体育施設など学内設備が充実」が8名と続き、これらは他クラスの保護者と

同様の傾向である。また「あまり受験対策が充分ではない」に7名の回答があり、他大学進学クラスならではの数

字の伸びを示している。その他、国際化教育・情報捌徹育などに対する評価がそれほど、伸ぴていなし味も、他ク

ラスとは異なった傾向である。

<質問的>rA高校に満足されていますか」では、「はいJが14名、「いいえ」が3名であった(無回答1名)。

多くの偽警者は学校に対し満足しており、その声としては「先生が優れている」、「教育目標が明確であり、それに

向けた取り組みも目に見えてはっきりしている」のようなものがある。一方 f"、いえ」の回答者からは、「他大学

受験が、中途半端である」という厳しい意見も出されている。

5)学校への要望・意見

最後に、今までに学校に寄せた意見ペ唄在の要望にっし、て任意で回答を得た。まず、「あれだけ学習に時間をさ

いて、併称中の宿題が多し、にもかかわらず、受験につながる学習がなされていないのが残念で、なりません」と、学

校の受験指導に対する不満の意見がある。そして「進路指導ももう少し先生方も知識を持って行っていただ、きたい

と思いまマ九ただ『頑張りなさし、』だ、ったら誰で、も言える事と，思しぜマ九進路の事については少しがっかりしてい

ます」と、学校の進路指導に対する強い不満が寄せられている。

また学校側の進路指導と関連して、 fA大学の付属校という特殊な高校のためか、他難関大学志望だった生徒が

たいした努力もせずにあっさりあきらめてしまう。友人にひきずられ、だめであれほ最糊匂こは自分もA大学へ進

学汁Lば良いという甘い考え方に走る子が多いと思う。学校側はどう考えているのカ:抑りたいJという意見も出さ

れていた。

6)まとめ

以上、高3他大学進学クラスの保護者のアンケー卜の集言博吉果を分析してきた。個々での保護者も他のクラスと

同様、A高校の特色ある教育実践に対しては良い評価をしていた。しかし一方で、似て学受験の意尉2あるために、

学校の受験指導が物足りないとの不満もまた見られている。

7 まとめ

1) A大学進学クラスと他大学進学クラス

高3の両クラスで、は一部違った傾向が見られていたが、それを分けるキーワードとなっているのはやはり大学受

験であった。 A大学進学クラスの生徒からは、学校の特色ある教育実臨への満足度、部活動や課タ付舌動を通した学

校生活の充実度が明確に表れていた。一方他大学進学クラスの生徒からは、学校T則に対し受験を意識した学習指導

にもっと力を入れて欲しいとし、う要求が見られており、またその反動として、学校独自の教育実践に対し消極的な

評価を下す層も一部見られている。両クラスの保護者も生徒たちと同様の傾向を見せており、他大学進学クラスの

保護者ほ港学指導の充実を求めている。

2) A中学出身者と他中学出身者

高1クラスで、は出身中学によってもやはり異なった傾向が見られていた。 A中学出身者とその僻品者により目立

って見られた傾向は、公立の中学校・高校に対する不信感であり、私学の独自の教育実践、中高一貫教育への期待

である。その他、英語・国際化教育への~f1面の高さも他中学出身者に比べて大きい。それは生徒の中で海外の大学

への進学を希望する者がいたことからも明白である。しかし、一部のA中学出身生徒は学佼での授業についていく

のがたいへんなので塾や家庭老師を利用する傾向が強く、その保護者とともに進制旨導面で不足と不安を感じてい
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私立中高一貫教育の現在

る。高1は全体にA大学よりも他大学への進学希望がかなり多いが、内部進学者は単純な進学教育を求めているの

でもなく、それゆえに逆に進学面で、の不安を生んでいるので、はない治、なお、出身中学の違いによる傾向の差異と

いっても、これは全員がきれいに2分割されるということではなく、部分的な傾向ということを断っておきたい。

3)全体を通して

まず、 A中学・高校の独自の教育実践については、生徒からも保護者からも高い音刊面が得られている。生徒の自

主性であり、自衛怜学習意欲を育てるという学校側lの教育恵念に対し、一定の支持出専られていると考えてよく、

特に推薦によってA大学進学を視野に入れている生徒・保護者からの満足の声は多u、

一方で、他大学受験を視野に入れている生徒と保護者からは、学校側の学習指導主進学指導に対し不安と不足感

が見られている。特色ある教育実践などへの朝団と期待がある一方で、受験に求められる学力の定着が不村きであ

り、そちらにも力を入れてもらいたいという要求が実際に出されていた。

これらの制兄から、 A中学・高枝伎を一般的な進学校として認識しているか、それとも、ただの進学校ではない

独自の実践を行う学校と認識しているか、この差異が生徒にも保護者にも柄生していることがわかる。学校は、自

らの教育現念に沿って自信を持って数々の特色ある実践を行っている。実際に、それらに対しては前者の側からも

満足の声が出てきているのである。しかし、前者には、大学受験対策・学力面の学習指導が、特色ある学校の教育

実践の前に先立っていて欲しい、つまり進学校としての学習指導を優先して欲しい、という要求がある。

進学校としての面を強調するあまり学力指導・受験対策に集中した実践に偏っては、本来のA中学・高校の教育

思念からは高針Lてしまうことになる。高し可受験・進学要求に応えながら独自の教育車念を貫くことができるかが、

同校の大きな課題として荷主していることがこのアンケートから明白になったと言えよう。

第6章学校と保護者の関係

アンケートでは、 A中学・高校の評価をめぐって一定の意識の分化が見られた。 A中学・高校に何を期待してい

るかで、その評価は異なると思われる。つまり、生徒・保護者も一枚岩ではなく、学校の教育方針に共I烏する者も

いれば、不満や不安、違和惑を持っている者もいる。そこで、ここではA中学・高校と特に保護者の関係の一端を

垣間見、その課題に触れてみたし、

1 学力・受尉旨導をめぐって

1)ある保護者のヒアリングから

アンケートでは、受験指導や学力への対応が保護者の意識分化の軸になっていた。まず、学力・受験指導に強い

要求をもっている保護者の声を拾ってみたい。ヒアリングした保護者は2人で、どちらもA中学から内部進学した

A高校1年生(中校一貫教育第1期的の保護者である。

まず2人は、なぜ子どもを公立中学校や他の私立中学校ではなく、 A中学へ入学させたのだろう;61，これに対し

ては、仁公立は風紀が悪いが、私立は良いところを伸ばしてくれるJr地元の公立中学校には良くないイメージがあ
るJr公立と私立は進学意識・教育意識に差がある」といった意見があり、公立中学校にはあまり良くないイメー
ジがあるが、それに比べて私立は港学ヰ教育環境に関してアドバンテージになるという意識を持ってし、たといえる。

そしてA中学を選ぶ決め手となったのは、その学校説明会で、あったという意見が共通していた。説明会でB校長

から、 A中学・高校は謹学校であるということ、そしてそれだけではなく、大学での学びを見越し、かっ世界に通

用する国際感覚を生徒が持てるような「プラスアルファ」の教育を中高一貫教育の中で積極的に行っていくという

学校の教育理念を聞き、それに非常に共感したという。 A高校防護学校であるということ、 A大学にも推薦で入学

できること、そしてその上で「プラスアルファ」の教育を受けられるというのが、保護者のA中学を港ぶ際の重要

な要素であったようだ日

ただし、私たちがインタビ、ューした保護者たちは、その「プラスアルファ」の部分、つまり「地球市民Jや海外

研{I劫祈子や「司法講座lなどの特色のある教育プログラムの実践にっし、ては、現在懐疑的な意識をもっている。「プ
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ラスアルファの部分に時間をかけ過ぎではなし、か。そればかりやっていてもテストの点数は上がらないし、受験に

も結びつかなし、J、「模試等などで結果が出なけれ陪意味がないJ、向子事は準備に時聞をかけ過ぎる。授業はいった

いどうするのか」といった意見が出された。英語の授業に関しても、「ネイティブの先生が出てきても、結局ペー

パーテストの点数には結びつかないのではなし、か」と，乙酒己している。

2)進学校に由来する難しさ

上の保護者の意見が全体の中でどの程度共有されているものかは明確で、はない。少なくとも、大学への推薦入学

を希望する生徒の保護者は「受験・進学が大事」というのとはまた違う意見をもっていると，酎つれる。またアンケ

ートから見ても、 A中学・高校の教育実践について比較的肯定的な回答が多かったにうした保護者の声も拾うべ

きであったが、今回の調査ではできなかった)。

ただ、アンケートからは、学力指導キ受験対策面での不足をいう保護者が一定数いたことも事実である。 2人の

保護者に限らず、保護者たちはA中学・高校を進学校として見ている。そのため受験に結びついた学力をつけさせ

ること、進学のための勉強がしっかりなされることが前提とされているだろう。同時に、 A中学・高校の教育に受

験対策の繰り返した、けを望んでいるわけでもない。同校の独自の教育実践に共感を寄せてもいる。

しかし、難関大学が進学の目標であったり、子どもの成績が振るわなかったりすると、最初は共感していたA中

学・高校の独自の教育もしだいに色権せて見えてくることもあろう。学校側からすれば、けっして学力面で教育を

疎かにしているわけではなく、むしろかなり手厚く指導しているということであるが、高い学力と豊かな人格形成

の両立を目標としているところで、特に前者の学力面で、の伸張が見られなかった時に、独自の教育実臨が標的とさ

れてしまいかねなし、ここには、 A中学・高校タイプの進学校に顕著な難しさが見られる。

2 生徒の自立をめぐって

A中学・高校は、生徒をし、かに自立させてし、く教育が実施できるかという点に意識を置いているが、この点につ

いても 2人の保護者からは否定的な意見が出された。「中学生の段階で自立、自立と言われでも、自分で全部やる

のは無理。もっと責任をもって指導をしてもらいたしリというのである。

学校側lの説明によれば、生徒の学校生活、学習生活をめぐってさまざまな要求が保護者から学校に上げられてく

るという。その中には、たとえば、中学生には教科書の持ち帰りが重くて大変なので各日どの教科書を持ち帰った

らよし、かを先生に指示してほしいといったi晶剰な指導を求めるものや、髪型の指導で精神的に落ち込んでいること

を知らずに子どもの変調を一方的に学校を批判してくるようなケース、学校内で、の子ども同士のちょっとした事故

に親が介入して子ども同士の関係を壊してしまうようなケースなどが間々あるという。

ここには、単に学校の教育方針をめぐる対立が表れているというよりも、親と子どもの開系という家庭の問題を

含ませた学校・保護者・生徒(子ども)の関係をめぐる問題が表れているととらえるべきと思われる。あるいは、

鰍句観念の浸透という現代社会の特質が表れているともいえる。つまり、子どもの有りょう比すべて学校の指導の

結果とはいえないわけで、家庭の有りょうも大いに相関している。親と子の対話が十全ではなかったり、そうでな

くても子どもの自立期は親は子どものことを瑚平し切れなくなるのだが、そこで子どもの変調を見ると、保護者は

一方的に学校への批判に走ってしまうことが出てくる。

そして契家噸念がこうした学校批判を強化する傾向がある。保護者は子どもの成長のためのサービスを学校から

購入しているという意識が強くなっている。そのため子どもの成長に何らかの問題を感じたときに学校を難句違反

として批判するのである。上のいくつかのケースも、契約観念が学校批判を強めているとはいえないだろうか。

なお、こうした学校への苦情や非難が生じることの背景には、保護者が意見を出しやすし、関係をA中学・高校が

作っているということがあることを断っておきたし、

3 まとめ

A
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私立中高一貫教育の現在

アンケートでは、生徒・保護者の意識に分化が見られたλその分化は学力、受験対策面での評価に起因している

ことがうカボわれた。 2 人の保護者は、 A中学・高校の独自の教育実践をある意味で r~榔句」と矧面しながらも、

やはりA中学・高校を「進学杭として認識した上で子どもを入学させている。学伎のいう「学力」と「学習能力J

の両立というコンセプトが保護者側に深く瑚卒されていなければ、保護者と学校の関係はずれを初てする可能性が

ある。同様のことは、子どもの自立をめぐってもいえる。そして、学校と保護者のす11，は、コンセプトに対する見

解の違いというだけでなく、子ども、親、学校という 3者の関係f性の問題という側面も有していた。つまり学校の

方針や実践は当鵜噸の対象となるが、その制面は<生徒・保讃者>対<学校>という構図だけで瑚卒できるもの

ではなく、<子ども>対<親>の関係の実態をくぐらせて初めてより深く醐平できるといえよう。

こうしたことを踏まえて、課題としていえることは次の3つである。

第1に、保書整昔に対する学校側の説明の充実である。 2重の目標を立てているA中学・高校タイプの進学校は、

その教育コンセプトを入学前はもちろん入制灸もイづ士に説明し理解を得なければならなし、同校が進学校である限

り、こうした保護者の意識・評価の分化を一定は抱え込まざるをえないと思われるが、保護者が学習する機会を設

定するなど、学校は保護者に十分な醐手を求めることが必要である。

第2に、保護者も自らの教育現念と家庭での子どもへの姿勢が間われるということである。自立の問題のところ

で述べたように、自立しつつある子どもを理解するのは親であっても容易ではない。学校に高い学費を払ったこと

の見返りに受験学力面やしつけ面でのサービスを、商品を購入するかのように要求するというだけでは、学力を伸

ばすどころか、より広い意味での子どもの成長をはかることにつながらないこともありえる。

第3に、学校と保護者の連携の必要性である。子どもの崩責がいまどうかということだけでなく、いかに子ども

の成長をはかつていくか、子どもの成長とは何かといったことについての相互理解が学校と備華者の間で深められ

なければならないということである。社会における契約観念の浸透は、保護者自らが自己を消費者としておいてし

まいがちである。特に私立中高一貫教育校の保護者はそうした撤句意識が強いであろう。従来、保護者は弱い立場

で、あって、学校は閉鎖的、官僚的であった。契約観念はこうした制兄を変える力をもっている。しかし、教育を商

品取引的に考えすぎると、子どもの成長が脇におかれてしまうことにもなりかねなし、教育観・現念、子どもの成

長、具体的な進路目標の実現といった容易に調和しがたい課題で双方が一定の緊張関係を保ちながらも対話を進め、

連携をしていくことが重要であろう。

終章私立中高一貫教育の展望

1 r学力」と「学習能力」の両立

私立中高一貫教育校といえば通常進学実績をあげるために受験一辺倒の教育を行っているとイメージされるが、

A中学・高校はそうした枠にはまらない教育現念をもって、独自の教育実践を展開しつつあった。それは、各教科

キ総合学習「地獄市民J、海外研修旅行などの教育実践の分析から明らかであろう。私立大学受験の草長科目であ

り、もっとも受験対策的な授業になりがちな英語キ数学でさえも、リスニングとスピーキングを劃見し俣語)、

もし受験教科から仕ずれても学習する宮欲がもてるような形に授業計画を組み直そうとする動き(数学)が見られ

た。

A中学・高校は、進学のための学力の向上をいっさい考慮しないということではなしそうした学力を高めるこ

とも劃見している。進学指導も否定しておらず、生徒の進学目標がかなえられるように特に高校3年次では受験対

応型授業も実施している。しかし、狭い意味の受験学力だけでは、大学進学後や大学卒業後の寸分な学習・研究や

活動・労働を保障しない。同校は、無味乾燥な受験教育キ知識量理軒撃型授業でなく、学ぶ意欲と生きた学力、ある

いは世界や担金の現実を学ぶこととそうした現実を学ぶための学力を身につけることを教育目標とし、それを目指

した実践を展開しようとしている。同校の概念を借りれば、「学力Jと「学習能力」の両立が求められているので

ある。
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2 生徒百保護者の分化

では、こうした思念と実践は生徒と保護者にどのように評価されているのカもアンケートの集言博吉果からは、お

おむね同校の教育理含沖実践は肯定的に評価されており、全体として満足度も高いことが明らかである。この点か

ら、同校の実践はまずは成功しているとし、うことができる。

しかし、こうした肯崩笥平価と満足度は、高校3年生A大学進学クラスとその保護者において際だっているが、

高校3年生他大学進学クラスとその保護者においては受験対策の不足感という点から低下し、高校1年生とその保

護者においても学力的な面での学習指導の不十分感という点から低下している。特に前者(高3他大学進学クラス)

においては、 A中学・高校独自の「世界に通用する 18歳」を育てようとする実践は、受験型学力向上の障害物と

さえとらえられかねなし呼頃向が一昔日に見られる。また後者(高1)、特に内部進学者とその保護者では学力面での不

安が強い。

つまり、同校の思念と実践は全体としては肯定されつつも、生徒の進路目標の差異や内部進学か高校受験で入学

したかで、意識は分化する傾向があると想定される。この点は、アンケー卜のクロス分析や生徒・保護者各層への

ヒアリングを実施しなけれ倒月確にはし、えなしが、大学受験と学力がこの意都地の軸になっていることは今回の

アンケート分析と保護者ヒアリングPからはっきりしている。

A中学・高校は、新設校ながら相対的に高し、知名度を道内で得てはいるが、進学型私立中高一貫教育校としての

共通したイメージにくくられでもいる。また有力私立大学の附属校であるが、そのお膝元には所在していないため

他大学進学者も多く、半附属・半進学型という特性を有している。さらに併設型中高一貫教育校であるため、 A中

学からの内部進学者と受験による入学者が高校には併存している。このことが、上のような意識分化をもたらして

いるのである。

このような分化した層にいかに統一的かつ柔軟な対応を取ることができるかという点が同校の大きな課題とし

てある。来年度から高3のA大学進学クラスと他大学進学クラスというクラス編制をやめる予定であるが、この課

題については今後も一定の前背嵩呉が必要ではなかろうれ

3 中高一貫教育の評価

公立の連携型中高一貫教育の場合、従来村尚関係をもたなかった中学校と高校が協働・協力して教育を新たに

始めるもので、あって、導入の前後で変化を計りやすいところがある。しかし、 A中学・高校の場合、管閣議へのイ

ンタビューでも、中高一貫教育が当たり前であって、中高一貫であるから何かを新たに行うというわけで、はないと

いうことであり、その効果は判定しがたいところがある。

私立のA中学・高校の場合、中高一貫教育のもつ制度的特性から成果、効果を見るということは難しく、その学

校の独自の教育理念や目標、実践がどのようなものであるかを見なければならないということである。教育理念や

目標のあり方で、中高一貫教育制度はし、かようにも使えるし、変形できる。したがって、同校の中高一貫教育を評

価するには、その制度的特性よりも結局はその学校の実践の質を問うということに行き着かざるを得ない。

そう考えると、つまるところ同校の教育の評価は、先に述べた「学力」と「学習能力Jの両立はいかなる形で実

現しているかという点の評価にかかってくる。この両立を私たちほ思念レベルで、は評価したいと考えている。しか

し、その現実態がどうであるか働棚は、今回の私たちの調査では、生徒ヒアリングなども実施できず、不朽士な

ものにとどまった。ただアンケー卜からは、おおむね良好な評価が見られたとし、うことになる。

もっとも、繰り返しになるが、ここには先に触れた生徒と保護者の学校認識と進路、学力による分化の問題が立

ち現;h，る。

4 私学教育革新の可能性

ハh
U

F
h
u
 



私立中高一貫教育の現在

A中学・高校は単なる受験進学校として栴生していたのではなく、進学要求に対応しながら、同時にそれを越え

る実践を試みている。これ出隼学実績のみを競う傾向をもっ私学教育の革新を図りながら、今日の少守化のもと経

営問題に対応せざるを得ない私学にとって新子可能な実践の方向性を示しているとして受け止められよう。

その際課題となるのが、生徒・保護者の進学要求である。 A中学・高校の場合、その教育現念と実践を脅かすも

のは、受験指導キ学力対策の要求であった。特にA中学・高校の場合、その学カランク的な位置からして、生徒・

保護者は強い受験指導要求をもっていると思われる。そのため、同校の独自の実践の意義が寸づ長に瑚枯れない状

況が部分的に見られた。

これは同校特有の課題とはいえまし、高校全体に覆し、被さる課題である。定員問題、経営問題に敏感にならざる

を得ない私学にとっては特に直面しがちな課題で、ある。

先行研究で取り上げた刷11洋は、私立中高一貫教育の台頭について社会階層変動を決節句な要因ととらえている。

しかし、もu全会階層との関連のみで私学の台頭を説明す寸もば、刷11自身が資産なく高学歴に熱心と性格づける「新
興中間層」が向かった私立中高一貫教育校が台頭してきたことの構造的歴史的必犠牲も強まり、「高校教育改革」

の展望は悲観的なものとならざるをえない。

特定の階層にのみ享受されうる存在として私立中高一貫教育校は存立している。改めて私学助成の増額が求めら

れる。しかし、「私学の自主性jキ教育実践の質という視点を前にすると、単に私学助成を拡充すればよいとし、う

だけでは不村長であろう。つまり私学教育の革新の展望の必要性である。

生徒・保護者からは絶えざる受験指導要求が沸き上がってくる。また私学は経営問題にも対処しなければならな

凡さらに私学の高額費という問題も残る。そういう中で、私学は、安易に生徒街専市場の論理に迎合しない道を

選びうるかが問われている。「学力」と相乗するようにその独自の実践を組立てる方向に1つの展望をえることは

できないだろうか。独自の実践について迎合でない形で保護者の瑚平を求めること、実践の力で理念の実績をあげ

ること、こうした方向に私学教育革新の可能性を見たい。そのような実践の展開が他の私立中高一貫教育校でも見

られるかどうかは、今後もっと事例研究を積み重ねていく必要があろう。

日有国本稿は、 ~11筋堂大学教育学部の授業科目「教育行政学調査実習J (2003年度前期1)IこおいてA中学・高校の中高一貫教育

を対象凶子った調査をまとめたもので‘ある。調査を実宿するに当たって、同校校長、教頭@名)、親命 (2名)、保護者(2名)、

相鉱白骨滋樹1学事課主査・主任は、ご多忙の中、こころよく対格していただいた。アンケートに答えてくださった方々(岡高校

1年生・3年生とその保護者)を含めて、各位に厚くお礼を申し上げる。

ヮ，
戸

hu



高校1年生へのアンケート

A中学校・高等学校の教育活動に関するアンケート

①高校1年生へのアンケート(2クラス実施、回答数回)

⑦出身申告世枝はどこですか? (0を1つ)

1，~立中学校:…竹町一一ム…一…一~…アコ汁

12ι…Irl' 11 3その他目 11

| 細書目川

L-o  10 20 30 4 00U  

*1の所在地必胡il!/34(.花使府"20.O61ffi5. }fゅO;ffi3.iI~甲府"2.lil1ffi人 :ttJ1;.ffi人 J!f.Æif{ffi人 ~if{，町1)

道局地世才16(JAll/ffi.J1JIlr.世.荷'5!ffi. 持軍若ffi. 赤字周r. 品‘府調r..:ø.理r. JJlj#IfT. 量r~lIT. '"茶刻rr.
f1JIit.珂r.11郷町~ 17車ポ坦r.震liJttf'番人:ttllliS2)
iXIf.2(，掴，.111.脱出耳府軍事υ lelt.牢'1-3

事3その他インターナシ3ナル.;{ク-1'"

30 20 10 

2宜性

無回答

③どうしてA中学校・高校に入学しようと思ったのですか?(Oをいくつでも)

:1 I.A大牢まで量験が以て過学できるからとコ 10

2.A大学に眠らず大学入院に強い宇枝だからc:::=::コ 12

a 近いカら i，，; 'v~

4 公立の中学H高校にIt行きたくなかったからおZマ~宙開日

5都活動があったから

6学校由陸慣が克書しているから E二二三三三了τ

7. 量蛾勉強に一辺倒ではヰい学校だと思ったから~竺:!I 10

8.ユヱータな視軍が畳けられると皿ったから

a白骨由学力吾伸ばせる学技だと思ったから l二通量翠謹二よとP

10淘外研修旅行専の国陣化粧宵が盛んだから E主主空T宅F

11.中高ー貫故に遭い売かったからc!コ 6

ロモ由他 I"，，r.;， .，i>i '~}d 15 

無図書 10

②受験は誰が主にすすめて決めましたか? (0巷1つ)
. ~"""_ c一一←一一?一--十一一一一一一
1自分だけで・ v 

2 肱兄弟.先生 -

3主人、先窓口，

4その他匡

鯛回答恒 1 -.， 

'-

'" 
事4その他:
r8fN:ItJ 
rl置でt，I".'PJ
f中学虜'fN3(/)f守'Hi6.学~!t>>也1>>(t 1t 1éMt l，た'>>11:，)

r8fN:ltejf;!tJ 
r8#... ;lO.J 

0最初にあなたの性別を教えてください。
「一一一τヶー 一一て一一一一円

い目性川川門前町仇 144 

50 

*12 その個 r~\JtMに1651:>>''3J…2)..

rttlJtl=Jjg>>ゆJflttfl=liJt=>>.った'>>'61

rlf.(.ご更'Urg>>'é'j>>'IiÎ.乎'39~ヲτLまっtとか'3Jr$ø;~Ull'l-t=ピ.~";ゆったか昌J

fλったご止によって得点tl'Jに'fftl士つeJf.つt=Jr8#1.ごど'')1111).草学O;.だ'eJf.っt=>>''3J

fλ宇lL.t~;j 1つ止'$Ø;f.ごλ，ftgl1!:!J>>(r.;.ゆったか畠JrItJlf>>(-fj.だっ止か'3J

40 30 20 10 。

に通ってみて‘今は学校に対してどう思っていますか?(0をいくつでも)

一「

1ゆとり由fあってじっくり学ベる仁三三三]10

2もっと慎重や楠冒を増やして依l.L、r竺竺竺竺竺竺:112 
a畏敵対績が足り郎、c:::コ司

4 畳験対蟻を充分にしてもらえτいる I士竺::16

5.文学や聴軍について学ぶ櫨舎がある E W 

6.大学や聴需について学ぶ鴎舎が+卦ではない I一一:-lB 

7 英撤回理社司援軍が頃突していて関心が膨らんでいる仁三コ5. 

8.地雄市民や土眠授章などの特色晶る慢畢にやりがいがあるC====::J121
9田部活動回行事・謀外活動が盛んである E.'ι 仏、>"，'j，'

10郁宿働行司匹露外活動がいまひとつ充分ではないτ竺竺竺竺竺づ 12
11.視量で国間感覚や情報舘術が身についている実感がある E三三三三三=さ竺=コ 1

12勉強白面白神社舎の聞掴を宥える大切さ在感じさせて〈れる E竺三三;::;;;::]13 

13学校向の施肢が充実している Eここ2二了 " .事?川野

14.施t量がもう1>l.充実していればと思う亡竺竺:16

15.その他仁三H

無回答 10

Qυ 
r
D
 

fゆé!l>>~富，t υ

r;r;lliAli>>(*ιAO;I=，組理事苦tつJ
r8$1!t1~か !I#II- rlflff-Þμ("'é，ごð>>(，串gJ

事15その他・



高校1年生へのアンケート

1 中高に遣って継続的・計画的な慢撃が行われている π本官有宵市す珂ヲ

2 中高一貫だが、あまり継続的・計画的慢業が行われていない E淵~

3.ゆっくりと自分の進路や将来を考えられる停車台す

i 4 のんびりしてしまって学習や自分の進路‘将来の目揮について考えられない
5閉じま遣と8年間学校生活をおくれるのが良い

6.6年間同じ学校だと、人間関係の広がりがないのがつまらない

7 閉じ先生lこ8年間お世話になれて安心である

8 先生がずっと同じなのは斬鮮味がない 10

9.高校受肢がないから、畏践に集中した勉強をしなくてよい

10受験がないからあまり勉強しなくなる

11その他"

4 

事11その他 rN.f:"t>I;/:!If-IO!Ef:o'i;.J;t'正tl.(t.プログラAで#つできf:J:去に1!!'}j
r~の学'/;tl;/:，矛S点ó白書ι だ'b.だと8元定lEl;/:!It.たすべきだJ
r，戸'~-JU}<ttl=lJfiflb;ð(-1t.ι.p1j.~t 1t1J.が苧掃リ

⑥将来就きたい職業は何ですか? (0を1つ)

7目芸術・エン事ーテインメント関係 E己主主一

B.研究聴・技術職 E-'-.-
9.国際的な開業醐鰍同九戸勘... 制 ψ柑日制蜘i鴨 W"'・11
10.その他 18
無回答 to

O 
'---ーーーーーーーーー---一ーーーーーーー『ーーーーーーーー一ーーー『目ーー一一ーー

叫その他 ril/lvra61，茶'11廷IJIM/JIjrマXコ';;j

10 

=l6 

6 

18 

ヰ詞 14

8 10 12 14 

2 

20 30 

1自分の学力レベル、偏差値 官崎健制事問、ぷ味本税制執帯植 'h.-'\~~同伊川畑軒三官為司 36

11 

2.通常の英撤回理社の根寒から得られた関心

3.地lJ市民や研修旅行などの活動、またはそこから膨らんだ関心

4.土曜蹄座や法律漬習などの特別立視集から得られる知隙・関心

5.部活動や生徒会主どの慢案外活動の経験

6.日常的な先生や職員たちとの交流からの啓発

M i;t;";尋近辺容rτ亙烹で112

7.左人との眠らい

8 視の意思

9.その他

無回答口 1

。
車9その他 rJ耳亡先B止i;{合引止P.!:JI!って浩.j

riflJ'i;oJJ.I!/jrE/王子ogilJjrE/ffoHi!(，."::1/o!J'i;j
r{>!lf::t' •• Of::bf.ピ:jrE/がO/..l士山ご.!:j
rf'j々(，..~.!:苦著Zてjrfl:if，の'm車窓?と/
f中学'o#すでに宥:;;:n1f=jr，中学'#ftOIll!lO.厨身J

81 
10 

10 

-60一

17 

り]20

20 30 40 



50 

高校1年生へのアンケート

豊望校の進路指導について求め旦盟主金盟主"j"h'':LiQ主恒三主主1一一一一一一一一一一
r----叩山rωー，ーーーー--1 叩町一制等叩叩叫「ーー-ー叫

大学由学部、就職、専門学校全般の情報 r J脳同制W 加崎略婦欄桝府肺叩畑町r 制吋. "".'...""'"叫同、可叫 側、リ

2好奇心を揺さぶるような慢業や限外活動，

13見学・授業見学、就業体強・イントンシッブ、大学生や社会人との懇麟 i"， -，!Oj 1<<" ""，，，，.，1 ~ 

4学校の指揮にはあまり期待していない亡三士三士三コ9

5その他亡士士三コ 5

1 無回答口 1

30 20 10 。
rtt5tA.i:L-でのマナーJ
rt;!HJPiのJa"(J#~リ if:L- で~fiL-tIJ 
f宇治テス升で，'t11:$1111<(/)&16耳rlB~J

*5そ田個:

⑨大学はどこに行きたいですか7 (0を1つ)

l -F  2 その他の日本の大学医翠::::;:

3.海外の大学区E担型4| 4 耕……に叫明は聞…行
無田答阿 t

70 60 50 40 30 20 10 

[⑨で1と答えた人 A大学進学希望者のみ回答]

ιみ 討ももっ，，~師、 A “官、が柑叫Hベ 日 ~ ./崎叫 6 

1 ，k:W>>'t"<.1...;j込 ，，"，向 4

、ド白，O.-'N' 6 

3 

。
6 4 2 。

[⑨で1と答えた人 A大学進学希望者のみ回答]
IB推薦でそのまま立命館大学に進学できることについてどう思いますか7 (0をい〈つでも)

E士士士竺士竺竺竺竺 -r田町田町一
1量u勉強をする必要がないから.余裕を持って高校生活を過ごせる r一一一一一一一一

2 lI!醜勉強をして入学して〈る人との学カ差が心E

3 lo伎の時点で.文学通学後苦且揖えた勉強b'句者る

4推蘭してもらえる2島、他大も含めての幅広い週路を考えられな〈なる

5権蔵か安駿かを置ぷに当たって、進路幸真剣に考える楓会がある 10

6檎轟か畳融かを置.o:唖lこ.進路決定に11¥ってしまう

7その他 t

..回答 10

占孟:;]5

L 
10 

[⑨で2と答えた人=その他の日本の大学進学希望者のみ回答]
危なぜその大学に行きたいのですか7(0をいくつでもi
1 その大学でこそ学びたいことがあるからと~プ士士一一一一
E 畏践で自分由力苦賦してみたい1"+1-.w. '~'.，..1 8 I 
3，やりたい部活動がある回 1

4，家庭の事情 I'%"k .' 

5，その他毘翠冨霊E2豆216

無図書1a12

rsfLJlIIJ'IJtfJtJrGJ 
r;ォ't;!，にぽ伝曽'1:t1tJ‘GJ

111 

10 

fit.flll，ご'1iftJ1:!tJ1岳J
fHIIJ 

*7その他・

円高μ• Jif#ヤダか品J

噌

E
4
P
O
 

事5その他:



高校1年生へのアンケート

l.A伎の英語の鰻案や研修綜行などを通じて関心が高まっ 3 たから 。
3.海外で自分を唐音、将来園田署的な分野で仕事をしたいから ~ '/'P-'"弘、J" "F'Vず出、、'，，， '，.，.~ 3 

。
無回答 。
。 2 3 

一一←一一-

[⑨で3と答えた人=海外の大学進学希望者のみ回答]
⑬なぜ海外の大学に行きたいのですか?(oをいくつでも)

1 
⑮学校外で何か勉強をしていますか。 (0をいくつでも)

;i一一一石忌孟12
2家庭教師t:=::コ 9

3通信教育t=コ 51 

4. 何もしていない巴~己三三五午

Eその他1!!13

無回答回 1

80 50 40 30 20 10 

i i 

一一1一一」

治~^~t.:'W:;

[⑨で4と答えた人=大学にはいかない人のみ回答]
ぬなぜ大学進学はしないのですか。 (0多いQ主主L

1

1専門学校町…w-…
を修得したい 1--'- 預~，

2.就聴して早〈社会に出て働者たい 10

3.大学でやりたい己とが見つからない!日

4 その他乞手孟己ぷムムー

無回答 10

同その他 r#.智'."で'JIJNJ

5 

円炉守一-

F・R四国胃
「一一
5 

[⑮で1、2、3と答えた人のみ回答]
健主!主なぜですtJ¥?(Oをいくつでせ

1回学技だけの勉強じゃ足りない品市立ヰιU

2学技ではやってい主い勉強を補いたいからt:::::::;:

3学按田県畢について行〈のが大置だからt:E::::::Z:ニ孟孟プホ

4回大学畳肢を宜院しているから E豆豆!!::!月

6.がやっているからt::::::::;:

6目そ田他t:::::=コ 2

無回答 10

o 

⑪A中学校・高校で学べて満足していますか? (0を1つ)

[一一…川1.1孟，¥I町制 ，.~，!'\:.<; 灯 、判 "'~ 九~'"，，，$<， ' 渇副娘除似之桝

E いいえ 怜吋開柳恥アハ川厄r九 'AX"， ~ 唱叶叫1叩5 ! 1 | | 1 11 

嗣一筈一午t'1":Y:'"1" . ..115 川
10 20 30 40 50 80 70 

L__，_ーーー ーーーーーーーー一ーーーー『一一一ー一 一一一一一一 ーー 子一一
本理由はい→ fごの4色紙1:.pJj.... .p~漕'"，""b'ったごと止か.~þ1j.~Jj Iつ佐λtPつほ't 1t lgn'6J

rf!々 S溺'l=.aNT!t'i¥A i合虐ゆでたλ~.!:ODtT!"i\D'GJ
ráp:ki.重点ピ成建足止D'GJfáμ，}f!t~，にïlJ<・!I.旧事正たか昌J

(f;t〆IJI;fJj..<ItUIltlte.規軍司tt:f1.)U'Jrll々Jj."O#ii!fI/JDtT!.. t::D'GJ 
rl曲f1.)，忠世T!I;/:I~，晶化学同Jj..t'.i!:学べi\f1.)で刊l:Jñ(tl.ór.:串<5J
rl歯切首学吋Jj..t.;:.!:.品位震でd宇宙μご.!:t~t ψGJ

r:r<Ji1I喧ilõi\ゲ'.!::中学 T!f1.)MÞ!/~在来たl-.iliBμ悌#tできたかGJ
rft実L止』軍司'T!，宇%だ'lT!"i\l-. 邑i/fð'.正"Jj.1lfI/J，苦庁，， 1口'pで~B，帰tPt υ
rA/NT.[，J6.噂'Dtaμ'Jf/!l!ff1.)学I>>Dt.1:Dわn''['6完'$で，.. t:D'GJ 
rn .. Jj.，郁彦苦l-n 'i¥D'GJr1.'.rtJ:!lI;/:l.itl--3ιυ 
ra付JJ!<tJj..t'Jr.肪ζ'a<甚JJ!<tJj..t'lt.!:'.e，吉GD'8';'i/;f，湖沼't:!D'GJ心底対7:;1ーJ
rO:i1J.J:殻:tt.!:'. 卓~l-t ';:.!:tl5i\D'GJr~陣;L. t'nI6J
円政'6ltáι lIf!富山事自悦ヨ古iffD古車牝で'{， llié1!Jっτ~'i\D'GJ
f勉If:J/lGJj.'μf1.)T!li:ベムk5JJ(，串!I正世私1j.;iG:I弘t:1I1ご'16ItJi1lsl-Jj.'ltltlil-予ごす盆宕T.[，f1.)Dt*，t'f1.)T!J 
r;:の事従のシZテ'1./!I#，に鋸慨苦tっかGJ
rJi1lsl-て'I;l:.tIltJj..t 'D'GJ ra"，7.ンロール{;.p車問Jr:i6.方'!E'、f1.)lf.沼J
円持'/IMi¥1#案通匂ってよtW. !/Ul:tlJlfDt不チ'!ft:!.!:J!!ヲ.(A:kl=.スi¥D'G??)J
r，眠;j1fJj.'.!:'f1.)iliT!I;/:A完'l-n 'i¥Dtm.l;/:iIo.古'liii.首みが郎、J
rm.f1.);iKl，'7.t'-FDti軍<"C".つtI7:'L I/tJj.~t 1>>16.)弓f*f1.)}f!tf1.)度東'.ettD'!I?Gt'J 

⑩量後に将来の夢iま晶りますか?あれば教えて〈ださい.(任意で記述)

rlE~閥復J層白"HfÆíf1.)概押』曹'I#.!:D'JrtJウシ古ラー:/r/t/IÞ!4f1.)IEHJ r-r，ルど属加原j(鼻紙デヂ'.(.シ東S叩!I)士μIJr!，lf;!;，学者'.Jr.T.~市都停の占F栗田銃身苦l-t:ι 'J
rll京'fjfiEl=.ll，原.o"串!I正仇li1JIU;I:.:tt:kTf;学o:t::t怯母完n..[，f1.)T!. DtNI;!'ってIJNl-<:It:kl='，ス !lt::Pで rj自立で'1;/:Jj..t.式苧へ品商事l-t:Pです~ -f"l-"C"./.;s，舎に不EidJl-Jj..t.!tilfi!:l-たt'J
rf.昔，官官'~Jf#II:J:. 1.'，必誌が:J:.1r.宮jrMIEJrr，こ;:'t'IIJlIUt1!iI=.Jj.'!lt::t 'J r/!l!ff1.) ..  ，に'/!1M昔帰つれ'i¥:kAに'Jj.'!lt::t'JrAの邸'=..rt"C"i¥U:夜If.干7IOJfMiJMf1.)，ロオλJ
rfTIJ':lIt. Jj.'I='D'I1IMi!:/fIIRl-t::!I. i!flal-た!ll-τ'!E/'ま1f:1lD'I=U:t..tl-<I;/:. iN官T~A匹苦a併常'Jj.'ël=J r'I;I:.!kt.ご1#τ'!2.[，tf1.)でわ
f申告包括品目指点にJj.'!lt:ι リに!t，骨'.D'IIl，械か害活t'!ヨ~/Kf1.)j告企'D'..'Ii#で去五古f1.)U:.If:l-たt'J
ιzデュヲーデ1かがヨロボ祈Zテス.t:'，宇品 l-t::pJf~lRi会'1IIRfI(.'/!I王子四究班方正fEって~....止ιυ

rT!i!'ItI;f. mi#f1.)4置河/ご'Jj.'w:t'Jrmo在互舎に却て宏司rl-たιυr/!!.fP.i!:Jlt:ι'J
r;laRqi8-1'D'~j.まま"jr;la，宣聞賞手に'Jj.''['JfIR政'N!. T!t6iIIl;/:. ik4fi!:骨って"t.τ二月fIll=.(，:以止P.!:tJ!lP必LたJ
fバ'o(;r'.l:.-If:f!って山i¥f1.)で，OJl!i宥'l!JIf:U:PT!T.ilõi\ι '/;t創慨にスって~..[，四百~iIf，界'.ë.っ吉t!tii!fす J/ll-PですI

円
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高校3年生へのアンケート(A大学進学クラス)

A中学校・高等学校の教育活動に関するアンケート
②高校3年生 (A太学進学クラス)へのアンケート (1クラス実施、回答数42)

。最初にあなたの性別を教えてください. ①出身中学校はどこですか'? (0を1つ}

男性汐仇物物協叫20j
色女性同一向閥的22! 

10 20 

1 公立中学校

10 20 30 

②受験は誰が主にすすめて決めましたか'? (0を1つ) 叫ømtE~量 I/.M/I627(IUJliffl4・!rJJliffs.:I/;11i4iff3'子'JliIケ3・ i!flNJ:iffl ・$SIT1J

40 

1.自分だけで 20 4宣月'Je/.ia(IBlKiff.IfJriff.Hiff'$iliiff'J/iM6T.;;.l:6T.;if*6T・I/.:tc，耳7・tlXl#'吾1)

i8f1.2t子J/tMiJ膏)JJiff・掃'1ff1111fUAiliil守番1) 1è1J~:t.2 
2.親し兄弟.先生 119 。-foli!l /RJt:ltJlji61.骨'1f;*，'#III$I/.Mtþ:!J!~1
3 友人.先輩 圏1

4その他 圏 z
無図書 O 

10 15 20 

*4 -foli!l: rlllftゲンヂンXクーノルの'1Ii!EJ

③どうしてA高校に入学しようと思ったのですか'?(0をいくつでも)

1.A大学まで受肢がなくて進学できるから % 

2.A大学に限らず大学入試に強い学校だから 3手 "7..m勿タμø 必(:~多ノ初 5 

3 近いから z 
4.公立の中学・高校には行きたくなかったから Z 7 

6.入りたい部活動があったから !1alI2 

6 学校の設慣が充実しているから m 

?受験勉強に一辺倒でl~rJい学校だと思ったから 3 

8 ユニー?な慢草が畳けられると思ったから ぉ 5

9 自分の宇力を岬ばせる学校だと思ったから ι:o W//..w//h. Wd/#/Aヨ;x: 初抑制 9 

10海外研修旅行等の固限化教宵が盛んだから W//，~ :o部移 ~ ~15 

11.中高一貫枝に通いたかったから O 

12.その他 ~ o. ~ 12 

無図書日

。 5 10 15 

*12子.on昔・ rli!l/.ごfj~.が':!J!~，j'r..""IJり1::，j'i;J. r~\Jt，に庁ョ止岳:!J!~苦'Hð'J~，jI/;J. rJtl，j'完~ðtt.止:!J!11だっ止，j'i;J.rI/.MでレベルのI~/， IJ自Jtt!"止8でJ

riElf1i ¥.A.，j't '-f;;.だっ止，j'i;J.r，晶、」士I=M喜止>>IGJ.月曹だか品J

④A高校に遇ってみて、今は学校に対してどう思っていますか'?(0をいくつでも)

1.ゆとりがあってじっくり学べる

2 もっと慢離や補習を増やして猷しい

3 受験対震が足りない

4 受験対績を充分にしてもらえている

5.大学や眠聾について学ぶ機会がある

6 大学や聴業について宇，主機会が十分ではない

7.英数回理社の慢車が充実していて関心が膨らんでいる

B目地味市民や土曜摂離などの特色ある授聾にやりがいがある

9 郡活動・行事・課外活動が盛んである

10郁活動・行事・1里舛活動がいまひとつ充分ではない

11.慢単で国際感覚や情報技術が身についている実感がある

12勉強の面白さや社会の問題を培える大切さ在感じさせてくれる

13目学校内の施設が充実している

14 施肢がもう世し充実していればと思う

15.その他

無回答

Z盟 1

Z盟 1

降ll!l1。

:q/////. 

W//6V..o1 

。
。

:W///h 

5 

3 

" 
'~/ ... //. 

(;."//;~û: 

"，n. 

!5l!I3 

5写 12 

~9 

日 11 

7 

!l:I8 

7 

" 

E 

10 

18 

20 

20 

20 

*fS-foli!l: r，書:!J!~l:t'去四/ごと品Þh.itjðn ，~.，j'T~J. rl宇事#停泊佑ごl:，j'~Tðτ. fII.A. Ø~世'/IM';J;iI?!I'ltj曹で'~r...t'J. r31!I1，j'lIIt'王子'.8々オ'~J. rlif~守政庁:>>':t串つ Cオ'*Rt'J.ri.富L り
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高校3年生へのアンケート(A大学進学クラス)

⑤みなさん1M中学校出身ではありませんが‘
A校の中高一貫教育についてどう思いますか7(0をい〈つでも)

1.中高に渡って継続的・計画的担問躍が行われている

2.中高一貫だが.あまり継続的・計画的慢撲が行われていない

3目ゆっくりと自分の進路や将来を考えられる

4.のんびりしてしまって学習や進路帯について考えられない

6.同じ友達とE年間学校生活をおくれるのが良い

6目人間関僚の広がりがない由がつまら屯い

7閉じ先生に6年間関結に肌て安心開 1

8.先生がずっと同じ屯のほ斬鮮味がない

9.受験に車中した勉強をしお〈てよい

10あまり勉強しなくなる

11その他

最図書 10

3.専門職〈医者.#担土.教員等)

幽 1

7.芸術・エン宮ーテイシメント関係

Zll0 

無回害 10

。 10 20 10 

-ftlJ{fI: f，中学~.ól岳来Þ-'F<:~./..でピS手'f=ltfl'1B1>J. flt:!J!fI'6t.t手/;I:;rτ/ご品‘t'T:"Ii1Jtfl佑'fI./..t'<:IJ'7J. "'0 -ftlJft1: fマスコSJ. ιズター)M~クシ古ヲ・づ.r:ジャーナ1);;(1oJ

flf;(;fj，にll1lJfI'/JJT<:'(!!ヲ'.1.f/ts'lf=ilt.. ~t υJJ!f.JlJ!.'tリ.ぽ軍'l;l:RPfIιゾ.
flA~置にのÞ. /JIIIII.正'ið;/;lJiD6J!.'(1fった'6'JJ.n世~:tIJ1f~て.t6/JlJ. f .I:<l>fI'6品1υ

1.自分由学力レベル.幅珪値

2通常の英敵国理祉の授難から得られた関心

3.地I車市民や研修旅行屯どの活動.またはそこから膨らんだ関心

4土曜情座や法1*演習指どの特別な慢量から得られる知筒・関心

6.部活動や主徒会屯どの慢韓外活動由経験

6 日常的屯先生や眼員たちとの交流からの啓発

7.宜人との栢らい

8目親由意思

9.その他

無図書

ト

四 3
""N. 'U，u，，"，， 

。

位三2主主1

15 

10 

7 

山岨 5

5 

6 

5 

11 

10 15 

.g -ftlJfI!: fS草rtlJ!E，晋'fI'6{!fRJ.flt:!J!Jlfefl'6tlJlJlI'心'J.f/il*tlJIJJ. fJ町北吟晶子tlJlIl!Jflf，串ョ止JJ:世'ltlf.での'iifl4t;iI/..て':!J!，(，だ'i::<:fI'*t'J
f .J.:!J!lI!fI'6tlJlf<f;，のみ'J.f/j.;!t 'IIfD'品世IJt:t.ごとの実'l!ltlJ!:，必'J.ffilj，辛点て4哨1υ• fOlttlJlflfJ. f:JtiltJ. f，草花J

⑧学校の進路指導について求めているものは何ですか7 (0をいくつでも)

1 大宇田学部就鴫.専門学校全般の情報

2.1子奇，t，吃摘さぶるよう怠慢聾や限外活動

3目穴学見学・授車見学.就単体験'1.ノ宝ーン
シップ.大学生や社会人との懇践

4.学校の指埠にはあまり期待していない

12 

10 15 20 

[⑨で1と答えた人 A大学進学希望者のみ回答]

⑪なぜA大学に行きたいのですか7(0をい〈つでも)

1.A 

2 高校で受験勉強をする必要がないから

4 北海道を出てみたいから

無回答 10

16 

16 

10 15 20 

2 

Fプナr"1
1.A文学院

2その他の日本の大学既習司3

3.海外の大学園1

4 文字にI~行かない 10

無回寄 10

。 10 20 30 40 

[⑨で1と答えた人 A大学進学希望者のみ回答]

⑪推薦でそのままA大学に進学できることについてどう思いますか?

(0をい〈つでも)

1.受験勉強をする必要がないから‘車硲を持っ

て高校生活を過ごせる

2 費験勉強在して入学してくる人との学力量が
心配

3.高校の時点で‘大学進学1まを見据えた勉強
ができる

4. I量珊してもらえる為他大も含めての幅広い
進路を考えられ屯〈屯る

6. I量11由、受験かを週，l;fこ当たって.進路を真剣
に考える槻金がある

6.推草b'、受肢かを週，J，際に‘進路決定に焦って
しまう

7.その他

無図書

10 

。 10 20 

21 

.5-ftlJld/: fl町尉膚r，drt1t1p)てJ "7-ftlJ館:fOlttlJlir.7D'<:.n.TtlJで'LILυ.fll:Jtっ6tυ.f:!J!l/lil/6{tlJlff=:M1I苦JtfJi(f'ご辛';(TtIIs幸fI也T.
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高校3年生へのアンケート(A大学進学クラス)

[⑨で2と筈えた人=その他の日本の大学進学希望者のみ回答⑨で3と答えた人=海外の大学進学希望者のみ回答]

⑫なぜその大学に行きたいのですか?(Oをい〈つでも) ⑬なぜ海外の大学に行きたいのですか?(Oをいくつでも)

6.その他

1.その大字でこそ学びたいことがあるから跨窃藷窃務怒沼窃滋窃揚揚諮瀦磁器揚綴語窮藷努14

2受験で白骨の力を試してみたい 10

3.やりたい郡活動がある 10

4.家庭の事情lWi

無回害 10

.5 f:ofl!i: rl停'lfoJi:lt1"T>J61:tで品畠i>1".. J 

⑮学校外で何か勉強をしていますか? (0をいくつでも)

1.塾 10

2家庭教師 10

3.通信教育 10

4 何もしていない 9・描

5.その他

10 20 30 

N f:O$: rj曹'~gJ.r/!l王子で'J.r/!l'J

⑮最後に将来の夢はありますか?あれば教えてください。(任意で記述)

1.A枝の英語のf聖業や研悔旅
'COO: 務 t 

行などを通じて関IL'が高まったから

2回日本の大学には行きたいところがな v 
1 

いから

3 海外で自分を磨君将来回陪的な分
野で仕事をしたいから o 

4.その他。

無図書 。

⑪A高校で学べて満足していますか? (0を1つ)

1. 1~い

無図書図1

本理由 11~い

r/!lfJOi6Jl;l-止L'ごとifi6Jl;で9たか昌J.rfl!loliiflAで'1j:!J!--<t..，μごと's(J!:(，予〆(，i!ii>s'岳'J.

rfl!løliiftRl=Jtベn./~R.ß'ョ企ß't.'J. r，甜申:!J!IAで'ljで'ttt.'L'1111ω•ff.lifI#1合'lJIliflbt.'，どJがでま士

山-5{.I-31，伝ン(s(L'i>出品J.r/!lfJs幅t/!:でさ舎止s'.. J. raTI'Jt.'iiiI=fI1l-て"fj，忠実'l-<L'i>s'.. J 

rlifRJff，庁's(A!Eoltで，*，舎t.'liflltif痔ョ止とEヲ止措J.rRL鳴'!EJ.rtRIIß(/!IfJiご~ヨ止ð')J

rllJ'.lo申レベルd傷.tteA軍'/le:n.i>J

40 
2いいえ

rlfJ!fiL'市tR.s'ったが'n.e.:!J!lAeLザ晶のIご'71l-II，厚f.of;穿L'o/j. /!IfJOlts'..lklt<L 't.'L 'J 

r:!J!，べで"Rß'-=>止と，/jl!Jって"t'i>l-.来てaかったé.(!J.予'ß( 'tヨØ-Ufl~苦!;I;(，νi>é.ご昌だ'él!Jヲτ"t，止d

rik/lfJ. rlliGt.'efi""て'(.，，，-， 'J 

rr.f守'lilJe.持i'Ji>oで'1jt.'(.f:ø賞品産苦舟串つつ昂向宮明書/ごっp，pきたμ.tlldi，μlU1ifJfて'i>Á f.ごt.''J，止L リ.rj;J~1J.望書に'ftllL止L'J

r;{ポ'-'YI=aT'J，止L'.fi::で'.*:!J!T!:!J!h，だごtι苦s'1".Rfl:IIJI=ljJ6.方'/!I$t.'eJf:ジャーナ1);{J.I=t.'って"l1!J'!.ifO-l-で''t!Ej苦ol-1>れ吠Sに'l-J!:L'.λ 苦々幸世/ごL止Lυ
fで'~n./~*:!J!Ø.Jj{iflifß'世i>!#I=tt:t止μ• 'tl-(lj/!lfJo>>iflt1ti>J:?t.'!#s(J:Lυr:l1:/liuJで'11..すこeJrdif!iifAfi>tt事苦すi>ごeJr，卦8貞1=tJ.-，って"YeJEl-止!/i，'i!f.苦岩i>J

r -1'JI4JOlfikllP白、 ro痕で'ft?J，rlk/lfl=t.'，って.サシカ-lJI.苦1k;ii>J.r8#，即応'i/(MifJð.!llé1"i>尉~/=1It，舎l~L υ.ræøl'JlfI:割~/=tt~止{.11. rJ世方仔'1Itf.ご'fiJ~品かのBで'1Jf1>'JI~L υ
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高校3年生へのアンケート(他大学進学クラス)

。-、M
『

U
-

4
C

一
だ一，、、-
て一
回え一
教一を一J

一

回
h
M

一
性一の一た一な一あ一

目

』

一l
-
初一最一O
「
1
1
1
1
1」

1. Jl性!日目~け噌"'ヤ 1 114 I 
} 

2女性 且
10 12 14 " 111 20 

はどこですか7 (0を1つ)

1.公立中学技ド荷~

2私立中学校 10

3.その他ロ:::::J2 

無図書盤霊室主翠ヨ3

J
1
1
1
1
1
1
 

r可::::l!I28 

L一一一一ー
10 20 30 

判所在地 ltila22(IUA;;抑止 jIjJlJ;/i6，l!f/Nti/i3， /}州市"2，子'JI;;ißl"lJilvす'4(1!f;岩i/i'帯'd;i/i'~障虜'i/i・ I/I~.町吾υL置が1(，掃員γ~/lffl 府閣の'1::4'))
時その他 /RJtil:lIiiAlltilf:k4邑WlI6IUf/.相手管/1t2

車4その他: r;:，.''.I1TまJ rt1lfN:1ft1 

③どうしてA高校に入学しようと思ったのですかっ (0をいくつでも)
1.A大学まで量肢がな〈て進学できるから

12 

1.A大学まで受肢がな〈て進学できるからPら 10

2.A大学に限らず文学入院に強い学桂だからfから同町7

3.近いから

az:;;::]4 

4回公立の中学・高校には行宮たくなかったから 3 

5.入りたい部活動が晶ったからt::::::::コ 1

6.学技の股備が充実しているから F

7.受験勉強に一辺倒では主い学校だと思ったからlO
8.ユニーウ拡慢寮が受けられると思ったから

9.自分の学力を伸ばせる学校だと思ったから

10.海外研修旅行等の固陣化教育が盛んだから

9 
7 ーすで--'--'..;-:::::--="，，-訂 18

11 中高一貫枝に逝いたかったから 10

12.その他 c

無回答 10

キ12その他(，公立/ご結告t:.d'<，1"'6A

④A高校に通ってみて、今は学校に対してどう思つていますか7(0をLい、〈つでも)

l 1…h 2.もっと侵寒や補習を増やして欲しい

3.受肢対僚が足りない r イト明、ヲ 、 ，何 ・". 111 

4 畏強対貨を充分にしてもらえている

5.大学や職業について学ぶ機会がある :::J6 

6回大学や職業について学ぶ担金が十分では辛い

7.英撤回理祉の授業が充実していて関心が膨らんでいる

8地疎市民や土曜授業主どの特色島る視察にやりがいがある 10

9.部活動・行事・謀外活動が盛んである :::::::]7 

4司 18

10部活動・行事・課外活動がいまひとつ充分では立い

11.授業で園田E橿覚や情報技術が身についている実感がある

12勉強の面白さや社会の問題を考える大切さを感じさせてくれる

13学校肉の施股が充実している

14施肱がもう1>L充実していればと思う

5 

15その他

無回答 10

10 15 

一 一一一一一一一
ホ15その他 r6.って"t 'ljご'，b!:1合ってL暗~é.ð世151 r(iift1 

⑤みなさんlまA中学校出身ではありませんが、A校の中高一貫教育についてどう思いますか7(0をいくつでも)
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高校3年生へのアンケート(他大学進学クラス)

目一-・-----一一一一一一一----一一一-，-一一一一一一
1 中高に遭って継続的・計圃的な授業が行われている ~==========~~16

2 中高一貫だカにあまり継続的・計画的授業が行われていない 10

3目ゆっ〈りと自分の進路や将来を考えられるし 6 

10.受肢がないからあまり勉強しなくなる

5 4 のんびりしてしまって学習や自分自進路、将来由目指について考えられ主い

5同じ主連と6年間学校生活をお〈れる田が良い E

6.6年間閉じ学校だと、人間関係の広がりがないのがつまらない 12 

7 閉じ先生に6年間お世話に主れて安心である

8目先生がずっと同じなのは新鮮味がない

9 高校受肢がないから、受験に集中した勉強をしな〈てよい 4 

10 

11 その他 ιー]8
無回答

事11その他 円荘重症:6f，曹につ，，，'r，，，， rl勘慨Ø/Gず'1=(，.-'.1-['え ι中表控訴討す常活'i!:hn ，.，.!:JI)ヨソ rA8 1ヨブヨÿ/-'1=5，劫ぽ坑n ，.，IJrn~串.，J
視軍.，，，Il書俗'.，J 乃fJ;;lf=lt.!:Pヨイメーぷ:kJ r，醐附品ず'1=(，.0'.1"旬J

⑥将来就きたい職業は何ですか7 (0を1つ)

... ....__Irw="_..... ..La.__.. __...__"""，...."蛇わからなしZ 公務員
3 専門職(医者、弁随士、教員等の国家資格に準じた職) ELL 

門
川
川

4.起業章{会社経営)10 

5.サービス業医

6.スポーツ関係 10

8 研究職・技術職

9.国際的な職業 3 

7 芸術・エン~一千インメント関係

10.その他

無回答 10

10 15 

学校生活の中で自分の進路を、どのように、または何を通して考えましたか(考えていますか)7 (0をいくつでも)

1目自分自学力レベル‘偏差値

8.観の意思

9 その他

伺、~キ" 帯話、叫、" 申 ち.- ， 20 

3 

。

。

2通常由美敏園理祉の慢業から骨られた関心

3.市民や研修旅行などの活動、またはそこから膨らんだ関心

4 土曜腸座や法律演習などの特別な授業から得られる知隙・関，[.0

5.部活動や生徒会などの授業外活動の経蟻

6 日常的主先生や職員たちとの交流からの啓発

7.友人との陪らい

無回答

。 5 10 15 20 

叫その他 rt!l:#(I).，志 rlf4苦(l)Jj.，ご.!:J rlilfI#JIf，庁かGJ 正若々 (1)11で'1，1;っt::J r1，'!:1，.!:/JU;・(1)1;ヲZとごとかGJ
rlit:hJ rR~吉正;t.i τ"J rt!l:#(I)1f嚇'1I1ot)J rfl#(I)でSご<:J

⑥学校の進路指導について求めているものは何ですか7 (0をいくつでも)

大一…一欄
2静奇心を梱さιlるような慢棄や謀外活動

5そ由他

【」 ー

マ，
ー

3 大学見学・視察見学、就業体肢・イン事ーンシップ、大学生や社会人との想敵同

4 学校目指導にはあまり期待していない

無回答

10 15 

-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一司一一一 一ー 一一一←一 一一一一一一一一J

⑨大学はどこに行きたいですか7 (0を1つ)
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高校3年生へのアンケート(他大学進学クラス)

「一一 1 A*虫学t=D2

2.その他の日本の大学信玄室'-

3.海外由大学 10

4大学にi立行かない巴コ 1

無回答 10

0 

r
:
(

一
l
i
i

了
l l  

[⑨で1と答えた人 A大学進学希望者のみ回答]
⑪なぜA大学に行きたいのですか7(0をい〈つでも)

[⑨で1と答えた人 A大学進学希望者のみ回答]
⑪推薦でそのままA大学に進学できることについてどう思いますか7 (0をいくつでも)

1.畏鴎勉強をする必要がないから、余裕を持って高校生活を過 10
ごせる

2.畏臨勉強をして入学してくる人との学力差が心配

3高校の時点で、文学進学後者見据えた勉強ができるw.

4目推麗してもらえる為、他大も宮めての幅広い進路を考えられなrn
〈なる -~ 

5.推薗か受UIかを選ぶに当たって、進路を真剣に考える樋会が
ある

6 推轟か受験かを選ぶ障に、進路決定に焦ってしまう 10

7 その他 10

無回答 10

ー
斗

:!!I1 

[⑨で2と答えた人=その他の日本の大学進学希望者のみ回答]
⑫なぜその大学に行きたいのですか7(0をいくつでも)

「1.その大学でこそ学びたいことが晶るから匝函孟孟孟孟
2.受験で自分のカを院してみたいt::::a:::l!I2

3.やりたい部活動がある 10

4.蹄の事情t:=函市

5.その他匡:;;:]1

無回答t==コ2

。

~ ・… 22 

司 9

10 20 

.5その他 (8=0-<'庁って串1::"1

[⑨で4と答えた人=大学にはいかない人のみ回答]
⑪なぜ大学進学はしないのですか7(0をいくつでも)

-if:;:::一一 一三n
牢主魁盟姐塾佐世世~'-~_.LQ主的およ一一ー

1.塾 U"'ム:. '''"ed'' <""，'""+4919 
2寧庭教師 E:::::J1 
3.通信教育 i ょ ;2 .，_ A" 

l リもしてI.¥t.，.-:I，¥ ~ 
5その他ro
無回答 E::::::::11

L一一一 。一一一一一 -5 10 

口

6po 



高校3年生へのアンケート(他大学進学クラス)

[⑮で1、2、3と答えた人のみ回答]
⑮それはなぜですか。(0をいくつでも)

1.学校だけの勉強じゃ足り主いから

2 学校ではやっていない勉強を補いたいから

3.学校の授業について行〈のが大変だから

4 大学畏肢を意闘しているから

5周りがやっているから

6.その他

無回答

"...，刑..唱A叫、 !514 

9 

_..岡 15 

10 15 

吋その他 r~)It.Il'I6-t>[，た(， IJJ 161

⑪A高校で学べて満足していますか? (0を1つ)

事理由: 11まい→ r{jlfllJff庁t'1!々品t.=e苦'1i!:t，I::.点、.r"F:lJtJfoぴ:t:e65Ot'J rl雪'f/JffJIlf.tJ切実'[，n I~J r/<;I.ができたJ
rttつぴ~fé'('tJ:μ， 721ltt，(，ごヨで~;青学'I=Plt~J r/!l.tlHlifl.ごλヲτ'J;，山市'{l.1.がで'i!I:J
r{jlfll~，庁で細企晶øtJf;);i!t ItJI6./<~/IIIf.UéYi[' n l~tJl6J rl(，冴晶、i!ØHlltJft'~/:.出品J
rfí!II)1tJittJ叩'fi!.['，(，P~tJ'6J んか7L--:1If.(.ご(}tJ消I::tJf，-f:Ø~!lt'I;t(， .. tJ‘つ.ræ.更の(，..tlm.tJ(~t rつ~6(，.'t IJ2いいえ→

⑬最後に将来の夢はありますか?あれば教えてください。(任意で記述)

rA;IfM7e!Eι古って'{jIfIlJff，庁o!J{.磨子苦ノルディコワご庁<.=e!!J r/!!JI!-!II.II.反a査'I5tHI.ご.~・'~'-f:四球ぽスタゲーナー'1 r:hJl:tTI，!ll::tυ I湾岸t'tUfll'す占ごとJ
rlliillll'!f8;舟[，'('，t'o，(，(，.'A苦尉ltたLυ r{jlfll.lllfiで't， 1ったベ'J.ナ".Á{lé~に JliI1-*:ヲシティ7"("'ë，苦[，1:ι IJ ritMI#.本15<Jlit'I;t(，.'οJ rdit ，mnt';跡事苦止6;{~ご'éJ

n
F
 

n
h
U
 



高校1年生保護者へのアンケート

A中学校・高等学校の教育活動に関するアンケート

④高校1年生保護者へのアンケート (2クラス実施、回答数48)

性

性

害

園

女

回

1

2

帽

10 

事2由所在調再tlIlf21(!t膚府U.J!lI;ff3. J!flNJ:;ff2. :ttre.;ff人:l!fJUI<;ff/}
16，坤却方"2(!1!h}:k.庁'2)lèll{，.'~1 

時その他 府担潜tþ7!，漕用車~IG再1Jt，、再iilf!l. 1è1lt...~4 

②子どもをA中学校・高校に入学させた理由は但主主主~JQをいくつでも)

3.A中学校陸・高校の鞍宵向容実態を評価していたから

2-

引
1. A大学まで畏肢を経肢せずに進学できるから

2. A大学への進学に限らず、総じて畳験に強仁高い学力が身につけられる学校だから

4子どもに中高一貫由継続した教育を畳けさせたかったから

5子どもを公立叩申宇高校には遭わせた〈なかったから

L一一一 10 15 

6そ由他

20 

吋そ田他 r，色、oJ!ilffla1:iifs止出品J点字laiJ)reM，月81:.本当;!mt.fe!!1ョ止JI1bJ

咽~/UIIJ'i!f，手7!.S"N1=s.昔ヲ止ランク苦晶TA/.L"，.d'-;:T止8で卦」士苦'J5i!Gi'>，止J
口敏宏回公立tþ{.ご'/;/:;lÞIt，止<~'.61?止血Gfe!.'1ZiJ)ItJifiJ)JlIJ 'JIJ，山Ijf;公立/ご(;/:，似 '11.11>>(，車 iiJ

ι本'ÁIJ"I"子'/i61:lJllltiié~つ止'iJ 16Jι本λ揖'JliJ)I1;苦'IJ切っ止且J{.子é'tiJ)Jlt'I/t.亘む

rl1/ltf:llJ'i!f，手7!.sltN1.ご:J2~~コ止ラ主ク1:tGÆ~・'IJ'つ止四で卦1士苦J5i!Gð'Jt:J

日曹'llfFlliJ)vベ'1M物語~éJi:lt~止S罫.l1:tM，停できiiilfflæé押'If~止8でJ

r.ゲ"，;I.J-iJ)クラブテ-.1.{，ご~ÞIt，止ぐ「申告"1ÉiJ)~).fJ1.éil1ilæiJ)~.{;/:子併にtつで'7;:J(t.féJfJヲ止8でJ

ri!i1ÉIJ'l/Jòで'l5ii=é. I1l'1É(jÊiJ)i!i~古へiJ)f6ft1lflJ'itft'. 昆山MfÆlJ'/申てで'tl.õ.学Iæélll.!古{j/fiJ)

JKIf(IJ'<<t '.IkI!f~$I=i#1lで'i!iilJ'GJ

事5そ由他 r:，<;昔指定。止J
rJ信'iëtJ)ljI~色W=J5~μ喧:.t:ð'>~~I?t:iJ‘GJ
r1.，¥:a甲信'Il1;/:J({，.'，申8惨 t1jf:公'1ZiJ)1t.甑四E初旬-I.'}
r;l;:宇佐定'1IiJ);I;:~邑~""i6むごと'1:lf子2憶に祇lIl~n'iilJ'GJ
rte昏剖Iae，持品て山り士申立公'1ZIJ'M1ZJ判官畠e'tにe.，-rl;/:，高正'JMolJ'J5lぽItNJ
ι司tAIJ臼留に1M苦'11ft:..iI~自1:I/tJlU::IJ'GJr;官ÁiJ)I/t/ilン
rj置ヲ:~~/=;;"'?，止す"，;I.J-iJ)クラヨテ-.1.éilÎt 唱明7泊中d場ョ止かGJ

④A中学校・高校に最も期待することは何ですか?(0をいくつでも)

1亭どもの自立闘な人間としての成長

。

2畳監掴場在中心とした子どもの牢力向上

3特色ある視察実践によって、子ども由学問・社会などへの韓合的な理解・関心が高まるこ
と

4子どもへ由、大学進学やそ由先由将来を見据えた遭路指揮

5国陣感覚由宵成.情帽桂街へ由対応

6 その他

無困苦

L一一
傘6その他 rfl;fl.止蝋餌剤y

10 20 30 

一二日

nu 

弓

t



高校1年生保護者へのアンケート

[①で1と答えた人 A中学校出身者のみ回答]

⑥特lこA校の中高一貫教育についてどう思いますか，7JO~Jc'.包主主L一一一一一一一一一

10受肢がないから干どもが晶まり勉強しなくなる

13 

1 中高に遮って継続的・計画的な捜聾が行われている

2 中高一貫だが、あまり鍵続的・計画的捜車が行われていない

3 ゆっ〈りと子どもが自分自進路や将来を考えら札ている

4 干どもがのんびりしてしまって、自分の進路、将来由目標について考えられていな

6.干どもが同じ左遣と6年間共に学校生活をお〈れるのが良い

6昨剛聞同じ学枝だ日ど似間閲係白広由がe旬蜘tt.Jh</州り助w附カが約刷"川'1仙l
7干どもが同じ先生Iに:6年聞纏続してお世話になれて安'tJで晶る

8子どもにとって、先生がずっと同じなのは新鮮峠・刺激がない 10

9.高校受験がないから‘子どもが畳験勉強に追われることが事い

11その他

無回答!。

10 

011 その他 rø<dJJt;~古'1f/.ごλ1I!I1'J1i;/].!:I#III~161ι~J

r，書官/ご/;1:;/]>><，)，っτμ~>>'. 1It字1/~lIl1O)でr/~?J

r1f~→申告.. 、四'.11.がまだ月沙4・μ躍に'.I!!t'ikTJ
rilf~;6，字dJlf:/.ご細~dJ>>・if，dJ;!(ÁtIllÆ で"l(flt/.ご'I'，;:!I. f/!JdJ<Þilf-J(~.・t!l'品Jilt'.!:.I!!，μik'九
泊四車丘中華首'IiI:<þilf-1fdJク:7Ã.ð~粧品・8でJ rJj正!I!II4)>><'高!lik1t-NJ

⑥子どもには将来どのような職業について欲しいですか7 (0を1つ)

百子どもの希望する隠象奮闘する E 町、 弓Z一
空司司T守司?ミ

@国際的な略寒

3 .専門臨(医者、#瞳士、役員簿の国軍資格に噂じた喰)

!IO  
l 嗣嘗io | I I 

L J一一ー ベ一一一-JL一一一一三日一一 4引
⑦子どもにはどこの大学に行って欲しいですか7 (0を1つ)

l ‘ 
1.̂大学 IM 〆ム、ι:;::::;:::::J18

2. その他白日本町大学 E組制蜘酬刊，，'~.附絡会V 令 制明，，-L' ..Q'Vゐ耕、制同 p 寸 o了Z高京高石三ふん歩

3.海外町大学 10

14大学進学にはこだわらない空空空主竺:::J4

| 楠田笹仁主玄盟 3

f⑦で1と答えた人 A大学進学希望者のみ回答]
⑧なぜA大学を希望しますか7(0をいくつでも)

ー
1 ̂ 大学ーこそ学びたいことが晶るようだから 、<"町 :']4 

2干どもが文学受験勉強をせずに済むから "， . 5 

3， ̂大学が高〈評価されている文学だから 、-一 B弘 dミ
却、 7 

4子どもを親元から躍して生活させてみたいから 芝、、手 2 

5その他ぽ

無回答 。

o 2 4 e 

吋その他 rR*dJillm曹i!租~>>匂.!:I!Cτt.~>>‘GJ

⑨希望すれば全員がA大学に進学できることについてどう思われますかワ(0をいくつでも)

引も附り掛って剛生活部(ioMf 
2.畳肢を軽臨しない長め勉強をl.t.I:(1.よってしまうのではないかと不安

ia聞こ恥われ主い閥、刊切回心に即した時的聞が期待で師

5他の進路選択肢が充分に子どもに謹還しているかが不安

6.他の量路を週択する生徒がいる畠に生徒聞で刺激し合える

4.大学やその先由将畢を見据えた教育が高校で畳けられている， ~ ・15

L 畑中 1。 ;;j-LJJ 
同その他 r，戸宇1. ..Jt従~.l-て9ヲコ号'!f1O/=nち必""~J

rl句F岳J1;/]苦1t-ず~/lD~置字7!i!~;þlt 7!/;ti建~rt.i.ι ステνプア，，7>>坊っでこ-fdJJ6，宇です'dJ7! ëヲl.I!!þlt~t何'tJj!lik1t-NJ

-ai ヮ，.



高校1年生保護者へのアンケート

[⑦で2と答えた人=その他の日本の大学進学希望者のみ回答]
⑪なぜその大学を望まれるのですか'?(Oをいくつでも)

品耕一

2干どもには量践でより雌聞大学を目指してもらい企い

3を観元から班す由が平安

4 車庭の司区情

5目そ田他

:z ーヰ;ー
Hそ田他 年tfkl'.J申書綱引道'Ili#iOIMBJ

rMUttlliJJ1T!.公立rt・公立'/R'1.'JI:t8ザiilllJ!Jt噌Pで若草L止J
/道'/R*BI!fl-τ4・I，(t'fJ. :t'FiI宇'/it*Bl!ffl;~首Lτ'Ill:l-t 、<5GI=. 子ët;6(膚'Jff-、政~::é苦Sぽ?l-n'~øでI
r:::hlt.認定百官官(.$t!1Inデ"("oで':1:.，1.Ø'F:lJéMé子ëtØltllll1l!f4"II.I:(/Jl-茸って淀I'J~J

r・f"oe，ご昌.*.，1.;6恒flll1l/i，苦'1f;2l-n '~;6'GJ 
f草")";6'lIt.:t，書館に庁'Itli/Jlt'・$;だ'I}fa置に4・って"'''-'1)
rJif-ltllØ事"(.1;6<.4 1;ご';""，μ• 1t1lé-ß"("~T，lGAI，ご庁?'C1I!:l- t'J

[⑦で4と答えた人=大学には行かない人のみ回答]
⑫なぜ大学進学を望まないのですか'?(0をいくつでも)

1 馴学校間って舟門前技術技能掛につけるのもーつの置で~do
z就職させて早〈社全に出て軸かせたい 10

3.子どもがまだ大字でやりたいことを見つけていないようだから

4そ由他 10

無図書

o 

⑪現在‘ A中掌枝・高校の教育肉容・設儲その地主2!-~'(ë~思われますか '?(O~い〈つでも)
}吋--γ---ー一一l'

3子ども由生活が充実しているようである.小片 山炉役働初、仰い b ド U ゆり h 叫 3

2.子どもが時間に追われ忙しすぎるようである・

3葺敵国理祉に白ける独自由カリキユラム、教育実践がいい・ 18 

4 葺掛一散

6地球市民や淘外研樟旅行など由特色晶る捜畢.活勘白理意が良い.叫必必.AゐM伊“必μA剥品仏れ 誌酎釦仙い、恥""，.:>.ι

6地理市民や海外研惇旅行などの特色晶る按車・活動への時間的指負担が大きい b

7 あまり畏敵対輩出充分ではない

8畳敵対置が充分に行われている lO
g 中高ー置をベースにした継続した指事が行われている

10中高一買のわりに‘それを活かした指揮が究分では拡い

11コンピューターや体育施訟など学向¥9:慣が充実

12.学向陵情が比較的物Eりない

日.子，~もが明確主目的を見つけられるよう刺激甚与えてくれている H相伊窃溺ら拘判州芯地私・ 7

14子どもが学内で目的・目視を見出せていないようである

15英語などの固陽化粧宵が優れている

18コンピューターの揮作など.情報誌術教育が優れている

17，剖活動などを通じて、心身ともに干どもの成長が期待できる

18.教職員が瞳宵花けではな〈、親と由連醜にも鵬心で晶る

19.教職員が観へ田情報公開、説明責怪などを充分に果たして〈れてい草い

目指企をかけた分に見合った敏宵密実蹟している

21 現在白眼備と教育内容を評価すると、親白金銭由負担I~大宮い

105  10 
・22その他国 f子斜Ollll切'/llJBT!ずコo'.1tI>P1会事~~~ÃテèL.苦，育局'l-~消口 1;.，.'， 10)訳者':lJ1!fつIt~)!jに;glltt温WI!f

つIt，P$抗 -f5t'王軍躍で晶子併1=，かげ~nfkl!J貨I!!lit:t~t'o.!l鍵慣習すJ
rlft，樹首Itlt，月'Clitl1fi5ず'~.!l(..Olll!!lit:tl!t 'J 
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高校1年生保護者へのアンケート

⑪A中学校・高校に満足されていますか? (0を1つ)

l11乱口7f?

J;;L-JddB|| 
。 10 20 30 40 

宇理由・ 11孟い『 fflJ!ß，に:;lmず'6 1811苦If"r:l>étザtt1f.$~Jfilll-'C't'占止ζ~. 宇月四'11I6Jn.がとて晶且ι
法王古止串申告16v&tfiiÞつで‘~l>bご吾J
。智:1IfJ)JIi:l1~IIJ1iI，ごN/.ごっItl>ごtがでS止.1'J#1;<I!fJ)N&IItIfI;l:. -Rlit~fJ)押'WiIJ'II1-
μ'1J'.I<1，若必ず'JIi~Iit，;:éM静で'~l>J
f:retlJ'Ml>ぐ.Ml#tl'Jt...• 庁'11.若'el>J:ヨfご't.I?止f.子etlJ'fJ)ぴ四ぴe!Efifl-で"LI/)1;161
ffJ)ぴ四ぴël-止'~1I.!1;~吉';;fj1J憎vで'l;l>;:é. fþ!f!"'~~"iIf/.ζlílfllilf庁苦';11-"'"11/.ご届
点l>;:elJ'で'i!l>J
f，世話t是正吉;;fjfJ)I6M/J6fElJ'ertJi''e.a，μit抗原r.zNlfJで子t・4苦'16#1-でfだ古Uil.ご
μつtovl-て山正吠I
に子IIIIJ屯喧"i!I-'C't'l>I-.持ii!1-'C't'l>i.世子だY;IGJι*AIJ<;滞'Ji!1-'C't'l>J:5.だか畠J
f，昔Uご.;t;， 'rR#:tI'J;;fjp守正表ず'11"#&:/1.て"l31J.R.若.tl'Jt..'liïI.ご品・μで'MIlt..'OIlÉ~苦rl> tt

Ji<.'lil>.学併'ellefJ)/J6TIJtSl'ιJ!ll!Il-iO同υ

乃唐~.tJ(~".6I':1止'1;<111.ご'. -1f~él- r，招待E苦itl>で'lIC6:/1.it重t-VJ
filI~IJ'6λ!f!&tfr[ß，すitl-止IJ'. 月lJ!EéfJ)il6fJ)1J!~ë，申・行fご'JlI'Jで庁(fJ)IJ'J1't...，ι)j'
MIl<.'t...μfJ)<.'苧'.!l'~ア1"1

fll:l:tl'Jt..:主主fl6#IJ'tI''. Kt膚不:s/t;..!.吉Nf.ごJtrl>I6#IJ'Jiμ4回、;a-"'*IUI/.ご:Rfiっ止
1tIfIJ'!tlt6:/1. 'C't'品1リ
f.戸学'!U~~!E~j}IfJ)~tt/.ごI- r. 子品事抱1J(L. ":)IJI l)~吉iifで'i!l>J:5，にLて併1-，'.学':111.ご
I~百'IJOIJ" 'i!. !EfifS6fJ)1I#IJ'1:i・'~-fIJ'I.ご宇つでμl>J:5t..'Jn.がす占J
flM!E.品目でllJ(fJ)Iif.苦'6/f(e.や<f;l:IJ.山説明』臨時(/!6:/1.苧揮で抗措'!EIJ'lI":>で"l36:/1.l>
.l8éJJlJli'Ii!~IJ'.5・t51::.æÞ:/1.itrJ
r晶玉ずζL子fIIfJ)停車f.Ji&'IItt苦fJ)/~1-rtillA 'J 
f~Jt<I;l:I!f!Jt<fJ)AItIJ'1'ι クラ'7.1::，・t":>rt;l:.lIifffJ)!1;!EIJ'Øι 却'#;'/{.が'fE:/1.'C't'l>8;1:"Æ
sμ• Jl. <t$'1J'6.舟草L止.学舟'iJI.字書'éilI~IJ'6fJ)!E信'fJ)J/I"fJ);I川ピ宇'1i!~I6C 'C't'l>J

2いいえ『

無回答ー fe'告i3JetLIÆ~'L 1) 

⑮量後に、今までに学校に寄せたことのある意見や、今お持ちになっている要望などがありましたら教えてください.

fζ;:2Jt<lile'. IIJM:草庭苦'11m.it.止~fI岳λ字ιτ(l>éヲ.1!J&:/1.首抗や<f;l:IJ.~t:lcRtfl茸膚苦官舎高'Jj<.二神f1;<.1:
Iiitfl>J:5，晶レベ:J"fJ)，*.~骨って~I止だにélJ'Jð't.t・8で'1~".tlで'L..t5/J，.t:冨'tfl<.'/#t:lcl.ごλ:/1.t.t，'Jet '5"，t 
公. .!t ... ，目玉幸'!E1J'61111'''C't 'itrJ 

f.戸高'-11.苦/lt1K&tf.Ji1t;手苦揖'Al>止Y.>.1t!J~~!tll~.，/Itずべき8;1:lIÞt...，μ首でt. 中学λ事."'fJ)øiitllli.苦
I- ":>IJ‘ IJI-τ1il1-P. 泊'~~!t.!EI::I;I:. !l!1A#01;<I!fJ)JR.fJ)ØIJMi'f.IJ''f'XiliOt..'é，ご~IJ切って'Jf，正'l-t 'él;l:.æ
;t ~.tlj 

r;:oアシケ-}ofJ)CfAE(ltllllf.ζ'tJfi}k)-f，晶子点目'CfA苦ll/lllfl::t:i.'MI-で'(I"&"J

f@l::J11-て~JfIJfJ)2$'II4<.'il6fJ)1J!IJ'Jlitl>fJ)IJ'. -f:/1.e晶ごfJ)itit&1J崎l>ititfi(fJ)，れ t5!Tι1I1-<J1l1Jfi:'，
e.aPit抗手'fJ)I:岬fJ)liIfflJ'，事6と・t，'el1J11-'c't 'i/iす~i/i浩.I/I'Jllf/.ご'/;l:J1;8J!tIJ'fllI11- 'c't 喝テ乎X升t.té'~
Æ1é1-τ'[ßltl>U/fl'tでき'l>é.æヨ自ですが・ ".IIIÆ τ~A:Ic!f!fJ)~IIIJ"晶5!Þ1-[ßltt:6é.æμ茸ず「書学
1JfJ)'P.flfJ)illlr.，.'e)J 

f@I::J11&ず'6ii1lll.膚~é":>で"，，止だ';!，止μ.JtJ!EI;l:f/l;芳'I，l回で'1-.t51J'.iIf'崎正吉IJ'予山止I'J.ItAl>et'5，点/ご品・山で
若9防法'!Etftl::I;I:;t;古典l>J:5<.'r..:I1lil>，*.~庁"，l>よ5R:I1苦'I;Ji("1-止山.!EIM悌五古苦'I1á冒す吾
t(，l?止システ'.L.t#.λLで7;1:?e，却'}/[I-i/irJ

f，戸!f!~lE!f!/ll，にYつだ'It，事>II1::.æョ止;:8;1:.Ø;晋'6M'tIJ抄';"""，点で抗 ~;;fj;';fJ)で公. .!tfJ)fþ，字~J:lJt;晋'1I1J'w
4・山fJ)1;l:TIJ'lJitrlJ'.-f:/1.I::1-て骨，)tft;;f;.融市東長1::!Þ，品Pé.æμ. 子'ëtlJ'3$'II4;1!f!す吾止 <.'Jf~舎でL
止'.-f:/1.1;<1!四点/;l:1!J(，t1;<.1:/.ご:.aiJl?止で丈J

に文字'JtMt:lcf1<.'I;/:iJ5l>IJ'. 今、 ;:fJ)Jt<1I'で'lIC6，包S岳fJ)1IIIJ/Xできl>;:é~:lcI;1}/'ごI- rlllQJl- r，μ止t"i!，止μ.

ftl!"t.ご'iIImず'l>十ノI:I'JI::I#.舟Lτ"J，'IJi/irJ
@図書(腕吉}

fi/i，日誌だご'ltiJ 1岳2牢'!/'iJ5 IJi/irfJ)で，~/iJIJ'éμヨ;:8;1:概l::li lJit1t'-v. /iJf1，晶lJt<1J日fl!，IJ'Ge.aっτμt抗
-ffJ)"'I::Hlr;!，止I(fI'6RI!T，苦'mfffJ)j幸正吉#奇書'(1fJ)!D!!/fJ)J審'!Eél.;/ifIJ'1iI華l>1I~.j}J，につ白て
(fi:'&l>elll-'切です'IJ(j

正法で岳J:"!f!~.だと'.æ"，で'"吾が~ JiJIj'8't I{;ごゆ字'>>11;λ学iP.抑止Pe.a"，r:晶.!Eiifililアr.J:l11I'抑'~~IJ't...， ・­
o.!t，止'T.t"，μ子1::1;1:，宇局i!t..'Jntrl>l-.Ele!ftvfJ)子'lJ'o，'J:51::t.æ5. II1_lア'!f!~'、庁って'tIßd
ず吾子:i;(!þJj.""léIfJ5. 事'111-止公立中学'I;l:ért且IJ'"，止.小学~fJ)J!IJlfJ)i/iitll校生/ζ't.tフ止み止
μだ止子ettl;$:/1.'c't 'l>1 

fMfiJJ!Eiif('字'~!EJifJ~rl>.1:<.'，申.IMéMfiJJl;I:，、 ~~.IfJ~/，ご週初'll!iP，舟つ.t.tι iI1ltßt'・'ØI!IJ場V正式
名声字""64$'114.-6U1t子点々.学~/.ご'iI1ltß必ず'Pl>é.æって品''.1，正r1

f:IJiltJIt!EliÊltfJ)1M1.tJI::. 学'~ÉI#:IJ惜tfでf$"C/， I i5Ø.ð I.ð甲正弘すよ晶子抗 J6NiliiO#:lI/æ官とJ

f，ウゲ宇zラ'A.1:.tI:，方'IJ't.t山lJ，tl-品1.，.-'1/'停止'.-[JfJ)皮膚'IIiIl4，苦6"1141::1-τIItI-P.，，，晋苦rl>e.μつ品川害'/;1:
9岬'iII(t.ご晶ョτιi/i5.Jtlltifliil.苦'i8J/tす'l>I::I;I:.舟1ff1J'*i!すぎ占e.aヨ8です)jι.ゾ

fj!，阜市足や'11111研.，'iP;lcr.甜J宮田IJl!liElklsrl>ご8;1:*_e.a5.li!1-. 73--f:/1.が'lfJËfJ)イデ';f'a，ギ~
#1-つItl>Ii!~/.ご晶拘I~IJ';[ ，=，τ有害で1tJl>.Ri'f;曹庁I- rpl>辛'Æ;$1;<1I/.ご'11々}j.'~す:Æ~.ð~事 l>事~It
点で1ill-"e.aヨJ

fl*IKII71J'61f害(，市'i/i<.'JIliIl4IJ'IJ'IJ'1Jすぎ'l>J!I('初唱fJ).I1lIJ'J!!IJ'ヲ止IJ'..J，llill4lJ~膚留に'Jj."・'6J::対抗
117f1r('I::，，';(/，ご'.6t...， 'émlJ'6 fJ).I1lIJ'l切り止Vず'6fJ)<.'，、す(，1::1f6t..'lf:/1./~'<It喧'IJ'っ止'.1
す'l>fJ)<.'.itl1f1/.ごt5!TUPelJlJ坊っ止昌・・.e.a，'itr. *_正1!(})，/(.;考苦'1MiOl-で1It1-'い ..Jkl1
IIl#g~I*!EfJ)5t，1J'6庁って'1II:1.. "<.'r1
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高校3年生保護者へのアンケート(A大学進学クラス)

A中学校・高等学校の教育活動に関するアンケート

⑤高校3年生保護者 (A大学進学クラス)へのアンケート (1クラス実施、回答数20)

ヰ ili
吋IfitEJO 札幌圏J(札幌市3.江別市2.北広島市1，千歳市1)

道外.2(千麓県流山市.神奈川県横浜市名1>.記載屯し11

②子どもをA高校に入学させた理由は何ですか7(0をいくつでも)

1.A大学まで費肢を経鞍せずに進宇できる力、ら

2目A大学への進学に限らず.総じて受般に抱く.高い学力が身につけられる学校だから
W~， 自

3.A中宇校・商枚目教宵内容・実践を許価レていたから u.r，...，.，，，，， 'fN 6 

4.子どもに中高一貫白継続した教宵を費けさせたかったから O 

5 干どもを公立の中学・高校には通わせたく日かった由、ら 国国1

6.その他 z 7 

無図書 O 

o 2 4 6 8 

吋 -f1TJ1I!J， ，.子ëtlTJ.(fffillJ'iIJ?とITJ 't'J"・'!'ëtlJ':卦JZITJ;l事tkl.ご庁:~t=ñr6~'ñl?止a・f・'!'ë・'tITJSl!)J'7-é'tlJ'i/J，I"止型'~'i?fI{;てJ

9 

③なぜ公立高校を選びませんでしたか7 (0をいくつでも} ④A高校に最も期待することは何ですか7(0をいくつでも}

1私学の独自の教宵実践が公立に比べて魅
力的だから

2.公立に起こっている諸問題を畦志しているか
b 

呂.地域回公立に子どものレベI~や希望に適っ
た学校がなかったから

無図書 10

'5-fITJA富

10 

1 子どもの自立的屯人間としての成長

2受験指導を中心とした子どもの学力向上

3特色ある慢聾実践によって子どもの学問・社
会むどへの総古的な理解・関'L'が高まること

4.子どもへの、大学進宇やその先の将来を見据
えた進路指導

5国際感覚の育成情報技術への対応

6その他 10

無図書 10

r子:etlTJilffi!J"ヨ普段1ll111fi!'t'erMJ'IIp守1!Jr'1t1t苦'11111.-止IJ唱，)11網'!Ii1J・品lTJ!ifiJ't'.再開田公'JZITJレベル.IJ'J:<tlJ'id>t，.'1Jゆ止かid>J
r子ëtlTJ.屠E苦l:t/prJ"子止・.tlJ':卦JZITJ;;(~/.ごfii!"I=IJ'id>1，討がっ止晶J

⑤子どもはA中学校には通っていませんでしたが、A枝の中高一貫教育についてどう思いますかワ (0をいくつでも)

1 中高に渡って継続的・計画的な慢業が行われている

2 中高一貫だがあまり断的問的慢聾が行われていない~0 

3.ゆっくりと干どもが自分の進路や将来を考えられている

4.子どもがのんびりしてしまって‘自分の進I!.将来由目標について考えられていない

5 子どもが配友達と6年間共に学校生腕お刊のが良い~0 

6.6年間同じ学校だと.子どもの人間関係の広がりが小さい

7 子どもが同じ先生!こ6年間継続してお世話に屯れて安心である

8 子どもにとって‘先生がずっと同じ屯のは新鮮時・刺畠がない

4 

2 

9 高校畳験がないから子どもが受臓勉強に追われることがない@叩四回初四百四回目沼市，~~-:;，万四万田

叩畳肢がないから子どもが晶まり勉強しな式なる陸~2

11. その他~盟2

無回害医~2

のw'何四9

布1/-f1TJ6!J， ルイ:/blTJ;;(l'lI~élllTJ.却舟'IJ'.i!.*'t'.子é'tが支度-f5l;l ザ'fIJ#IJ~串.，.J'~按'ITJIIUII:IJ. ~1B1:.よって.子ëtlTJ$f:<.;t;IJ'tE$;;!I1..，éI!f5.J 
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高校3年生保護者へのアンケート仏大学進学クラス)

⑥子どもには将来どのような職業について欲しいですか7 (0を1つ)

1田子どもの希望する職量を尊重する修復後後移滋滋級協鰯

3専門鞍(医者.
た恥 』じ際務務話調4

4 起業家(会社経営，)10 

6.サービス業 10

6 スポーツ関係 10

7 芸術・エン宮ーテヂノメント関係 10

8 研究職・技術職 10

9 国際的屯臨車協物劉3

10そ自他 10

無回筈 10

。 5 10 

[⑦で1と答えた人 A大学進学希望者のみ回答]

⑥なぜA文学を希望しますか7(0をいくつでも}

I.A大学でこそ宇びたいことがあるようだから吻Y;d.?A

2子どもが大学受験勉強をせずに済むから

a.A大学が高〈評価されている大学だから

4.子どもを組元から離して生活させてみたいか
り

6.その他 10

無図書 10

[⑦で2と答えた人=その他の日本の大学進学希望者のみ回答]

⑪なぜその大学を望まれるのですかワ(0をいくつでも)

1子どもがその大学でこそ学びたいことがあるようから

2.子どもには畳験でより施聞大学を目指してもらいたい 10

3子どもを根元から躍すのが不安 10

4.家庭の事情

。

⑪A高校に満足されていますか7 (0を1つ)

1. 1~い 率理由 1はい

10 

15 

2 

⑦子どもにはどこの大学に行って欲しいですかワ (0を1つ)

I.A大学 語習 指語 語草@器

2.その他の日本の大学 3 

3海外の大学 O 

4.大学進学にはこだわら屯い O 

無図書 O 

10 15 

『円11ii1f6gf1JJ:IJ'でま庇I~J

⑨希望すれば全員がA大学に進学できることについてどう思われますか?

(0をいくつでも)

1.子どもがゆとりを持って高校生活をおくられる路弱語

2畳献を程臓し日いため勉強をし屯〈なってしまう
のでは屯いかと不安

a.膏臓に捕らわれないため.子どもの関心lこ町し
た主体的な宇習が期待できる

4.大学やその先の将来を見据えた教宵が高校で 官

膏けられている 附

E他の道路選択肢が充分に子どもに浸透している
かが不安

6 他の進路を週択する生徒がいる為に生徒聞で刺
議し合える

無図書 10

• 7 -f(/)A!J， rllf>i1f1;で'lJ ðllllUfl/f正'Æ.*Il~jAI-て'(/)lfillti!Jlf，と'I!I ;J

3 

3 

10 

に本λ1J'!J'1l町ご1EiI5lJ'岳崎吉茸?~51=1.i.・'J. 正S方が(.1*1，ご坤Itで'(/)!fI".<:l/ill，苦'ifW'ごI-7:'PI:，だ'/t，止か岳J

12 

r#((/)庁事苦'M'1=f16gEIf~，月tコで庁って'， 'ðé.ご<3.培A古川剤'D T!iI3ðごと.子ëtが'SJJ!!)iltó・~~.方舟苦LつIJ' 'J~Æ岳h.ð 'liで'JitJlで昔止ごéJ

I芳生.クラス〆'-}o，止'(/)IJ'IJ‘T'It，，'eT!.f1;世苦'If!(，ごと(/);!;flJ~. λtλé(/)つt，，'IJ''1(/)!U苦'!J'Ñ，だël!l;. 苧'IIØI鵠，;!;I!t，，'/iI!JI(/)(}éつ(7).~ですJ

無図書 r.lI1lJ"書留(/)JlI=R:tJ~膚ιま"1，，'，'. MIlII=fi! '1dl:lll1lJ'lI， ''''ヨ'I=Ot:d.J円甘併苦Jil，品t.t{，1.. J 
f為・lit.・bii1ffi!I- n'ます~ t;!ÞI-!J'/I.IJ'!l';~/th./~'るつé/!l. P.J

10 15 20 
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高校3年生保護者へのアンケート(A大学進学クラス)

⑬現在、A中学校・高校の教育肉容・設備その他についてどう恩われますか7(0をいくつでも}

1.子どもの生活が充実しているようである 'r"'_r"， 

2田子どもが時間に追われ忙しすぎるようである~2 

3.英敵国理社における独自の力リキュラム.教胃実践がいい 障~沼2

4.英敵国理社における独自のカリキュラム.教宵実践が不安 O 

E地球市民や海外研修旅行司どの椅色晶る授畢・活動の理念が且い Z 

白地球市民や海外研修旅行などの椅色ある慢畢・活動への時間的な負担が大曹い 0 

7あまり受験対賓が充分でl立屯い O 

8.受験対貨が充分に行われている Z盟 1
9.中高ー買をベースにした継続した指揮が行われている ~ffiW/k% 3 

10中高一貫のわりにそれを活かした指揮が充分ではない O 

11コンビュー宮ーや体宵施担屯ど宇内設備が充実 0: :m7#/'X: :W4: 

12.宇内設備が比較的物足りない 0 

13こども由咽月曜屯目的を見つけられるよう刺晶を与えてくれている 0: 畑一 6

14子どもが学内で目的・目標を見出せていないようで晶る O 

15英語屯どの国際化教宵が置れている :mw/..o/4: 8 

16. コ‘ノビューヲーの畑作担~.情報技術教宵が置れている #品~5

17.部活動などを通じて.心身ともに子どもの成昼が期待できる Wn. W，，.WTA虫&16

16固執暗員が教育だけではなく.親と由連慨にも腕心である 糊 開郡部部 6

19.教時員が組への情報公開.説明責任などを充分に果たしてくれていない D 

20お金を車可7た分に見合った教宵を実践している 障盟翠32

21.現在の担備と教宵内容を評価すると親白金銭の負担l正大曹い 3 

22.その他 。
無図書 O 

⑮最後に、今までに学校に寄せたことのある意見や、今お持ちになっている要望などがありましたら教えてください.

rAIR~写~'é，tTI;f<岳~，‘?式J

f.7. ~-/jレバ";{lf)lfrW:1，i:って"'i51f)です:.)'.tっと留'MJ!.';fj$I;tJ!."'1f)でrL~51J'J

r・~，.JIt!EI.ご拍('iU'. JI:.~止高.tR.藍!6t:ìlJh."i<1-止J

f!J'PiiIJ!J'{AA!J')1f)伊'.or;事i5e"?安心4UJr.占S反ill.*ø8'?#l1tJ'l，i:ι J.r1H1~If)M!I.tJ'湾'h.i5/1I:f.

!J'，舟'ìIJ!J'l:æ止っτ1f)1I.t:t?!P~;;;<8Jí!1-.1l1-~t:#1障で'IN)/lI:1- ";të?tJ‘・犬'!J'I:fi"で.tJ'i3t.I-~f!#11

~i5él!l?tJ'. S;þ:If);t，学!!E.1;t;jf，ò:，λtJ'_ι ìIJ~陸(*ø)t1i;t;JJ~昔1:I，i:i5élJ?J
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0最初にあなたの子どもの性別を教えてください。L_ 目性了…2 女性~ ，胤へ 、級以…

①子どもの出身中学校はどこですか?

1公立中学校

2私立中学校 10

3，その他 10

無回答

v 

(0を1つ)

~ 5 

10 

*1 iffl宮崎 ItIsau(ltll.府λ}IIP/i/f3.~4' fJ:.市2、 4帽府人干'Jli/f.iKw.尉方'2{買事事'i/fl.gJlJJlJfHt) 1è1l~'IA 

②子どもをA高校に入学させた理由は何ですか7(0をいくつでも)

一
1 A大学まで受肢を経験せずに進学できるから

ー]9 

事eその他国 ι司tÁ f-子'ë"6)Ø~手'fIlJ"'2Á r!tr2.よt.i!i1i1.だっt::J rJlJ.I$I.ごSった学'~IJ姶dり止IJ'GJ r，公JZø!tr l.i!i1i1~:!l1首/ご先IKl.-t:IJ'GJ

rwl/1'l.ごよ~IINltØ~" liIJ~t:!，ったかGJ r:公'JZøiIJ~，の'./f!l1J1.子，J:'U=，g.Þt:.'， I，J:JfったかGJ

③なぜ公立高校を選びませんでしたかっ (0をいくつでも)

1・私学の独自の教育実践が公立に比べて魅力的だから F 沼町航可日灯明口，，'a. ，..1.寸叩~"t.< ，， 

2 公立に起こっている踏問題を懸念しているから I，"':';'~"i<~

3.地唱の公立に子どものレベルや軸望に遭った学校がなかったから

事5その他・

4.公立でもよかった Fてて可疋努

f子e"6O:6.i!i('ごffli"t::J

5 その他ド.，珂 'O_ot'!¥磁蝿'<J<.-Y孟::12

構図筈|。

ι"'AIJ沼市r品r>>1?t::nIJdJ

④A中学校・高校に最も期待することは何ですか7(0をいくつでも)

1.子どもの自立的な人聞としての成長

2 受験指尊を中心とした子どもの学カ向上

3.特色ある授業実践によって、子どもの学問・社会などへの総合的な理解・関心が高
まること

4.子どもへの、大学進学やその先の将来を見裾えた進路指噂

6 その他

無回答 10

L一一一
事6その他 fλ学震舟/ご:tEli"tdJt.芹'o!ifJk，苦吉TN，J:f.>.吾ご，J:J

お"、H'

-77-

3 

v奇奇心J 
l 

帝京高豆重玄京Z曹: 万高 九17

6 

子
9 

10 



高校3年生保護者へのアンケート(他大学進学クラス)

⑤子どもI<l:A中学校には通っていませんでしたが、A校の中高一貫教育についてどう思いますかっ(0をいくつでも)

o 2 4  6 8 I 
{lJjfz.帰串ó(fjι 歳馬Yごl;jfzIMI{f6.ft~J6J4{.ごI/'~聞がの止ま，>>Ib-ô.~つ n'~.!:~丸本当にDóなt'Øó'l;tþó'岳~:tI.!:~元 /flii6.ft止ょtι出でま~:(r.，..~よ王宮Zが…J

1 中高に遭って継続的・計画的立授業が行われている瓦孟孟孟~

Z 中高一貫だが、あまり継続的・計画的視藁が行われていない k，，~ ~守

aゆっくりと子どもが自分の進路や将来在者えられている

4干どもがのんびりしてしまって、自分の進路、将来の目標について考えられていない 10

5 干どもが同じ友遣と6年間共に学校生活をお〈れるのが良いt:::

6.6年間同じ学技だと、子どもの人間関係の広がりが小さい Eニー

7 子どもが閉じ先生1=6年間継続してお世話になれて安心であるc:::::::cιー
8干どもにとって、先生がずっと同じなのは新鮮味・刺激がない F コ

9. 高校受験がないから、子どもが畳陵勉強に追われることがないr:z:::::ごご明~

叩畏騒がないから子どもがあまり勉強しな〈なる k-'~~' >i<，

11その他

無回答to

*11その他，

⑥子どもには将来どのような職業について欲しいですか7 (0を1つ)

4 

寸

I

l

-

-
3 

:13 

7 

1.干.eもの希望する聴畢を尊重する

2公務員 10
3.専門職(医者、弁償士‘教員専の国車置格に準じた職)巴

4.起車京(会社経営)10 
5サービス量 10
6 スポーツ関係 10

7目芸術・エン世ーテインメント間晦 10
8.研究開・技術職 10
g 国際的な職量 10

10.その他 10
無回笹川

024  6 8 12 14 10 

⑦子どもにはどこの大学に行って欲しいですか7 (0を1つ)

1 A大学匡=1
2叫白日本町大宇田 L5 I 
3.海外の大学 10

4 文学進学にはこだわら恥匡==::::113

無回答 1o

o 5 10 15 

[⑦で1と答えた人 A大学進学希望者のみ回答]
⑨なぜA史学を希望しますか7(0をいくつでも)

1.A大学でこそ学びたい=とがあるようだからから 10

2 子どもが大学畏践勉強をせずに済もむ‘カか、ら 10

3.A大学制由が《高〈評価されている大学だ由か叫、渇らから亡

4 子ども壷観元t忌品ら離して生活さ世て，品渉たLい、から

5.その他 10

無回答 10

⑨希望すれば全員カ仏大学に進学できることについてどう思われますか7(0をいくつでも)

間…恥て…一一三2 受肢を闘しないため勉強をしな〈なってしまうのでは主いかと不安~腎片百

3受験に捕らわれないため、子どもの関心に即した主体的立学習が期待できる

4大学やその先の将来を見据えた教育が高校で受けられている Eニニニー孟孟

5. 他の進路湿択肢が充分に子どもに浸透Lているか制不安匡~1

6他の進路を選択す砧酬いるー聞で糊L古品F=====J1 
7叫駒 3

無回答to

L.一一 一一 一 ー一一一一一一一一一一一一
*7その他・ 円様々 S坦'j日成耳切って5It'J {，J:(To'6fi:t'J 

。。
円

i

い」一戸



高校3年生保護者へのアンケート(他大学進学クラス)

[⑦で2と答えた人=その他の日本の大学進学希望者のみ回答]
⑩なぜその大学を望まれるのですか?(Oをいくつでも)

1干どもがその大学でこそ学びたい=とがあるようから γ…一一一一…

2目干どもには畏肢でより蜂聞大学を目指してもらいたいt:::::==コ2

3 子どもを親元から躍す由が不安 k-コ 1

4.家庭由事情 13 

E その他 10
無回答 lo

o 

j
'
寸
1
1
1
1
1
1
1
1
4
叩

[⑦で4と答えた人=大学進学にはこだわらない人のみ回答]
⑫なぜ大学進学を望まないのですか?(Oをいくつでも)

112 

1.専門学校に行って、専門前技術・技能を身につけるのも一つ由道で晶る t

2杭聴させて早〈社会に出て働かせたい t

S 子どもがまだ大学でやりたいことを見つけていないようだから

4その他

無判。
。

1

1

1

1

 

1
 

叫その他 fこだ'h6劇団1iliM.'.17:'/;/:....'. e.ご申式宇ず''6涯学王去に'{;/:，ごだ'1:>6....18ザご'::J

⑪現在、A中学校・高校の教育肉容・設備その他についてどう思われますか?(Oをいくつでも)

1.子どもの生活が充実しているようである

2子どもが時間に追われ忙しすぎるようで晶る

3英敵国理社における独自の力リキュラム、教育実践がいい

4.英数回理祉における独自のカリキュラム、教育実践が不安t:::コ 1

5.地車市民や海外研修能行などの特色ある操業活動の理主が良い E

6.地掠市民や海外研修旅行などの特色晶る慢業・活動への時間的な負担が大きい 10
7 あまり受験対績が充分ではない

8受蟻対策が充分に行われている

9中高一置をベースにした縦続した指導が行われているlO
10.中高一貫由わりに、それを活かした指導が充分ではない

11.コンビュ一世ーや体育施股主ど学内陸備が充実

12学内股備が比較的物足りない 10
13干どもが明確な目的を見つけられるよう刺激を与えて〈れている

14.子どもが学内で目的・目標を見出せていないようである 10
15.英簡などの国際化教育が優れている「デマ

16コシピューターの傑作など、情報技術教育が優れている

17部活動などを通じて‘心身ともに子どもの成長が期待できる

18教職員が教育だけでは主く、視との連慢にも僻心である

19田教職員が親への情報公問、説明責任などを充分に果たしてくれていない 10

20.お金をかけた分に見合った教育を実践している

21現在の股備と教育内容を評価すると、親の金銭の負担は文きい

22その他 10

無悶筈 10

6 

5 

o 

⑪A高校に満足されていますか?

はいE三三五五
2.いいえ=甲F

無回答t=コ 1

13 

10 12 14 

(0を1つ)
一 一←ー←一一一一一一ーで一一 一 一- z 一一一寸

114 

13 

r，畦正古川宙流n '占 r，身FTf!JlIl;町四濯であtj， Uoに湾'{tt~取引M時'6f!Jに沼;iX/;/:っきtjvn'"，J

rli!J~~担宣:UI;(， It.草寺白躍で'I'>"'J
本理由、 1はい → 

2いいえ→

⑮最後に.今までに学校に寄せたことのある意見や.今お持ちになっている要望主どがありましたら敏えてください.(任意で記述)

f学'I:it/.ごffL. て'{;/:十が-8;/:.I/f.~世ん.1;(， 耳Ji!.L.て~I"，:tiで仇 7:''6， ih点だ~t"FN/.ご11$/111，苦'0<.1" 五世みIþ(/)riflAl;惨LI{，ご晶1;.1;'1:>6 1'，5;;U/.ごっS必ず:c;字Eがなo<.nn..(，.，..(/)I;(現'Z 7:'.. 'tjlJ;t!'N. 
f拘に'iJI/ðI/l<t/'6'6 7.少L.~!t:tiUlllJ1 苦舟って庁ヲて1Jfi!t~.lél!J.l，古仇 t:t:friiifflltj.(，.'O<.IJ，だった昌だ'./1，でUU"'.. だ'.::JI1ι '~r.iAlI(/)f//.ごつれて'{;/:1TL.I;("I;.tjL.て'P正吠I
印式目的t.<<l:it8ザ#Jf.. "ikI:it(/)tdJI; I ， 僧'1I/1!1~学志Eだった!tæl;(1士PL.止!M'6t!'ず~っo<tjl'>き昌~，L.~ ヲ'.:<<).，/.ごひ左手づ'610， だめで'l'Jft/;lIlI!ß'J/'ごぽØff'6A~ヘ岩学rftl;l
aP.::.'ヨtt.1善点方/ご'{;/:L."，子'1;(*.'':: JI17. 学'l:itlll/;/:.::':王寺，;:，p"，のか'J1ltJt~PJ
rik#lntEl;(:クラスによっτ'5tJ(5~ft~ テZ介(/)8す/ご7'.J.シt-tJ(</;l6ftt~tj(f;l6ft.. 't;.ョt~tjす~6L. .I. !2/t.舟志のク:;;ÃI;('告がつで''6， 71);ンN;/:ý;IUごぐ/;l6... /tft/;l.I/t....，.::.I!!7. 
子et，が苧従/ご不Ifflfl.苦躍っ.::JI1μ正ヲト.語学晶、のだか6，ヨトシブ，;<，，，'-Y.ニ〆'JIl.J... fft"i!:/;/:.止す''6のd切って''6J:.I.::JI1.I~r.J 
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